









































シャンク!!ザ・ロードストーリー




VOL.2 百年かけた願い事








秋田禎信





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　Contents of Syank!!








月光館の魔女の伝承より


場面一　辺境のどこか

場面二　ペンツネー近く

場面三　ザネックロック　町の入口

場面四　ザネックロック　裏鍛冶屋組合

場面五　シンシアルータの月光館　玄関前～広間

場面六　シンシアルータの月光館　応接室

場面七　ザネックロック　町中

場面八　シンシアルータの月光館

場面九　ザネックロック　乱戦その一

場面十　ザネックロック　乱戦その二




場面十一　死界の牢獄

場面十二　シンシアルータの月光館　入り口～通路

場面十三　シンシアルータの月光館　継承術儀式場

場面十四　死界の牢獄　その少し前

場面十五　魔女たちの月光館

場面十六　辺境のどこか　本当にどこか



あとがき


















[image: 月光館の魔女の伝承より]







　魔ま女じよ、それは魔力とともにある。

　魔力の始原とともに生まれ、そこに寄り添そうことを決めた者たち。それはムーンウォークを歩み、真の魔法に至る門から喚よばれ、現世に魔法の有り様を示す。人間が言葉も知らず、魔力も知らず、儀ぎ式しきも祈いのりも呪のろいも知らず、なにもできぬ哀あわれな姿であった頃ころから、魔女は今と同じく魔女だった。

　魔力は使う者がいなければ存在もできぬ。魔女はその使い手として約束された。魔女の存在により魔力は意味を成す。

　魔女が住まうは月光の館やかた。館が建つのは霊れい峰ほうムーンゲート。伝えられるは魔女の宿命。





魔女は魔女であることを隠かくしてはならない。

魔法は無制限に魔女に報むくいなければならない。

魔女は無制限に魔法に報いなければならない。






　そのため魔女は魔女と魔法のための他ほかに、指の一ひと振ふりもしてはならぬ。呼吸をするのも魔法のため。かける言葉は魔法をのみ語る。

　なれば魔法は応こたえるだろう。魔女が望めばすべてが叶かなう。森しん羅ら万ばん象しよう与あたえられ、それを消すのも魔女の自由。魔法が究極万能ならば、魔女もまさしく究極万能。




　不思議なことに、不ふ死し秘ひ法ほうに最初に達したシーカーは魔女ではなかった。

　かの者の名はガンバンワロウン。偉い大だいなる賢けん者じや、そして己おのれを弾だん劾がいする世界を自ら創つくり、そこに自らを封ふうじ込めた。

　賢者が成し遂とげた不死秘法。次にそこへと達したのも魔女ではなかった。

　かの者の名は魔神エルブダリモス。悪の使徒を名乗っていたが、いつしか己より強大な悪など存在しないことに気づいた。

　さらに続くのは虚きよ栄えいと欺ぎ瞞まんを知らぬ真言の使い手たるキリル。さらには隠すことに囚とらわれ、名前も持たぬメスシーソ。夢魔の住人、サーリバンゲストールは悪夢の境界へと旅立ったとされる。深海に築かれた塔とうに信徒を従え、暗い水底で神の声を聞いたとする魔ま獣じゆうスクライス。彼は己を信じる者をすべて食くらい、そして己自身をも食らい尽つくして不死の身体からだを得たという。キジャスは赤子として生まれ赤子のまま不死者となった。強者エルパイン、パルクライツ森のアワー、獣人バリオ、麗うるわしきハールーモーン……

　偉大なイモータルの名をどれだけ並べても、そこに魔女は現れぬ。




　ついに魔女が不死者となったのは十二人目。月光館のミンシストル。




　　　　◆




「たったこれだけの魔力で可能なのですか？　不死秘法というのは」

　母が見せたちっぽけな石に、シンシアルータが抱いだいた感想はそれだった。

　石といってもただの石ではない。見かけは六角形の立体。カッティングされた宝石のようだが、光こう沢たくもなにもない白い石だ。

　継承術儀式場は、魔女が魔女を産む場所としてその名で呼ばれていたが、その用よう途とに使用されるのは数十年に一度だ。それ以外の役割に使われるほうが遥はるかに多い。儀式場には屋根がなく、四角く開いた空をすべて巨きよ大だいな月が埋うめ尽くしている。

　明日、母はそれとは別の儀式に臨のぞむ。それは魔法の究極を現す途と方ほうもない行いになるはずだ。母の手の中にあるその石は儀式に使用する魔力結けつ晶しようだった。見れば最高品質のものだというのはすぐ分かるものの、シンシアルータはもっと物々しいものを想像していたのである。

　娘むすめの言葉に、母は微笑ほほえんだ。彼女の言葉は母のものであると同時に、教師のものでも、友人のものでも、姉妹のものですらある。この月光館に魔女ふたり、ミンシストルとシンシアルータふたりだけでずっと過ごしてきたのだ。

「わたしたちは必要な時に必要なだけ、魔力を分けて使う。しかしムーンウォークの流れはひとつのもの。ひとつの魔力を使うことは、すべての魔力に手をとどかせることでもある」

　と、彼女は儀式台にその石を置いた。

「あなたにもいずれ分かる。分かった時、あなたもまた不死者となるでしょう」

「でも、どうしてですか？」

　シンシアルータはまた訊たずねてから、問いがあまりに漠ばく然ぜんとして意味を成していないと気づいた。言い直す。

「わたしたちは魔女です。望んで叶わないことなんてありません。なんで不死秘法が必要なのですか？」

　死なないというだけなら、死なずにいることはそれほど難しくない。

　肉体的な延命はどうとでもなる。魔女を脅おびやかせるような敵も（滅めつ多たに）いない。

　世せ俗ぞくの魔法使いらがシーカーと呼ばれ、不死秘法に狂きよう奔ほんするようになっても、魔女までもがそれを目指す理由はなかった。

　だからシンシアルータは意外だったのだ。母が不死秘法を研究していると聞いて。それ以来抱き続けてきた疑問である。

　母はまたもや微笑んだ。さっきと同じ笑い方だったため、同じ答えに違ちがいないとシンシアルータは聞く前から理解した。

「この月光館で」

　と、彼女は天てん井じようのない部屋からいつもと変わらぬ月を見上げた。

「魔ま女じよは代々、魔法の始原から君臨してきました。あなたの言う通り、わたしが挑いどむのは必要に迫せまられてではありません」

「では……」

「あなたは前にもわたしに問いましたね。わたしたちの役割はなんなのかと。わたしもそれを問うたことがあります」

　母もまたその母に問うたのか……それとももっと別のものに問うたのか。月を見る目が、すっと細められる。

「魔法使いは魔法を使う。魔法を使うから魔法使い。魔法を使わなければ、わたしたちは魔法使いでいられない」

「え？」

「止めることはできない。あなたにもいずれ分かるでしょう」

　やはり同じ答えを言って、母は月を映した瞳ひとみを閉じた。




「母さん！」

　儀ぎ式しきの変化は唐とう突とつだった。

　すべて順調に進んでいたと見えた。なにかを間違えたとも思えない。どの呪じゆ文もんも淀よどみなく、用意された陣じんも手順も時間すらも、約束されたように完かん璧ぺきだった。

　不意にあたりが暗くなった。それだけだ。絵の具が溶とけるように光が流れ落ちていく。騙だまし絵の中に立ち、ひとりだけトリックに気づかずにいる登場人物ならば、きっとこんな光景を見るのだろう。周囲は変質していくのに自分は取り残されている。

「母さん！　これは……」

　シンシアルータは母を見ようと振ふり向いた。が、視線は光とともに崩くずれながら彷徨さまよい、目的の姿を見つけられない。彼女に見えたのは流れていく室内の形状と、それが流れ込んでいるように見える、部屋の中央にある黒い淵ふち、それだけだった。

　一度その黒い淵を見た後は、どこを向こうとその深しん淵えんが見えた。すべてが流れ込んでいくのだ。視線もまた方向を変えて、最後にはそこへ行き着く。しまいには、なにを見ようとしてもその淵しか見えなくなった。

　闇やみだ。なにも見えなくなった。

「母さん！」

　今度は悲鳴に近い。なにが起こっているのか分からない不安が肌はだを粟あわ立だたせる。

　シンシアルータは当然、魔法による緊きん急きゆう退たい避ひを試みた。だが指先に紡つむがれた術式は虚むなしく霧む散さんし、働かない。

　そして光だ。光がもがき、淵へと吸い込まれていくのが見えた。

　月から降る光、部屋に満ちる光、その光に踊おどるがごとく漂ただよう、歳とし経た魔女の影かげ。光が震ふるえるため影は踊っているが、魔女は微び動どうだにせず立ち尽つくしていた。彼女は月を見ている。手品師がポケットから旗でも出すように、見開かれた魔女の双そう眸ぼうからも光が放出されていく。

「母さん！」

　混乱の中にようやく垣かい間ま見みえた母に、シンシアルータは声をあげた。

「母さん！　これはなんですか！」

　月光館。ふたりだけが暮らす静かな住まいは普ふ段だんの静せい寂じやくが噓うそのように震え、鳴いていた。淵は大きくも小さくもならず、ただ貪どん欲よくにすべてを吸い込んでいく。

　時に母の姿が、時に淵が視界に広がる。シンシアルータはようやく気づいた。母に見えるものが淵で、淵に見えるものが母だ。どちらも融ゆう合ごうし、同一のものになろうとしている。

　進み出ようとしても足が出ない。足が動かない理由は外部にはない。シンシアルータは自覚していた。自分の身体からだの内側にも抗あらがいがたい変化を感じている。胸を搔かきむしり、喘あえぐ。

「これはなんなのですか！　分からない……喉のどが渇かわくし、胸が……なんなのですか！　こんなこと、わけが分からない……」

　痛みだ。これが苦痛というものだ。

　魔女の肉体には無む縁えんであるはずのもの。魔女の約束、誓ちかいにより根絶されたもの。

「何な故ぜ！」

　ただ思いつくままに声をあげる。

「どこへ行くのですか！　答えて！　答えてください！」

　母は答えない。

　聞こえてすらいなかったのではないか。次し第だいに淵が優勢となり、母の姿は薄うすれていく。

　押し寄せる痛みと不快感に、シンシアルータはさらに強力な魔法で対たい抗こうしようとした。魔女の誓いにより魔法は彼女に従う。その力は万ばん能のうとも錯さつ覚かくさせるほど強大なものだ。魔女に敵する存在がいたならば、それが魔神を名乗ろうが、その実際の身の程ほどを知らせたであろう。彼女の言葉は致ち命めいの呪のろいを伝え、あらゆる文字と秘密を看破し、時空を歪ゆがめ、炎ほのおと大地を支配し、夜空に新たな星をも描えがいただろう。シンシアルータが願ったのはただひとつ、身体を苛さいなむ痛みを取り除くことだった。だが魔法が働かない。死者ですら蘇よみがえらせる命令が、咳せきを和やわらがせることもできず、無意味にこだまするだけだった。

「答えてください……」

　もはや自分がなにを言っているのかも分からなくなっていたが。シンシアルータは声を投げ続けた。

「こんなことは聞いてなかった！　聞いていませんでしたよ！」

　闇が深まる。

　朦もう朧ろうとしながらも、母がいなくなることは不思議なほどはっきりと理解していた。恐おそらくは自分がこの苦く悶もんに倒たおれ、目が覚めるまでには、母は永遠に会えない場所に去ってしまう。力を振り絞しぼり意識の闇を突つっぱねようにも、敵の力は強すぎた。

　床ゆかは凍こおり付いたように冷たかった。倒れ、身動きも取れずにシンシアルータは最後の叫さけびをあげた。

「わたしを……置いていくなんて」




　目を開けた時にはもうなにも残っていなかった。

　儀式場は多少散らかっていただけで、傷も、痕こん跡せきも、書き置きも見つからない。

　母の不死秘法は失敗したのだろうか。

　それを調べるため、シンシアルータはあらゆる術を試ためした。

　地上の竜りゆう族を締しめ上げ、すべての賢けん者じやの記き憶おくを浚さらい、死者の国を捜そう索さくしても、母の行方ゆくえは分からない。母は死んでいない。だが考えられ得うる世界のどこにもいない。

　もともとこの世に存在していなかったと思わせるほどに、いかなる探たん索さく手段も通じない。

　どうすれば魔ま女じよが……魔法使いがこうまで完全に消えられるのか。状じよう況きようから考えてその理由はひとつだった。他ほかにも十一人のシーカーが、同様に世界から姿を消している。

　母は成功したのだ。

　魔女ミンシストルはイモータルになった。

　十二人目のイモータルは、やがて魔法使いたちの間で噂うわさとなった。ある者は純然たる疑いから、ある者はやっかみから、ある者はその手段の一いつ端たん、ヒントでも摑つかもうとミンシストルの行方を捜さがそうとする。だがやはり誰だれがどれだけ捜そうとも十二人目のイモータルの行方は摑めなかった。他の十一人と同じく。

　魔法が通じないことをシンシアルータが認めるのに、長い時間がかかった。途と方ほうもなく長い時間が。疲つかれ果て、言葉も失い、美しかった髪かみも乱れ、やつれた頰ほおを鏡に映す。彼女は儀ぎ式しき場に座し、卓たく上じようの鏡に息を吹きかけた。鏡は曇くもり、捻ねじれ、塵ちりと化した。くたびれた彼女の鏡像も鏡といっしょに崩くずれ去る。

「母さん」

　呪じゆ文もんでも尋じん問もんでもなく、ただ語るためにシンシアルータが声を発したのは久方ぶりのことだった。

「分かりました、母さん。あなたが見つからないのなら、わたしは……」

　胸の痛み、疼うずきはあの日から途と切ぎれずに続いている。泣こうとわめこうと薄らがず、忘れることもない。これを癒いやす方法は魔法にはないのだと、今では気づいていた。

「わたしは……」

　魔女は儀式場から月を見た。月もまた彼女を見ていた。




　　　　◆




　ついに魔女が不死者となったのは十二人目。月光館のミンシストル。真の魔法に最も近い場所にいながらこの順位に甘んじたはなんの不覚か。それとも余よ裕ゆうと言うべきか。

　あるいはなにかを知っていたのか。

　どの道それは、彼らには訊きけぬ。
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「これが不死か、これがっ!?」

「ひょっとしてもしかして気づいてないかもしれないから言っておくけど、別にぼくのせいじゃないよね」

　ワハハハハハ、と大たい笑しようしつつ飛行する黒い影に石造りの廊ろう下かを追われて。

　シャンクは肩かたに乗った黒くろ猫ねこと会話していた。

「そうだったか？　なんかもっともらしく『魔王って呼ばれた下郎が似たような手口で不死者になってなかったかなぁ』とか言ってなかったか!?」

「似てるのは古城にこもってたことくらいだけどね。どっちみち、こんな小さい村で年一回生け贄にえを差し出させるのが精せい一いつ杯ぱいの奴やつなんかに期待するべきじゃないよ」

「あーもう！」

　シャンクはくるりと振ふり向くと膝ひざをつき、手に持っている小型弓に矢をつがえた。特別製の、祝福された木ぎれを先せん端たんに使った矢である。弓を引き、狙ねらいを定め……

　ひゅんっ。

　小さな音とともに、矢が放たれる。廊下に灯あかりはなく、黒猫のブリアンが灯ともした魔ま法ほうの灯明だけがシャンクの周辺を照らしていた。その灯りのとどかない闇やみへと矢は吸い込まれ、そして、天てん井じようにでも当たったのか、石に跳はね返る乾かわいた音だけが返ってきた。

「ワハハハハハハハ！」

　続けて飛び出してきたのが、笑い声の主である。

「外れたっ！」

　シャンクは叫さけんで、また逃にげ出した。肩の上で、やれやれと黒猫がうめく。

「下手くそだなぁ」

「いや、だって当たらないだろそうそう！」

　と、矢や筒づつの中身を確かめる。残った矢は一本しかない。

「ワハハハハハハハ！」

　笑いの主はすぐ背後に迫せまってきていた。

　黒いボロ布をまとった男である。肌はだはその布よりさらにぼろぼろに腐ふ敗はいして真っ青、口元には細かい牙きばがずらり。ブリアンによれば、肉食鬼きというやつらしい。笑っているのはなにか楽しいわけではなくて（いや楽しそうではあったが）、それしか声が出せないのである。人間が呪法によって変化したもので、肉を食べればその姿へと変わるという化け物だ。その身体からだは屍しかばねなので腐敗していくのだが、生け贄の若者を丸ごと食べれば若返る。

　無論、魔王などというものと比べられるような大物ではまったくない。『生きてはいるが、肉ではないもの』を撃うち込まないと倒たおせない。なので生きている木を変化させた矢を用意してきたわけだが。

「あーあ。生け贄の代わりになって城に入り込んだはいいものの、下げ劣れつな肉食鬼なんかの身体にされて終わりか。儚はかない上に無価値な人生だったね、君も」

「うるさいな！」

　残り一本の矢を取り出すのだが敵が迫っているため射しや撃げき体勢が取れない。とにかく全力で速度を上げて、シャンクは叫んだ。

「なんとかなんないのかっ？」

　すっかり息が切れた彼とは対照的に、のんびりとブリアンがうめく。金色の眼めを横目にしながら。

「んー……なんとかね」

　と、器用に平衡バランスを取ってシャンクの肩で回転すると、

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒猫の態度はいかにも億おつ劫くうげだったが、その囁ささやきは鋭するどかった。呪じゆ文もんに応えて魔力が集つどい、溢あふれ、力を招来する！

　だが、効果は地味だった。肉食鬼の笑い声が止まる。と同時に鬼気迫せまる気配も変化した。シャンクは立ち止まると、背後でぼとりと床ゆかに落下するその悪鬼の姿を観察した。ずたぼろの黒衣を引きむしるようにしてのたうち回り、肉食鬼があげるのは苦く悶もんの声である。苦痛どころか痛覚そのものもないような屍の身体で、まだ苦しみを残しているというのも不可解だが。

「アアアア……アア……」

　肉食鬼はその顔つきも変えていた。笑い狂くるっていた形相はどこへやら、素す直なおそうな青年の顔で懇こん願がんの眼まな差ざしを向けてきている。自らの喉のど元もとを摑つかむ指は震ふるえ、その手つきは失った声と言葉を探し求めているようだった。

「これは……？」

　弓に矢をつがえ、訊たずねるシャンクにブリアンはあっさり答えてきた。

「この身体の元の主、マルキス君（20）の記き憶おくを召しよう喚かんした。しばらくは苦痛で自由が利きかないだろうよ。さ、とっととやっちゃいな」

「いや、でもな……」

　困こん惑わくして、シャンクは顔をしかめた。

　それまではこの古城に棲すみ着いた邪じや法ほうの使い手であったものが、今はその犠ぎ牲せい者の顔で悲鳴をあげている。なんとか罪悪感を吞のみ込んでも、肉食鬼は床を転げ回っている上、残った矢は一本だけ。おまけにもともと弓の扱あつかいに自信もないとくれば躊ちゆう躇ちよもする。
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　肉食鬼きの急所は胃い袋ぶくろだった。そこに矢を突つき立てれば死し滅めつする。ブリアンいわくこんな低てい劣れつ極きわまりない邪呪法など不死秘法の完成とは果てしなく遠いもので、手がかりにもならないとか。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの仕事としては空から振ぶりだが、近きん隣りん住民にとっての問題はもっと切実だ。なにしろ数十年来この怪かい物ぶつに悩なやまされてきて、シャンクが今つがえているこの矢によってようやく解放されるかもしれないのだから。

　ごくりと唾つばを吞む。こんな時に不可欠なのは平常心だった。

　狙ねらいをつけ、さらにその狙いを絞しぼり込んでいく。的の動きをテンポに置き換かえ、呼吸を合わせてタイミングを待つ。

　突とつ如じよとして肉食鬼の動きが止まった。理由は分からないが、好機ではある。シャンクは矢を放った。床の上で硬こう直ちよくしている屍しかばねの胃を目め掛がけ、矢は飛んでいったが……

　ばしっ、と横打ちに、その矢が弾はじかれた。祝福された木の矢が床に落ちる。

　矢を打ち払はらったのは肉食鬼。だがその顔つきは、生け贄にえとなった青年のもののままだった。

　ふらふらと起き上がって、それは口を開いた。失ったはずの言葉を発する。

「ぼくは……死にたくない。こんな……姿でも」

　それを見て、ブリアンがぽつりと。

「あ。まずいな。同調した」

「どうなるんだ!?」

　シャンクは弓を抱かかえたまま、後あと退ずさりした。肉食鬼は腐くさりかけた両腕うでを見下ろし、腐ふ敗はい臭しゆうの漂ただよう身体からだを見下ろし、もはや腐肉から染しみ出た粘ねん液えきでしかない涙なみだを流している。

　肩かたに乗ったままブリアンは嘆たん息そくしてみせた。

「記憶と同調して、ただの屍じゃなくなった」

　あまり興味ない様子はそのままだが、それでも声のトーンを低くしている。

「魂たましいなき身体、生き損そこない、半蘇そ生せい、呼び方はいろいろある。今までは腐敗をリセットするため定期的に生け贄を食べるだけだったけど、食欲が復活すると底なしになるよ。より悲ひ惨さんな状態になっちゃったね」

「なっちゃったねって！」

「君がもたもたしてるからだよ」

　それだけ告げて、ブリアンが肩から飛び降りた。

　この間に肉食鬼はじわじわとこちらに近づきつつある。シャンクはマントの下で姿勢を沈しずめ、こっそりと腰こしの剣けんに手をかけた。通じないことは分かっているし、使うわけにもいかないのだが。他ほかに武器がない。既すでに使い切っていた。

「どうすりゃいいんだ!?」

　シャンクが毒づく。と。

「君にできることはなんにもない。いや、そうでもないな。ちょっと腕を出して突っ立っててくれるかな」

「？」

　ブリアンの言葉に、シャンクは疑問を感じながらも従った。マントから右腕を出し、黒くろ猫ねこのほうに突き出す。

「こうか？」

　黒猫はうなずきもしなかった。呪じゆ文もんを唱える。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう……」

　刹せつ那な、空中に現れたのは巨きよ大だいな包丁だった。人間の数倍の巨人が使うようなサイズのものだ。即そく座ざに振ふり下ろされ、シャンクの腕を切断する。

　避よける間もなかった。というより、魔法で魅み入いられていたのだろう。逃げようがなかった。切り落とされた彼の右腕は床ゆかに落ち、その勢いのまま転がっていった。肉食鬼の足あし下もとを通り過ぎ、さらに数歩分後方へと。

　肉食鬼は新しん鮮せんな肉にく片へんが転がるのを目で追うと、我が慢まんしきれなかったのか回れ右した。床に落ちた腕に飛びつき、一気に貪むさぼり食う。そこで動きを止めた。

「…………ア」

　それが末まつ期ごの言葉となった。

　肉食鬼の身体が火柱のごとく炎えん上じようする。屍し肉にくを浄じよう化かする蒼あお白じろい火に、瞬またたく間に肉食鬼は灰と化した。腐肉の臭しゆう気きも邪よこしまな気配もすべて焼き尽つくし、消していく。

　すべてが終わるまで、シャンクは呆ぼう然ぜんとしていた。ぱちくりとまぶたを開閉すると、彼はまず、自分の腕が無事だということに気づいた。まったくなんともない。彼はただそこに立っていただけだ。空中にあったと思えた巨大な包丁も、飛び散った血も、なにもない。最初からそんなものはなかった。

　それだけではない。肉食鬼が食べたと思えた彼の腕。あれも彼の腕ではない。記き憶おくに蘇よみがえってくるのは別の光景だった。肉食鬼が夢中になって貪ったのは……

「……落ちてた矢を食べた？」

　つぶやく。

　するとブリアンが足下から、肩に飛び乗ってきた。こともなげに言ってくる。

「君の腕だと見み間ま違ちがえてね」

　黒猫は狭せまい肩の上で伸のびをした。

「ただの屍じゃなくなったってことは幻まぼろしも見るし、騙だまされもするってことさ」
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　肉食鬼きを滅ほろぼしたという報は、その魔ま物ものに脅おびやかされていたペンツネー住民を大いに喜ばせた。そして人ひと質じちに取られていたどむーんを、彼女を人質に取ったところで意味がないということがばれてややこしくなる前に返してくれた。

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの扱あつかいなど、まあこんなものではあった。なにしろ盗賊である。用がなくなって、ていよく追い出されたような形だが、シャンクはペンツネーを離はなれ川沿いの道を進んでいった。いつものようにどむーんはブリアンを抱かかえ、先をぱたぱた走り回っている。その後ろ姿を目で追いながら、シャンクは風が頰ほおを撫なでるのを感じていた。この季節の涼すずしさは長続きしないが、風がすぐ近くの川かわ面もの香かおりを運んでくるのは心ここ地ちよい。

「川に下れて人が下ることはないのですかー」

　いつもの調子で意味の分からないことを言いながら、どむーんは時折川に飛び込んでは、靴くつも濡ぬらさずその水面を跳はね、水しぶきを蹴けっている。どむーんは見た目だけなら、（付け髭ひげをつけた）少し変わった少女に過ぎない。だが彼女の実体は人間どころか生物ですらない。少女を模した魔力結けつ晶しよう、スプレッド・ムーンと呼ばれる魔力の塊かたまりだった。

　彼女が胸に抱だいている黒くろ猫ねこは、これもまた普ふ通つうの猫ではない。元々は魔法使いシーカーだったという。不死秘法の失敗によりこんな姿になってしまったという話だが。それ以上のことはシャンクもよく知らない。

　そして彼自身はといえば、秘儀盗賊である。不死秘法を目指す魔法使いたちから、その研究を盗ぬすんではそれを求める貴族や富商に売るという、そんな商売だ。不死の存在を否定し、魔法に関かかわることを禁じた正教会は、魔法使いのみならず秘儀盗賊やそれと取引する貴族なども許さない。発覚、即そく、処しよ刑けいだった。今では魔法使いは辺境に隠かくれ住み、研究を続けている。問題はその研究が往々にして、人体実験や得体の知れない悪魔だかなんだかへの生け贄にえ、無意味な虐ぎやく殺さつに結びつくことだった。

　魔法使いは自分のためだけにしか力を使わない。研究もまた自分のためだけでしかない。

　彼らは基本的に、各おの々おのまったく違う理り屈くつで魔法を使う。これは剣けんという道具は同じであってもそれを扱う技わざや理屈が人によって異なるという、それに似ていた。不死秘法を目指すための道筋も同じものはなく、みな、自分の理論こそが正しいと信じている。研究に交流はなく、助け合いもない。

　よってその研究がいかなるものか、実際に魔法使いから盗み出してみないと分からないわけである。それどころかその魔法使いがどれほどの力を持つ者なのか、それすら噂うわさではよく分からない。

　こんな状じよう況きようだが、不死秘法に関してこれだけは言える。かつて十二人の魔法使いが、不死者……イモータルに達したというのだ。彼らは不死を得てから例外なく姿を消した。彼らの残した痕こん跡せきや伝承から魔法使いたちは彼らの実在を信じているし、現在姿がないからこそ正教会は彼らの存在を信じない。

　探たん索さくに道具を使い切ったおかげで身軽なのはありがたかった。シャンクは両手を頭に回し、あたりを見回した。嘆たん息そくが漏もれる。彼の目的は、不死秘法を探さぐっては貴族に売り払はらうようなものとも少し違ちがっていたが、だからといって無収入では探索を続けられない。今回もまた空から振ぶりに終わったのは痛手だった。

　と、見回した先にいつの間にかどむーんがいた。猫を抱えたまま、彼の横をすたすた歩いている。彼女はこちらを見上げ、言ってきた。

「ゃんく燃料切れたかー」

「どうやって発音してんだそれ。いや、まあ、燃料はともかく困ってはいるかな。装備どころか、情報を仕入れる金もない」

　こんなことをどむーんに言ってもどうにもならないことは分かっていたが。

　返事してきたのは黒猫のほうだった。猫みたいに抱きかかえられているのが気に入らないのだろうか、仏ぶつ頂ちよう面づらで前方を見み据すえて、

「金がかかるのは君だけなんだから、収支くらいなんとかしておいて欲しいもんだね」

「お前な。なんでこんなに金がないと思ってるんだ」

　シャンクはうめいた。腕うで組ぐみし、眉まゆ根ねを寄せる。

「この前、森から出るためにお前が作った……なんだっけ」

「次元門」

「ああそれ。それ入ったらどこに飛び出したよ」

　問いかけに猫は動じることなく……と、本人としては装よそおいたいところなのだろうが、黒猫の耳がぴくりと動くのをシャンクは見み逃のがしていなかった。ブリアンはそれでも声だけは冷静に答えてきた。

「あれは二百十六分の一の確率で最寄りのスポンジケーキに潜もぐり込む仕様で……」

「ああ。おかげでパン屋の売り物の中に飛び出しちまって。弁べん償しようのために三日ほどただ働きさせられて」

「そんだけだったら大したことなかったろ」

　金色の眼めがぎろりとこちらを向く。

「う」

　わずかながらシャンクが怯ひるむと、ブリアンは後を続けてきた。

「そのパン屋が病弱な母親を抱えてなんとか切り盛りしながらも悪徳金きん融ゆうに騙だまされて作った借金抱えて連日の督とく促そくに怯おびえる日々……だかなんだかだって知ったら、その金貸しの屋や敷しきに忍しのび込んで証文取り返してやるとか言い出して」

「うう」

「しかも手て際ぎわがへぼいもんだから侵しん入にゆうした途と端たんに大おお騒さわぎになるし、正体モロバレで警察に追われるし、逃にげ回ってるうちに路銀も尽つきて」

「ううう」

「まー、ぼくは手伝わなかったし手伝う気もさらさらなかったから関係ないけど。だいたい君の行動指針ってのはどこかズレてるんだ」

「そ、そうかなー。助けると思うんだけどな普ふ通つう」

　シャンクは困り果ててうめいた。だが黒猫はまったく容よう赦しやしない。

「しかもあのパン屋の話ってまるきり噓うそだったからね」

「そうなのか!?」

　さらにショックを受ける。思わず立ち止まりかけた。

　ブリアンはひげをぴんと立てて目つきを鋭するどくした。

「ぼくのこと猫だとでも思ったのか、聞いてるのも構わずに親子でさんざん笑い合ってたよ。君が出てった後にね」

「そうだったのか……」

「でもまあ大だい丈じよう夫ぶ。軽く呪のろいかけといたから」

「呪った!?」

　黒くろ猫ねこはなにやら満足げだった。

「噓をつくたびに鼻から小麦粉が吹き出るようにしといた。三十年間」

「軽いんだか重いんだか……」

　そんなことを話していると。

「変よね？」

　いきなりそんなことをつぶやいたどむーんが足を止めた。

「？」

　この魔力結けつ晶しようの言葉をそのまま受け取っても意味はない。彼女は基本的にわけの分からないことしか言わないし、正反対のことも微び妙みようにずれた反対のことも言う。そのままのことも言わないでもない。つまりはまあ……そのまま受け取っても意味はないということだ。

　どむーんは立ち止まったのみならず、そのままぐるんと首を真後ろまで回転させた。それでいて平気な顔である。

「変なねこー」

「猫じゃない」

　憮ぶ然ぜんとした調子で、ブリアン。自分のことを言われたと思ったのだろう。だがしっかりと胸に抱かかえられているため、前方しか見えていない。

　シャンクはどむーんの視線を追っていたため、この少女がなにを言ったのか分かった。いつの間にか、道の後方、かなり離はなれているが、猫が一匹ぴき歩いていた。ちょうど跡あとをつけられたような格好である。

　だが分からなかったのは、それが別段、変わった猫だとは思われなかったことだ。白猫である。いや……

（なんだ？）

　よく観察するために目を細めて、シャンクは訝いぶかった。その猫の体毛は白一色。そして両眼は宝玉のように真っ赤だった。尻尾しつぽを立て、じっとこちらを見ている。獲え物ものでも狙ねらうように。

　体毛はともかく目の赤い猫というのは見たことがなかった。ただ赤みがかったという程度ではない。輝かがやきすら発しているのではないかという真しん紅くである。

　ただならぬ気配にシャンクは身構えた。猫一匹に構えるというのも様にはならないし、なにかするべきことを思いついたわけでもないが。どむーんが横で、頭に合わせて胴どう体たいを反転させる。ただしさっき頭を回したのとは逆側から。それでもやっぱり平気なようだった。

「あれは……」

　ようやく白猫を見ることのできたブリアンが、つぶやきかける。と、それを遮さえぎったのはどむーんだった。もっともどむーんの声こわ音ねではない。

「あれは都合よく秘密を守る猫じゃな」

「うわっ」

　どむーんの声がいきなり変わったため、シャンクは思わず体勢を崩くずしてしまった。

「なんだよ急に」

「いやそんなこと言われても。我が輩はいとしても、いつ入れ替かわるかなんて分からんゆえ予告のしようもない」

　もごもごと、どむーん……の身体からだを借りて、彼女の着けている付け髭ひげが弁解する。どう言ったらよいものか、この付け髭は大昔の魔ま法ほう使つかいが自分の魂たましいを封ふうじたもので、身に着けた者の身体を乗っ取ってしまうという呪いの品だ。とはいえ不完全な品であるため常人であっても数日、魔力結晶のどむーんの身体ならほんのしばらくしか表に出られない。使える力も限定されて、あまり意味がないといえば意味がない品だが、この魔法使いベロの知識というのは今までも多少は役立ってきた。

　気を取り直し、シャンクは訊たずねた。

「で、秘密を守る猫って？」

　白猫はずっと進み続けてきているのだが、距きよ離りがあるのでまだまだ遠い。

「魔法使い同士というのは本来、連れん絡らくのないものであるが」

　付け髭は、髭を触さわるような手つきであごを撫なでつつ、解説を始めた。

「それでもなにかの折に、どぉぉぉしても仕方なく他ほかの魔法使いに話をせにゃならん時もあるわけで。しかし普ふ通つうに呼びかけたところで、お前研究を盗ぬすむつもりじゃろうとか、ていうかお前殺したいんだけどいい？　とか、俺って常に夕方まで寝てたいんだけどとか、そういうことになるわけじゃな」

「もの凄すごい駄だ目め人間っぷりだな」

「まあ許容せい。つまり中立のメッセンジャーがいないと話にもならんわけだ。大勢の魔法使いが立ち会いの上で、都合の良い生き物を創造した。伝言を決して人に漏もらさず、他人が干かん渉しようしようとすれば即そく座ざに呪いで返し、目的地が何ど処こであろうと抜ぬけ目なく忍び込み、適正な報ほう酬しゆうだけを請せい求きゆうして決して買収されない。まさに理想の使い魔まといえるのだが……」

　と、付け髭ベロは表情を曇くもらせた。

「困ったことに、そんな不正のできないサービスは誰だれも使おうとしなかったんで、あっさり廃すたれてしまってな」

「うーん……」

　そうしているうちに、白猫は彼らの目の前まで近づいてきた。そこでなにを思ったか座り込む。真っ赤な目で見上げたまま、じっと動かない。

　白猫に手を出しかけたシャンクに、付け髭からの警告が飛んできた。

「触らんほうが良いぞ。猫の呪いはひたすらタチの悪いものが多いでな。遡さかのぼりに遡って、最低限の範はん囲いでもここ十一年お前さんに関かかわった者全員に災わざわいを招く」

「でも、じゃあこの猫ねこは、誰か魔法使いから別の仲間への伝言を運んでるわけか」

　手を止めつつ、訊きく。

　ベロはうなずいてみせた。

「うむ。まあ仲間かどうかは知らんが」

「ならこの猫についていけば、なんだかは分からないけれど魔法使いの隠かくれ家がに着くんじゃないか？」

「そうかもしれんが」

　疑わしげな付け髭に、シャンクは力説した。

「もう情報も、情報を仕入れる金もないんだ。だったらいっそ、これについていったほうが」

「というかお前さん、我が輩思うのだが」

　言いかけた付け髭の先を継ついだのはブリアンだった。呆あきれ声で、

「こいつは、ぼくらに伝言を持ってきたんじゃないのかな」

「え？」

　間の抜けた声で返す。と、それを見計らったかのように、白猫が声をあげた。

　高くも低くもない、まったく感情のない、そんな声である。声で魔法使いの機き嫌げんを損そこねないようにとか、そんなこともあるのだろうか。だからといって心ここ地ちよい声だというわけでもなかったが。

「懐なつかしき友へ。我ら共に利のある話。月満ちて霧きり、降りみ降らずみ、雲に光輪かかる夜の招待。場所、ザネックロック。町にただ一軒けんの鍛か冶じ屋やを訪ねよ」

　それだけを告げて、白猫は忽こつ然ぜんと姿を消した。

　これも魔法の効果なのか、伝言は一字一句残らず、はっきりと記き憶おくに残っている。シャンクはブリアン、付け髭と順番に顔を見合わせた。

「懐かしき友？」

「間ま違ちがいなく、我が輩への伝言であろう」

　もっともらしくうなずいて、付け髭ベロが断言する。

「我が輩は生前、もう本当にとにかくひたすら交友の範囲が莫ばく大だいであった」

「どんな？」

「遥はるか西の果てにひとり、もっと遥か東の果てにもうひとりという感じでな。広い広い」

「ふたりじゃん」

　シャンクが言っていると、ぼそりとブリアンが声を漏らす。独り言のようでもあったが。

「ぼくではないな」

「なんでだ？」

　訊ねると、黒猫はしまったとばかりにそっぽを向いた。答えたくない類たぐいの質問だったらしい。それでも不承不承、答えてきたが。

「ぼくは魔ま法ほう使つかいの友人なんていない。母上以外にはね」

「そうなのか？」

「魔法使い同士馴なれ合うなんて論外だ。それは前からそうだし、君なんかの惨みじめったらしいこそ泥どろ稼か業ぎように付き合ってあげるようになってからも、友好的に魔法使いと知り合う機会なんてあるわけないだろ」

「まあそれはそうか……」

　ますます不可解でシャンクは首を傾かしげた。その点では、自分という線も考えにくい。なにしろ魔法使いというのは基本的に人々に害なす存在で、そういった相手はみんな退治してきた。そいつらが生き返ったのでもない限り、魔法使いの知り合いなどはいないということになる。となると本当にベロの旧友から連れん絡らくがきたのだろうか。

「ザネックロックってのは、ここから近いな。西に三日ってところか」

　簡易地図を広げて確かく認にんする。地図に載のるくらいだからそれなりに大きい町なのだろう。鍛冶屋が一軒しかないような規模とも思えないが。

「どうするんだ？　これ。行くべきか無視するべきか」

　地図を畳たたんでシャンクが問うと、付け髭ひげは即座に首を上下させた。

「それは行くべきであろう。ああ、果たして東のロッペンモーイであろうか、それとも西のグーグー・ルグゥールであろうか。どちらも気の好い奴やつらだぞい。挨あい拶さつさえ間違えなければ殺し合いにはならんで済む。まあ、なっても……うまく逃にげれば大だい丈じよう夫ぶ」
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「ぼくとしてはなんとも。でも魔法使いに呼びつけられて行くからには罠わなだと思うべきだね。分かってるだろうけど、善意で人を招く魔法使いなんていない」

「うーん」

　シャンクは地図を鞄かばんにしまい込み、その中身が空っぽに近いことを確認した。

「どのみち、どこかで旅費を稼かせがないことにはどうにもならないんだ。大きめの町なら、なにか働き口があるかもな。町中に魔法使いが隠れ住んでいるのなら、どうせなんとかしないといけない相手だろうし、うまくいけば旅費と不死秘法の手がかり、両方手に入るかもしれない」

「楽天的だね」

　冷ややかに感想を述べる黒くろ猫ねこに、シャンクは肩かたを落とした。

「まあ、そうだな」

　ともあれ。

　目的地が決まって、彼らは西に歩き出した。
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　ザネックロックは発展も衰すい退たいもしない。辺境で交易が行われるのは珍めずらしいが、ザネックロックは交易路の中間地となる大きめの町だった。

　無論、教区にある都市とは比べものにならない。それでも休憩宿が何十軒けんと建ち並び、馬車の修理や馬の世話などで働き口も多いことから、ここには人が集まった。人が生活すればそれに必要となる日用品を売る者が現れる。次し第だいに、交易の途と中ちゆうというよりこの町を目的地にする商人なども出てくるわけだ。

　産業がないため一定規模から発展するわけでもなく、かといって山さん賊ぞくに狙ねらわれるような隙すきもなく、ザネックロックは数十年なにも変わらず安定していた。

「この交易路は、東の鉄鉱山と教区を結ぶものらしいな」

　鉄棒を満まん載さいした巨きよ大だいな馬車が舗ほ装そう道を走っていくのを眺ながめつつ、シャンクはつぶやいた。マントの下で腕うで組ぐみし、町の門からここまで道すがら仕入れた話を繰くり返す。

「鉱山のふもとで精せい錬れんした鉄を教区に運んで、教区からは精錬所の労働者に必要な物資を運ぶ。ここは中間点で、鉄製品が必要なら教区から品質の良い道具が買えるから……この町では鍛冶屋が商売にならないらしい。だから、鍛冶屋なんて一軒もないと言われたよ」

「ぼくも姿隠かくしをしながらあたりを回って、鳥やら犬やらから噂うわさを聞いてみたけどさ。この近くに魔ま法ほう使つかいがいて困ってるみたいな話はひとつもなかった」

　どむーんに抱かかえられた黒猫の話を聞いて、シャンクはうめいた。

「うーん。そもそも教区から距きよ離りがあるっていっても、交易路だしな。そんな噂があれば正せい騎き士し団がすっ飛んでくるだろうし。でもあの伝言の猫を使えるのは魔法使いだけなんだろ？」

「そうだね」

　半眼で、ブリアンが同意する。シャンクはますます頭を悩ませた。

「魔法使いが町に潜ひそんで、誰だれにも迷めい惑わくかけず騒さわぎも起こさないなんてあるのか？」

「ないね。まず」

　猫は即そく答とうして、身体からだを揺ゆすった。抱えられて脚あしをぶら下げているのがつらいのだろう。もっとも逃げようとしたところで、どむーんは猫をがっしり摑つかまえて放はなそうとしない。

　あきらめの吐と息いきをついて、ブリアンは話を続けた。

「まあ、よっぽど強力かつ慎しん重ちような術者ならあり得るかな。あんな古い呪のろいの猫を使うくらいだから、かなり齢よわいを重ねた魔法使いかもしれない」

「この前の、妖よう樹じゆの魔法使いと比べてもっと強力なのか？」

　シャンクは口元を手で隠し、小声で訊たずねた。道には多くの人が往来している。教区外とはいえ魔法使いの話題は危険だろう。ブリアンの声は、猫が望んだ相手にしか聞こえないが、シャンクのほうはそうもいかない。

「こんなのでそこまで具体的に力量なんて測れるもんか」

　機き嫌げん悪く、猫はそっぽを向いてみせた。

「魔法使いが呼びつけたのが、自分の住すみ処か近くだとは限らないしね。なにか用があってこの町に呼んだけど、当人の本ほん拠きよはずっと遠くにあるのかもしれない」

「そりゃあそうか……」

　と。

「あ──────────────────！」

　いきなり、思わず転びそうになるほどの大声が響ひびき渡わたった。見ると、道の反対側からこちらを指さして帯たい剣けんした女がひとり、驚きよう愕がくに大口を開けている。

　見覚えのある顔だった。以前知り合った同業者で、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞく団カーニバルのミーティーだ。

「あんたいったい、なんでこんなとこにいんのよー！」

　彼女はばたばた騒がしく、通行人を押しのけ、道を渡ってきた。途中で馬車にはねられそうになり、御ぎよ者しやに罵ののしり声をあげ、車を止め下りてきた御者に思い切り拳げん骨こつで殴なぐられ、野良犬に襲おそわれ、騒ぎを聞きつけ警官がやってきたのでいったん隠れ、なんとか行ってくれたところで財布を落としたと悲鳴をあげ、しばらく道に這はいつくばって落とし物を探し……

　一通り終わったところでようやく近づいてきた。かなりふらふらになって。

「えーと……」

　ぐったりと肩を落とし、ミーティーは言ってきた。

「なんの話だったっけ」

「いや知らんけど」

　シャンクはどうしようもなくそれだけ告げた。が、気づいて声をあげる。

「あっ。お前、もしかして……なにかのあてがあってここにいるのか？」

　ミーティーは秘儀盗賊団の情じよう報ほう網もうから魔法使いの噂を仕入れ、活動している。彼女がここにいるのはなんらかの情報あってのことかもしれない。

「それはこっちの台詞せりふよー」

　彼女は疑わしげにこちらを見、ついでにブリアンとどむーんも見やった。

「だいたい、なんであたしがあんたに貴重な情報を分けてあげないといけないのよ」

「前に、俺の仕入れた情報に便乗してたろ、お前」

「なに言ってんのよう。自分がやられて嫌いやなことは、他人にはどんどんしていったほうが得じゃない」

　冗じよう談だんでも皮肉でもなく本当にそう思って言っているのか、ミーティーが堂々と胸を張って断言する。

　が、得意げな顔はそう続かなかった。急にため息をついて、軽くすり寄ってくる。

「あー、でもね、あのね。本当は情報でもなんでも渡すから手伝って欲しいの。困ってるの。助けてくれたら嬉うれしいなーあたし嬉しいホント嬉しいああ嬉しい」

　あからさまな怪あやしさにシャンクが眉まゆ根ねを寄せ、なにか言うよりも先にブリアンのほうが声をあげた。

「反っ対だね」

　きっぱりと断言する。黒くろ猫ねこは冷ややかに続けた。

「どうせまたノルマが達成できなくてとかそういうことだろ」

「以心伝心ね！」

　とことん良いほうにだけ解かい釈しやくしつつミーティーはブリアンへと向き直った。胸の前で両手を握にぎり締しめふるふると肩かたを揺らし、目を輝かがやかせる。

「そうよね、あれだけ苦楽を共にした仲だもの！　ツーといえばカーだしリーといえばロンだしモッといえばチョギよね」

「チョギ？」

「あー素す晴ばらしいわフレンドって素晴らしい。なんで手が二本あるかっていうとフレンドを抱だきしめるためで、二本しかないのは順番待ちしてもらうためよね。ゆうじょうーゆーうーじょーうー。友情の歌よ。歌って。さあ吐と血けつするまで歌って」

　ごちゃごちゃまくし立てながら黒猫を抱きかかえに迫せまるのだが、猫を独り占じめしているどむーんに片手で阻はばまれている。まああんまり気にせずミーティーはくるりと身体の向きを変え、シャンクに話を振ふってきた。

「ね？　見ての通りあの尻尾しつぽ標準装備の愛あい玩がん動物も賛同してくれてるわ。助けて助けて助けて助けて助けて助けて」

「えーと」

「助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて」

「なんで急にボキャブラリー尽つきてるんだよ」

　適当なところで話を遮さえぎって、シャンクはミーティーから距きよ離りを置こうと後ろに退いた。

「じゃあ、やっぱりまたノルマがどうのって話か？」

　あまり良い顔はできないものの、内心では期待が膨ふくらむ部分もあった。つまりそれならばミーティーが魔ま法ほう使つかいの情報を持っているということになるからだ。

「そーなの」

　ハンカチを目に当てて、ミーティーが噓うそ泣きを始める。

「なんでかしら。おかしいわよね。あたしはただ盗賊団のバックアップと情報網を存分に利用して楽ーに儲もうけたいだけなのに、奴やつらはあたしに上納金を求めるのよ。ひどすぎるわ」

「それ俺はどう答えりゃいいんだ」

「そうねぇ。どう言われてもわりと知ったこっちゃないけど、とにかくあれよ、さすがに今回は命が危ない感じなのよ。あいつのこと覚えてる……？」

「あいつ？」

　訊きき返すと、ミーティーはまず言おうとしていた言葉を吞のみ込み（口にしたくもなかったのだろう）、まず虚こ空くうを見上げてからしかめ面つらを作った。そのまま指で口の両端はしを引き結ぶ。

「こいつ」

「いや顔真ま似ねされてもな」

　どうしたところでミーティーの顔が変わるわけもないのだが、実は言わんとしているところは分からないでもなかった。以前、似たようなことで煩わずらわされたのだ。

「ノルマってことは、またゴダードか」

　実際に口に出してみると、彼女が名前を呼びたがらなかった理由が分かる。唱えれば背後に現れる……そんな気がしてしまう名前というのが確かにある。

　正せい騎き士し殺しゴダード・ハルクマン。卓たく抜ばつした剣けん術じゆつ者にして、秘儀盗賊にして、殺人者。今は秘儀盗賊団カーニバルにて下したっ端ぱからの上納金回収役をしているらしい。

　思い出すと、意識しないうちに、手が剣に触ふれる。前に会った時には手も足も出なかった。一重や二重の差などではない。術の根本から破られた。助かったのは情けをかけられたに過ぎない。そして次に会う時には……本気で斬きりにいくと、そう宣告されていた。

　ミーティーが、よよよと泣き崩くずれる。

「そーなの。人を見ても何対何で分断するかしか考えないあの親父おやじ。あれ以来なんだかあたしのこと目の仇かたきにして、上納の時期はもとより、そうでない時までふらふらふらふら姿を見せるのよー。しかもごっつい剣なんか持ち出してきちゃってさ。噂うわさじゃ、正騎士を斬った時の剣らしいわよ」

「…………」

　シャンクは答えずに、話を変えた。

「まあとにかく、ノルマを達成すりゃ問題ないんだろ」

「手伝ってくれるの!?」

　がばと立ち上がり、瞳ひとみを輝かせ、ミーティー。シャンクは視線をそらしてブリアンのほうを見やった。すっかり無言で不満顔の猫に言い訳するような心ここ地ちで、彼はうめいた。

「仕方ないだろ。ただし情報は全部、先に渡わたせよ。使い走りはしないからな」

「いーわいーわいーわいーわ！　もうなんでもいいわよあたしより先に殺されてさえくれれば。情報でもなんでも渡しちゃう。今度の獲え物ものはでかいんだから山分けでも十分よ」

　と、その時だった。

「困るなー、こっちの客を横から引っ張っていかれちゃ」

　これもまた聞き覚えのある声だ。

「あのくらいのヒントで問題ないと思ってたんだけどな。買いかぶってたかなぁ」

　頭上からだ。見上げるとなにもない場所にぽっかりと黒い穴が開き、そこから逆さまに男がひとりぶら下がっている。

　昼の日中の往来で、言い訳もなにもなくあからさまな魔法としか言い様がない。その空間の穴から顔を出し、彼は通行人の悲鳴やらざわめきやら気にした様子もなくかぶりを振った。

「カイク！　カイク・ウェイン！」

　名前を思い出し、シャンクは声をあげた。この男もまた秘儀盗賊だった。ただし少し変わっており、魔法使いに雇やとわれているという。

　名を呼ばれるとカイクはにやっと笑えみを浮うかべ、穴から飛び降りてきた。頭から落下していたが途と中ちゆうでくるりと体勢を入れ替かえ、音も立てずに着地する。穴は彼がいなくなるとすぐに閉じた。

　だが、光景をはっきり目もく撃げきしていた通行人がその穴のあったあたりを指さし、叫さけんでいる。

「魔法だ！　お前も見たろう、魔法だ！　呪のろわれる！」

　続けて、それに同調して次々と悲鳴があがる。

　魔法は正教会によって禁きん忌きとされているのみならず、辺境において正騎士の庇ひ護ごも受けられない人々にとってはごく実際的な脅きよう威いとなっている。様々な魔法使いの伝承や噂が流れ、秘儀盗賊はそれを求めて辺境を探し歩くのだ。魔ま法ほう使つかいは力を己のためにしか使わない。力は常に代だい償しようを伴ともなうものであり、魔法使いはその代償を他人に払はらわせようとする。これが自然の流れだった。生け贄にえ、研究材料、単に金品の強ごう奪だつや奴ど隷れいとして捕とらえるのはもとより、悪魔のご機き嫌げんを取るために思いつく限りの残ざん酷こくさで人々を殺して回るなどということもある。もちろんただ、力の使い道としてそれしか思いつかないというだけで人を殺す魔法使いもいる。

　それが突とつ然ぜん町中に現れれば恐きよう慌こうにもなろうというものだった。

「お前……どうするんだよ。騒さわぎになってるぞ」

　近くに飛び降りたカイクに、シャンクはつぶやいた。マントの下で武器を探すが炸さく裂れつ弾だんもなにもない。剣しかなかった。だが無論、使うわけにいかない。

　すっかり巻き込まれた形で通行人たちに遠巻きにされ、ミーティーも困こん惑わく顔を見せている。彼女は腰こしの剣に手をかけ、すすすと近寄ってきた。

「やばくない？　向こうのほうの連中、警備隊がどうのとか口走ってたわよ」

「向こうじゃ火あぶりって叫んでるね」

　これはブリアンである。黒くろ猫ねこを抱えたどむーんもなにやら声をあげた。

「火あぶりとよく似てるひまわりー」

「似てるかな」

　そんなことを言っていると、カイクは気楽に手を振ふってみせた。

「あー。気にすんなよ。じき、これどころの騒ぎじゃ済まなくなっから」

「キシャァァァァァァァ！」

　これまた、声がいきなり響ひびく。そしていちいち聞き覚えがあった。

　先ほどカイクが現れたのと似たような穴が、空にいくつも開いていた。ひとつやふたつ、十や二十ではきかない。ザネックロックの上空に現れた無数の穴から、見忘れようもないような異形の影が姿を見せる。甲こう殻かく類の胴どう体たいから細長い手足と首が伸のびたような怪かい物ぶつである。背中の翼つばさを広げると赤く輝かがやき、ふわりと空中に停止する。何十と出現した異形の者たちは人間の町を見下ろし、各おの々おの好き勝手に雄お叫たけびをあげた。

　カイクの予告通りにと言うべきか。群衆はパニックに陥おちいった。奇き声せいをあげ逃にげ惑まどうその光景は、犬の群が吠ほえ合っているようでもある。

　怪物の一体が、両手を掲かかげた。頭の上で手のひらを合わせたその間に輝く球体が生まれる。

　光は弾はじけ、稲いな妻ずまとなって放たれた。屋根、道、そこらの木の上に落らく雷らいし、爆ばく発はつ炎えん上じようさせる。それを何十もの怪物が一いつ斉せいに行うのだからあちこちに火の手があがった。

「きゃあああああ!?」

　火の粉でも被かぶったのか、髪かみの毛を燃え上がらせてミーティーが逃げ出す。

「自じ称しよう・次元最強種族のエランキーだそうだ。しつこいっつーかなんつーか」

　頭を搔かいてぼやくカイクに、シャンクは詰つめ寄った。

「まさか、ハピネスがいるのか!?」

　前にあの怪物たちに追われたのは、奇き妙みような不運を背負った娘むすめのおかげである。だがカイクは肩かたをすくめてかぶりを振った。

「いや、彼女の魔力結けつ晶しようはお前らが使っちまっただろ。ただ、あの連中はそのまんま居着いてたようでな」

「きゃあああああ!?」

　さっき逃げていったほうからミーティーが、今度はマントも燃やされつつ逃げ帰ってくる。

　ひょいと避よけて彼女の逃げ道を開けてやりながら、カイクは続けた。

「あいつら最強種族とか言うだけあって、思ったより大勢力でなぁ。次元移動都市とかで攻せめ込んでくるつもりみたいだぞ」

「きゃああきぃやああああ！」

「止められないのかよ？」

　と言いながら、シャンクもなにができるか思いついたわけではなかった。上空から稲妻を降らせて攻こう撃げきしてくる連中などどうしようもない。ブリアンのほうを見やると、猫も匙さじを投げるポーズをしてみせる。

「次元移動都市で思い出した。あいつら、レコーンド・ゲッシャ・エイ・ランキーだ」

「きゃみゃああみょああああ！」

「なんだそれ？」

「ほーみーほーみーらぶみーてあああ！」

「次元境界の寄生虫だよ。世界間の移動落差で生じるエネルギーで生活してるから、どこにも定住できない」

「もっしゃもるこぎめらめらあああああ！」

「それの代用になる強大なエネルギーを手に入れれば、終の棲すみ家かが得られると思ってる。だから世界を移動しては侵しん略りやくしているんだ」

「ぺっきょあかばずらしるぶぶーれ！」

「ここに姿を見せているのは虚きよ像ぞうの類で、奴やつらの本体は次元移動都市ソリュアリス・ランキーにある。都市にダメージを与あたえない限りあの怪物をいくら倒たおしたって役に立たない。次元境界を貫かん通つうして都市一個に致ち命めい的損傷を与える呪じゆ文もんなんて……」

「おっほーおっほーおるぽっほー！」

「うるさいな！」

　説明を途と中ちゆうでやめ、ブリアンは怒ど鳴なった。走り回るミーティーはもうほとんど全身火だるまである。っても奇声の半分くらいは、面おも白しろがって一いつ緒しよに走り回っていたどむーんの発したものだったが。

「そりゃうるさくもするわよ！　なんだと思ってんの！　丸焼けよ!?」

　本当にあちこち燃えている癖くせにわりかし元気で、ミーティーが抗こう議ぎする。彼女はもとより、あたりは火に巻かれてひどい状態だった。町の人たちは狂きよう乱らん状態で逃げ惑い、煙けむりで倒れている者も多い。

　と、そのミーティーの腕うでを、どむーんが摑つかんだ。

「？」

　目をぱちくりしてみんなが見やると、途と端たんに。

「撲ぼく殺さつ消火法ー」

　片手で腕をぶん回すと、ミーティーを地面に叩たたきつけた。続けて二度、三度、四度、数えるのをやめてからさらに十何度、ぶんぶか振ふり回しては叩きつける。

「よく消えていきんしゃい」

　やがてどむーんが満足そうににっこり手を離した時には、ミーティーの火は消えていた。ぐったりと動かない。命の灯ひも消えてそうではあったが、まあ静かにはなった。

「えーと……」

　本当になにを言えば良いのか分からなくなりかけていたが、シャンクはなんとか話を続けた。どむーんに抱だきかかえられているブリアンに合わせて視線を下げ、

「そういう呪文は、お前には無理なわけだな？」

「無理じゃないよ」

　黒くろ猫ねこは、ぷいと横を向いた。

「本当ならそんなの小手先でちょちょいだけど、その、今のぼくには、つまり、少しばかり、ええと」

　つまり無理ということらしい。

　またさらに勢いを増すエランキーの爆ばく撃げきに頭を抱かかえる。

「じゃあどうするんだ、これ！」

　どこに文句を言ったところで始まらないのは分かっているものの、言わずにもいられない。と、カイクが腕組みして言ってきた。

「んー。俺の雇やとい主が対策を考えるっつってたから、そのうちなんとかなるんじゃないか？」

「……もしかして、俺たちを呼び寄せたのはお前か？」

「ああ、まあ雇い主がだけどな」

　カイクはあくまで気楽な口調で、炎ほのおと煙の上を飛び交うエランキーをのんびり眺ながめている。

「目的は！」

　シャンクが問いつめてもカイクの表情は変わらなかった。

「そいつは後で説明するさ」

　つぶやく彼の顔の前に、白いものがひらひらと舞まい降りるのが見えた。

　灰かと思えたが、違ちがう。蝶ちようだった。風に煽あおられ辿たど々たどしい飛び方をしたあげく、カイクの鼻の上に止まる。と、それを見てシャンクは気づいた。カイクはエランキーを見ていたのではなく、その蝶を見ていたのだ。

　白い蝶は羽を閉じた。そして。

「……次元移動都市の位置は探さぐり当てたかな？」

　涼すずしげな声で語りかける。女のような声こわ音ねだが、男のものだ。蝶のほうに動きはないものの間違いなく蝶が発しているらしい。動じることなくカイクが答えた。

「はい」

「よろしい。ご苦労様でした。次の任務に移りなさい」

「分かりました」

　彼がうなずき、そして蝶はそのまま白い粉に変じて崩くずれ去った。鼻先を手で払はらうカイクに、シャンクは再び問いかけた。

「次の任務？」

「だから、今やってる。あんたらのお迎むかえだよ。多た忙ぼうでね」

　カイクは気さくになんにでも答えているようで、肝かん心じんなことは口にしない。シャンクはブリアンの様子を盗ぬすみ見た。黒猫は蝶の消えたあたりを凝ぎよう視ししている。この猫は魔法を目にすると、まず術者の力量を測ろうとする。そしてその技わざが自分より拙つたないと見ると（というか上回っていたとしても）小こ馬ば鹿かにするか、罵ののしるか、嘲あざけるかする。そのブリアンが押し黙だまる時というのは、なにか言いたくないことを発見した場合だ。

　ゆっくりと視線を移し、改めてシャンクは訊たずねた。

「お前の雇い主ってのは、なんなんだ」

「そりゃ、そこの彼女が狙ねらってる相手のことさ」

　倒れているミーティーを指し示し、カイクが答える。

　異変はその時、始まった。

　まず気づいたのは、空気が冷たく感じられるということだった。気づいてから見回すと、あたりの火が消えている。エランキーは相変わらず稲いな妻ずまを放っているのだが、これも地表までとどかなくなっている。空の上で彼らが動どう揺ようしているのが見て取れた。

　そして、微び震しん動どう。足あし下もとが揺ゆれたと思えば続けて建物が揺れ始め、風が勢いを増す。

　雲ひとつない空の明るさが点てん滅めつを繰くり返した。と、青空の一点から渦うずが生じ、広がる。現れたのは腕だった。黒ずんだ赤い皮ひ膚ふ、硬かたいようでいて、垂れ下がった腕は溶とけ出して骨格もないらしい。腕は途と中ちゆうで千切れ、ぼとりと地面に落ちた。耳を劈つんざく衝しよう撃げき音おんが響ひびく。腕だけでも家数軒けん分の大きさだろう。めりめり、ばきばきと、家屋を押し潰つぶす音が続いた。

　それだけで終わらない。腕に続けてこぼれ落ちたのは、腕以外の本体だった。半液状の赤い巨きよ人じん。それが己の腕の上に落下し、混ざり合う。腕はそのまま足と同化し、明らかにそれまで腕ではなかったところから腕が現れた。頭部はなく、首から上は胴どう体たいから巨きよ大だいな眼球が半分ほど迫せり出し、頭部に代わってその位置を占しめている。

　エランキーの群が、巨人に対して稲妻を放った。が、光の束はどれほど力を束ねても巨人にとどく前に向きを変え、空へもどっていく。巨人の周りの空間が渦を巻いていた。まるでその巨人の異様な姿のおかげで、空間も変容を来きたしたように。

　巨人が腕を上げた。その指先が空を撫なでるとエランキーがぼたぼた落ちる。シャンクらの近くにも、一体のエランキーが落下した。まったく力を失い……なにかを吸い尽つくされたように、身体からだはまるで萎しぼんだ革かわ袋ぶくろのようになっている。だがそれでもエランキーは死んでいない。うめき声をあげ這はいずろうとするその姿は、異形の上にさらに異形を重ねて名状しがたい格好といえる。その様を見て、シャンクは息を吞のんだ。

（これは……）

　まだ異変は終わらない。巨人にとってはエランキーなどどうでも良かったのだろう。両手を持ち上げると、それが自重で折れ曲がるよりも早く上空に差し上げ、新たに現れた渦へと手首を突つっ込む。そして再び手を引きずり出した時には、なにか銀色に輝かがやく尖とがった端はしを摑つかんでいた。巨大な建造物の末まつ端たんだろう。空間の渦からそれを引っ張り出して、そのまま止まる。

　不意に巨人の眼球から赤い輝きが発射された。光線の束を、己おのれの手で摑まえた銀色の物体に注ぎ込む。銀色物体は瞬しゆん時じに溶け、光線はそのまま渦の中まで貫かん通つうしていく。破は壊かい音は猛もう禽きんの叫さけび声にも似ていた。光が渦をも押し広げ、やがて地面を這いずっていたエランキーがびくりと震えた。絶ぜつ叫きようとともにのたうち、そして塵ちりとなって滅ほろんでいく。

「縮退の王だ」

　ブリアンがつぶやくのが聞こえた。声に震えを込め、繰り返す。

「縮退の王、大渦の中心に棲すまう者、アイゴールエルバロム。あれにかかれば次元移動都市だって渦に一吞みだ……あんな怪かい物ぶつを巣から連れ出してくるなんて」

　巨人は光線を吐はき終えると、出てきた時と逆に、頭上の渦へともどっていった。エランキーの死体はすっかり消え去り、あちこち破壊されたザネックロックだけが残され、静まり返っている。町の住人のほとんどは、なんの変へん哲てつもなかったはずの午後になにが起こり、なにが終わったのかも理解できなかったろう。ただ魔法による災さい厄やく、噂話がまたひとつ、辺境に現れたというわけだ。

　カイクですら巨人のいた位置を眺ながめ、苦笑いを浮うかべている。その横顔には皮肉とともに恐おそれが浮かんでいた。

　みなが呆ぼう然ぜんとする中、うめき声があがった。ミーティーである。頭をふらふらさせながら起き上がり、きょとんとしている。

「なに？　なんで終わってんの？」

　説明する気にはなれない。だがシャンクは息を詰つめ、彼女に話しかけた。

「なあ。今回お前が狙ってる魔法使いって、なんなんだ？」

　彼女はまだ意識が朦もう朧ろうとしているようで、よく分からないまま返事してきた。

「んー。月光館のシンシアルータ。時と変身の管理者、真の魔法使い……魔ま女じよよ」

「にゃー!?」

　猫ねこみたいな声を発したのはブリアンだった。
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「さて。まあ頃ころ合あいだな」

　夜よ更ふけまで待て。それがカイクの指示だった。

　待つといっても、あの騒さわぎの後ではまともに営業を続ける宿や店があるわけもなく、適当な路地裏でぼーっとしているしかなかった。なにを言ったところではぐらかすだけのカイクと、やれ退たい屈くつだやれ疲つかれたとうるさいミーティーと、ちょろちょろ動き回って落ち着かないどむーんと、そしてあれ以来すっかり黙だまりこくっているブリアンと。シャンクはシャンクで、手持ちぶさたに物思いするだけだった。

　ようやく夜になって、町も多少の落ち着きを取りもどす。壊こわれた家屋や道の修復にかかっていた大工の音も日が落ちてからは鳴り止やんでいる。カイクが言い出したのはそんな頃だった。

「どこに行くんだ？」

　シャンクが訊たずねると、彼は笑えみを浮かべ、

「もちろん雇やとい主のとこさ」

「月光館ねっ！」

　勢いよく立ち上がり、そう言ったのはミーティーである。上じよう機き嫌げんに身体をくねくねさせながら続ける。

「あーもう、ついてるったらないわよね。これ絶対、神様的なものが助けてくれてるのよ。魔法使いのほうからお誘さそいがあって、家まで連れてってくれるなんて。段取りを決めましょう。あたしがお宝探すから、あんた魔法使い殺しておいてね」

　どこまでも楽天的なミーティーにかける言葉もなく、シャンクが軽く頭を抱かかえていると、ブリアンがそっとつぶやいてきた。

「やめときな」

「……なにを？」

　猫に疑問を投げると、ブリアンはどむーんに抱えられたまま顔を伏ふせる。

「なにをやっても絶対に勝てない。月光館の魔女にはね」

「魔法使いなんかの誘いに乗っていくんだ。警けい戒かいはするさ」

「警戒なんて無む駄だだ。いいね。なにがあろうと逆らっちゃ駄だ目めだ。本当は、従うのも駄目だ。関かかわらないのが一番いい」

　いつもの悪態とも違ちがい、ぼそぼそと覇は気きがない。これはこれで調子が狂くるう。どうとも言えないまま、シャンクはこれだけ告げた。

「でも、俺たちは秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなんだぞ？」

「ま、俺の経験からするとだ……」

　と、話に割り込んできたのはカイクである。

「確かにやめといたほうがいいな。俺も雇い主の用事で、あちこちの魔法使いのアジトに忍しのび込んだり、もっと物ぶつ騒そうな仕事をしにいったりするわけだが。あれより強力な魔法使いは見たことないね。もしいたら、そっちについてる」

「なによー、あんたら」

　すっかりつまらなさそうに、ミーティー。口をへの字にして文句をつける。

「腑ふ抜ぬけよそれ。腑が抜けてるわよ。以後、ふを使わないで話して欲しいわ腑抜けらしく。はい禁止ー禁止ー」

「了りよう解かい。フライパン」

「了解。兄夫ふう婦ふ」

「了解。ふんぼるとー」

「わざとでしょ絶対わざとでしょほんの少し不自然よ今の会話」

　じっとり睨にらんで言ってくるミーティーに、シャンクはつぶやいた。

「だいたい、魔女ってなんなんだ？　なにか特別なのか？」

　それを聞いてカイクが声をあげ笑い出す。

　答えたのはミーティーである。口に指を当て、思い出しながら。

「悪あく魔まと契けい約やくを交かわした魔法使いの一族がいて、契約のおかげで強い力を持ってるとかなんとか。ただその契約には、魔法を悪いことにしか使っちゃいけないっていうのも含ふくまれてるんですって」

「それって普ふ通つうのシーカーとそんなに変わらなくないか？」

「そういやそうね」

　ミーティーは口に当てた指をそのまま傾かたむけ、首を傾かしげるポーズになった。

「さて、俺だったら、ホストがそんなにおっそろしい相手と分かってるなら、無む駄だ口ぐちで遅ち刻こくしないように気をつけるがね」

　そう言って、カイクが手招きする。

「夜のほんの短い間しか戸は開いてないからな」

　さすがに、逆らう理由も思いつかなかった。ブリアンはやはり不ふ機き嫌げんに押し黙ったままだったが。

　迷いなく進んでいくカイクの後に、シャンク、ミーティー、どむーんにブリアンと、大人しくついていく。町の破は壊かい跡あとは月明かりに照らされ、そこかしこに見つけられた。こんな痕こん跡せきでもなければあの襲しゆう撃げきと撃退はただの幻まぼろしだったのではないかと思えるほど、あっと言う間の出来事だった。あれを思うと、ブリアンの警告も言われるまでもない。

「あれだけの騒ぎが起きたんだ。正せい騎き士し団が来るな」

　ぽつりと、シャンクは独り言をつぶやいた。つまり長居もできないということだ。と、カイクが肩かた越ごしに答えてきた。

「ああ、まあそいつは織おり込み済みだよ」

「どういう意味だ？」

「雇やとい主は、あいつらも呼び寄せるつもりだったのさ」

　こともなげな口調だ。顔をしかめ、シャンクは訊たずねた。

「なんのために」

「さあ、俺も計画の詳しよう細さいまで知ってるわけじゃない」

「…………」

　気にならない話ではないが、あのカイクがこうして話しているということはどうせ、話しても問題ない程度のものなのだろう。ひとまずは胸にしまい、シャンクは少し速度を落としてどむーんと並んだ。用事があったのはブリアンにだが。

　小声で囁ささやくように、黒くろ猫ねこに話しかける。

「なあ。さっきの、なんだっけ。あのでかい怪かい物ぶつのことで、詳くわしいこと知ってるか？」

　ブリアンはなにも言わない。聞こえていないふりでもしているようだったが、シャンクは続けた。

「あと、その魔女ってやつのこと……」

「嫌いやだ。話さない」

　突とつ然ぜん、きっぱりと拒きよ絶ぜつしてくる。

　呆あつ気けに取られ、シャンクは言い直そうとした。

「なんでだよ。なにか知ってることがあるのなら」

「嫌だ！　絶対に訊きくな。ぼくに絶対に訊くな。いいね！」

　その剣けん幕まくの意味もよく分からない。

　ひどく強い口調で繰くり返す黒猫に、ただ面食らってシャンクはうめいた。

「わけ分かんねぇよ。大事なことだろ。あの怪物……」

「縮退の王、アイゴールエルバロム！　宇宙の重心、大食らいの底なし渦うずに巣くってる大怪物だ。なんでもかんでも吞のみ込んで二度と解放しない。食欲と貪どん欲よくさでは類を見ない、取とり扱あつかい要注意の化け物だよ。近づいたものはすべて吞み込むから武器も兵器も呪じゆ文もんもろくに効かない。あれを神と崇あがめる種族もいる。こんなものでいいか？　二度と話しかけるな！」

「なんなんだ」

　怒おこっている理由も分からないのでは言い返しようもない。あとは付け髭ひげベロが出てきた時にでも訊いてみるしかないだろう。

　警けい戒かいはするのだが、夜道は静かで平へい穏おんそのものだった。カイクが先導していくのは繁はん華か街がいとは逆の、荷物の集積場や馬車修理工の店が集まる区画らしい。馬屋も多く、獣けものの気配は感じ取れたものの、あの騒さわぎの後にしては馬たちも落ち着いている。

　やがてカイクは資材置き場に入っていった。といっても野ざらしに積み上げられた木材や石の山は、長いことここに放置されていたようだ。状態からすると相当に古い。町が出来る頃に集められたが、使われなかった資材だろう。

「触さわんねぇほうがいいぞ。すぐ崩くずれるからな」

　腐くさった木材の山に近づいたミーティーに、カイクが警告する。

「もーんぶらーん」

　既すでにその山の上で黒猫を振ふり回して踊おどっているどむーんにはなにも言わなかったが。

　ひとけのない廃はい物ぶつ置き場というのは身を隠かくすには良いところだろうが、あれほどの怪物を従える魔法使いが潜ひそむには少々、似つかわしくない。当然だが力の強い魔法使いほど、食料や生活資材、外敵からの保護、そういった面で他人に依い存ぞんする必要がなくなる。そうした者があえて人里に近い場所に隠れ住むからにはそれなりの理由があるものだ。研究材料だか餌えさだかで人間を必要とするといった理由が一いつ般ぱん的だ。

　迷いなくカイクはどんどん進んでいく。

　他に話す相手もないため、シャンクはミーティーに訊ねた。

「ゴダードはすぐ来るのか？」

「う。できれば聞きたくないその名前」

　と心臓のあたりを押さえ、ミーティー。

「上納日は明後日あさつてよ。だから明日中になんとかしないと。あんたがね」

　最後のは無視しておいて、シャンクはしばし息を詰つめた。崩れかけた資材の上で踊っているどむーんとブリアンが、月光の下でシルエットになっている。

　どのみちミーティーの言うこともそれほど的外れではない。ゴダードの件は他人ひと事ごとではなかった。あの正騎士殺しはいずれ必ず姿を見せるだろう。上納金を用意できればそれで済むミーティーと違ちがって、自分はその時、ゴダードを斬きれなければ……殺される。

（ゴダード・ハルクマンは正騎士殺し、そして神流の剣けん客かくも斬ったと言っていた。それが本当なら、師し匠しようをも上回る剣客）

　認めたくはなかったが、否定しても始まらない。

　心技体、なにを取っても敵かなうところはない。それをはっきり理解できるだけに、得体の知れない魔ま法ほう使つかいなどよりよほど脅きよう威いに感じる。

　と、カイクが足を止めた。

　目的地に着いたのかと思いきや、彼はこちらを向いてにやりとしてみせただけでまた歩き出す。高まった殺気を気け取どられたようで、シャンクは慌あわてて触ふれかけていた剣けんの柄つかから手を離はなした。内心、冷や汗あせをかく……侮あなどれない相手はゴダードだけではない。

　次にカイクが立ち止まったのは、もうしばらく進んだ後だった。いくつか連なった石材置き場の陰かげで、周りからは見えないところにぼろをまとった男が座っている。地面に腰こしを下ろしたまま眠ねむり込んでいるように背中を丸めているが、カイクが近寄ると帽ぼう子しの下から目を光らせるのが見えた。

「よう」

　話しかけるカイクに、男が答える。

「ここは俺の家だ。帰れ」

「そうかい？　良いとこだ。俺も住もうかな」

「お前と、誰だれと誰が住むのだ」

「俺の妹を十三人差し出すから、従弟いとことその父親、あと靴くつ屋やを住まわせてくれ」

「駄目だ。帰れ」

　男はそう言ったが、カイクがそのまま立っているのを見ると腰を上げた。と、彼が座っていた場所に板が敷しいてある。それをどかすと狭せまい穴が開いていた。

　カイクは目配せしてから、その穴に入っていこうとした。見たところかなり深いが、中はただ掘ほってあるだけではなく周りに石を組んであり、縄なわばしごが掛かかっている。と、

「こぴょーん！」

　叫さけんだどむーんが真っ先に、石山の上からジャンプして、狙ねらいぴったりに穴の中に飛び込んでいった。もう今さら誰もなにも言わないが、ぼろの男だけが口をあんぐりと開けている。肩をすくめて、カイクが続いた。さらにミーティー、最後にシャンクが入る。

　下に着くと全員が待っていた。入り口よりは広くなっているが、三人もの人間がいるとかなり窮きゆう屈くつである。灯あかりもない真まっ暗くら闇やみで、続く扉とびらを開けたのはカイクだろう。開いた通路から揺ゆれる蠟ろう燭そくの光が入ってきた。

　そこは待合室なのか、石造りのやや広めの部屋に、木製のベンチがいくつか並べられている。奥への扉は閉まっており、覗のぞき穴がひとつついていた。が、穴は蓋ふたが閉じており、こちら側からは開かない造りになっている。

　部屋に入って、シャンクはつぶやいた。

「十三人の妹？」

　すると、カイクが苦く笑しようしてみせる。

「多すぎるよなぁ。でも妹の数は毎日変わるんだ。町の別の場所で、その印が出てる。また別の場所の暗号を解かないと、何屋を連れてくるのかも分からない」

「やけに厳重な合言葉なんだな」

　奇き妙みようといえば奇妙な話だった。これほどややこしく潜んでいるわりには、合言葉を用意して来客に備えている。本当にただ隠れるためならそんなことはしない。

　殺風景な部屋を示し、カイクがうなずいた。

「そうだな。でもまあさっきの男をぶん殴なぐって入れば良いんだから間が抜ぬけてる。ようこそ、ここはザネックロック裏うら鍛か冶じ屋や組合だ」

「裏？」

「そうだよ。まあ、つまりは横流し屋さ。交易路の宿場ならではの商売だな」

「ああ……」

　ようやく合が点てんがいった。つまりは正教会の目を逃のがれながら、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなどに武器や装備、情報を高値で売る秘儀商人。その大規模なものだろう。

「ここは魔法使いの隠かくれ家がだったらしい。うまいこと空き家になってたのを秘儀商人が利用してるってわけさ」

「こんなの、ばれないわけがないだろう」

　疑わしくシャンクはうめいた。普ふ通つう秘儀商人といえば、付き合いのあるオロボイのように、小さな隠れ家を転々とする。非合法の取引は手広くしないのが秘ひ訣けつだというのは、オロボイの言だった。規模の大きい商売は、取引相手を多くしなければ維い持じできない。扱あつかう品物が増えればそれを置く場所が要いる。取引相手が増えればそれが正教会に伝わる危険が増し、在庫置き場が大きくなれば逃にげ足が鈍にぶる。

「ああ、そうだな」

　カイクは特に反論してこなかった。だがこともなげに、

「ばれてるよ。ただここの連中は支し払はらうものを支払って、危機を免まぬかれてるのさ」

「賄わい賂ろか？　正教会相手に？」

　シャンクが驚おどろいて声をあげると、カイクは澄すまして言ってくる。

「そうだよ。なんか意外か？　正教会は教区を拡大してる。人手が増えれば、金になびかない堅かた物ぶつばかりを使っていられないだろ」

　と、彼は扉に近づいて、リズムをつけて何度かノックした。

「正騎士だって同じさ。奴やつらが本当に強い剣けん客かくばかりを揃そろえていたのは昔の話だ。今じゃ斬きり合いなんてしたこともない貴族や商人の坊ぼつちゃんが箔はくづけのために入隊してる。正教会にとっちゃ正騎士団が少しばかり劣れつ化かしても、そういう連中の持参金が大切なのさ。既すでに組織が大きくなり過ぎてるってのに、教区に組み入れるべき辺境はまだまだ広大だ。そう遠くないうちに内部崩ほう壊かいするよ、正教会は」

「…………」

　思わず反論が出かかるが、なにも言えない。師も所属していた、栄はえある正騎士団……シャンクも秘儀盗賊として正騎士とまみえたことは何度かある。だがその中に、師イスラールどころか、自分の手がとどかないと思える剣客とすら出会ったことはない。

　それでも自分の見た正騎士たちは少なくとも心意気では誠実だった。誠実過ぎることはあっても、まあ職務に対して忠実ではあった。そこまであからさまな正教会の腐ふ敗はいというのは想像外だったのだ。

「そんなことよりさー。あたしたち、なにしにここに来たの？」

　ミーティーが訊たずねると、カイクは扉を示した。

「いま奥に合図したとこだよ。まあ用事があるのはここの商売にじゃなくて、ここに確保してる俺の部屋になんだが。せっかくならここの品を見ていってもいいぞ？　上質の装備が揃ってる。俺が武器を自作してんのもここの材料のおかげだしな」

　マントの上から腰こしのあたりを叩たたき自じ慢まんするカイクに、ミーティーが膨ふくれてうめいた。

「あんたね。そんなお金あれば上納金に困ったりはしないのよ」

　それはまったくシャンクも同じだった。状じよう況きようを思えば手に入れたい装備はいくらでもあったが、肝かん心じんの資金がない。嘆たん息そくし、ブリアンを見やる。

　黒くろ猫ねこはどむーんに抱かかえられたまま、本当に一言も口をきかずにいる。表情が頑かたくなに会話を拒きよ絶ぜつしていた。どむーんに撫なでられても頰ほおずりされても文句ひとつ言っていない。今までこの猫が拗すねることはあっても、ここまでだんまりを決め込むのは記き憶おくになかった。

　カタンと音を立て、扉の覗き窓が開いた。ぎょろりとした眼球がふたつ覗いている。

「カイクか？」

　訊ねられ、カイクは窓の前に顔を突つき出した。

「ああ、この通り。来客は俺の連れだ。文無しだから商売は期待すんなよ」

「昼の騒さわぎはお前が嚙かんでると噂うわさがあるが、本当か？」

「まあね。こっちに迷めい惑わくはかかってないだろ？」

「馬ば鹿かを言うな。正騎士団が来るって大騒ぎなんだぞ。組合員の大半はお前にペナルティを要求してる。なんでその日のうちにもどってきやがった」

「逃げ出して追っ手をかけられるよりはマシだからだよ。分かった分かった。組合長には謝りに行くよ」

「まったく」

　呆あきれた様子で、覗のぞき窓が閉じた。次いでがちゃりと鍵かぎの開く音。扉とびらが開くとそこには禿はげ頭あたまの大男が立っていた。奥の通路は彼が手を伸のばしても大だい丈じよう夫ぶなくらい広い。

　そこを通って進むと、行き着いたのは広間だった。というより倉庫か。大きな木箱がいくつも積まれ、蓋ふたの開いたものからは武器の姿がのぞいている。ここで商品を見せて取引するのだろう。まさか入ってきたあの縦穴からは搬はん入にゆうできないだろうから、別の出入り口があるのだろうか。

「っても」

　見える範はん囲いにある物資を目算し、シャンクはうめいた。

「いくら手広くといったって、これだけ大量の武器を必要とする秘儀盗賊がいるとも思えないけどな」

「そりゃまあ、な。だが辺境は広いよ。いくら教区が広がったからってまだその数十倍はある。武器商売ってのは安易だよ。そこに住む人間の誰かひとりが武器を持てば、他の全員にとっても武器は必要になってくる」

「自警団にも売るわけか」

「売るなってのか？　大たい抵ていは自警団のほうが、山さん賊ぞくなんかより先に武装するんだぜ」

　カイクはそう言いながら振ふり向きもせず、ただ手を振るだけだ。

「別に反対してるわけじゃない。これだけの組織があるのをちっとも知らなかったのは気まずいけどな」

　実際、特に反感を覚えるでもなくシャンクはつぶやいた。武器は携けい行こうできる刀とう剣けん類が多いが、歩兵槍、甲かつ冑ちゆうの類もないわけではない。品質までは分からないがしっかりと装そう飾しよくされた一品物まである。

「あんた、カーニバルのことも知らなかったもんねー」

　ミーティーは試ためし撃うち用のボウガンを手に取ると、的として用意された藁わら人形に狙ねらいをつけ引き金を引いた。矢が人形の頭部に突き立つと、近くにいた男が口笛を吹ふく。こんなところに店番でいるわけでもないだろうから、倉庫整理かなにかか。

「ほおー。やるねぇ、姉ちゃん」

「ほーほほ。とぉーうぜん」

　腰に手を当て高笑いし、ミーティー。男はさらに言い寄った。

「姉ちゃんみたいな美人に使われりゃ、弓も幸せだし、狙われる野や郎ろうも幸せってもんだ。どんなのが入り用だい？」

「お金ないの」

「じゃあ触さわんな」

　まったくポーズを変えないミーティーからボウガンをひったくり、男は去っていく。

　しょぼんと肩を落として追いついてきた彼女に、シャンクは訊ねた。

「弓も使えるのか？」

「そりゃ一通りはね。ロープワークに鍵開けに、古語だって少しは読めるし。手技練習用の手品も得意よ。あんた、そういうの全然できなさそうよね」

「悪かったな」

　すっかりやぶ蛇へびでシャンクは顔を逸そらした。ここ一年ほどかけて必要に迫せまられ自分なりに覚えたものはあるが、専門訓練は受けていない。覚えたくなかったわけではないが、覚える場がなかった。それにあまり認めたくはなかったが、ブリアンに頼たのめば大たい概がいのことはなんとかしてもらえる。

　逆に、何度か引き離はなされてみて実感したが、ブリアンがいないとなにもできないというのが現実だ。

「こっちだ」

　遅おくれ気味だったシャンクらに、カイクが呼びかけてくる。

「組合長とかのとこに行くのか？」

「いや。別にほっときゃいい」

　彼は肩をすくめるだけだった。どんどん奥へと進んでいく。やがて広い場所から通路へと入り、いくつも扉が続く廊ろう下かへと出た。

「ここいらが用心棒の寝ね床どこだ。俺の個室は奥から三番目」

　カイクがなにか言うたびに確かく認にんすることが増える。わざとやっているんだろうが、シャンクは苛いら立だちを押し殺して訊きいた。

「用心棒？」

「ああ。腕うでを認められた奴やつが何人か。俺もそのひとりだ。俺は兼けん業ぎようだけどな」

　彼はすたすたと通路を進んでいくと自室らしい扉を無造作に開けた。鍵もかけていなかったらしいが、中をのぞけばその理由も分かる。それほど広くない部屋には盗とられる物どころか、寝しん台だいすらない。人間が四人＋猫ねこ一匹ぴきが入るのも躊ちゆう躇ちよするような狭せまさだが、入れないこともなかった。カイクは手招きしながら中に入っていった。扉の横に立ち、全員が入室したところで扉を閉める。

「というわけで、ようこそ」

「それはもう聞いた」

「いや、繰くり返すだけの価値はあるんだよ。これから着くのは正しよう真しん正しよう銘めい、俺の雇やとい主の家だからな」

　カイクの視線がなにもない部屋の中央を彷徨さまよっている。それを追いかけて、シャンクはそこに、一匹の蝶ちようが漂ただよっているのを見つけた。つい一いつ瞬しゆん前まではなにもいなかったはずだが。

「ようこそ」

　これは蝶の声だった。

　途と端たんに、落下感が全身を襲おそった。突とつ如じよとして部屋の床ゆかが抜ぬけ、奈な落らくまで落ちていくように。ただ天てん井じようの高さは変わらず、壁かべも元のままだ。部屋ごとどこかに移動している感覚だが、落下感と思えたものは今は逆転し、上下左右どちらに向かっているのかも分からなくなっている。

　やがて次に感覚を支配したのは、落下感ならぬ停止感だった……そんなものがあればだが。そう呼ぶことが相応ふさわしいとしか思えない、身体からだが凝ぎよう固こしていく苦痛。それに耐たえるとシャンクは、どうやら本当に移動が終わったらしいと気づいた。

　カイクが扉とびらを開ける。

　真っ先に飛び出したのはどむーんと黒猫だった。続いてミーティーが疑わしげに外をのぞき、つまりは部屋に入ったのと逆順にみな出て行く。シャンクはカイクより先に外へ出た。

　そこは通路ではない。地下ですらない。夜空が広がっていた。夜のように暗かったが、空だけがオーロラに煌きらめき、明るい。

「むーん！」

　どむーんの歓かん声せいが星々を震ふるわせる。彼女が見上げているのは月だった。三日月だが、驚おどろくほど巨きよ大だいな月が空の半分ほどを占しめている。三日月の陰に星が光らないことが夜空の闇やみとして不自然と感じるほど、月が近く大きい。

　シャンクは振ふり向いた。まるであの地下から部屋だけここに飛んできたように、四角い箱がそこにある。箱はそのまま部屋の大きさだった。表面は黒くつるつるで、内部の材質とはまったく相あい容いれない。人間の作ったどんな建材とも相容れないだろう。カイクが出てきて後ろ手に扉を閉めると、閉じた扉は黒い表面に溶とけてまったく見分けがつかなくなった。やがて黒い直方体も薄うすれて消えていく。

　箱が乗っていた場所、そして今は彼ら四人と一匹がいる場所は、丘おかの上だった。鍵かぎ形をした奇き妙みような丘だ。周りはすべて断だん崖がいになっており、のぞいても底はまったく見えない。

　空にあるのは巨大な月。そしてその反対側にもうひとつ、青い月がある。白い斑まだらをあしらった、見たこともない月だ。

　頭上でちらつくオーロラのような光は、実はそれほど高い場所で輝かがやいているのではない。鍵形の丘の反対側、シャンクのいる場所を鍵の先せん端たんとするとその逆の頭のほうに大きな屋や敷しきがそびえている。白い外がい壁へき、白い屋根。そのもっとも高い屋根に小さな塔とうが建ち、その窓から次々と色合いを変化させる光線が振りまかれている。

　その光線の中に、灰のように舞まうものを認めて目を凝こらす。無数の蝶が光に合わせて飛び回っていた。先ほど部屋の中にいた蝶は……と振り返ってみるが、箱が消えたあたりにはなにもない。蝶は部屋から外に出なかったのか、それとも気づかないうちに仲間と混じったのか、それはどちらとも分からなかった。

「……なにここ」

　ミーティーがぼやくのが聞こえた。

　カイクは館やかたへと手を伸のばし、にやりと笑う。

「だから言ったろ。ここが月光館。俺の雇い主の家だ」
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「あの青い月は？」

　シャンクの問いに、カイクはいたずらでも告白するような口調で答えてくる。

「さっきまで俺たちがいた場所さ」

　驚くならチャンスはここだったのだろうが、シャンクはただ目をぱちくりさせた。そして青い月の滑なめらかな輪りん郭かくを眺ながめ、つぶやく。

「……本当に丸いんだな」

「そうだな」

「いやちょっと待てよ。あれが地面なら、ここはどこなんだ？」

　あたりをぐるりと指し示す。周囲の断崖は暗い淵ふちへと続き、その奥はなにも見えない。少なくともここは青い月……というか地上と地続きではないようだ。

「そんなことは知らねぇよ。言っとくが、端はしから落ちるともどってくる道はないぞ」

　無責任に答えを放ほう棄きするカイクをじろりと睨にらんで、シャンクは崖がけっぷちから身を引いた。こんな時いきなり飛び込んでいきそうなどむーんは、幸いなことに巨大な月に夢中になっている。地上ではない。見慣れた月だ。

「むーん！」

　繰くり返して叫さけんでいる。魔力結けつ晶しようは月から世界にこぼれ落ち、大気に触ふれて固化したものと言われているが。だとしたらどむーんは月を懐なつかしく思うのだろうか。

　もっともブリアンいわく、魔力の経路をムーンウォークと呼ぶのは比ひ喩ゆ的な意味でしかないらしいが。

「月が妙みように大きいのは……」

「ここは地面より月のほうが近いんだろうな」

　と、カイク。

　館へと歩き出しながら言ってくる。

「さて。景色を楽しむのはそのへんにしてもらって、ついてきて欲しいな」

「今の通路はなんだ」

　出し抜ぬけにブリアンの囁ささやきが、彼の足を止めた。

　様子を見るに、声をかけられて立ち止まっただけではない。カイクは振り向くこともできないまま、足を固められ震わせている。ブリアンが言葉で呪のろいをかけたのだ。

　声を押し殺し凄すご味みを利きかせて、黒くろ猫ねこは続ける。

「ぼくの知っている限り、地上から月光館に通じる道はない。魔ま法ほうだろうとなんだろうと」

　カイクの口が開きかけたが、痙けい攣れんしてまた閉じる。いや、無理やり閉じられたようにも見えた。要求した返事以外はできないよう、ブリアンが呪いを強めたのか。だとすると相当に強力な呪いだ。全力を使い切るほどの。

　次にカイクの口から漏もれたのは、ちゃんとした声だった。

「館の主あるじが……招いた場合は……別だろ」

　そこでカイクが解放された。

　その答えだけでブリアンが納なつ得とくしたのか、それとも黒猫が力を使い切ったのか。どちらもありそうだったが。どむーんの胸でブリアンはぐったり頭を下げて息を切らし、カイクは冷や汗あせを拭ぬぐいながら後を続ける。

「歩きながら話してやろうとは思ってたんだぜ。さっきも言ったが、ザネックロック裏うら鍛か冶じ屋や組合は元々魔法使いの隠かくれ家がだったんだ。発見された時は空き家だった」

　彼は体勢を変え、ブリアンを警けい戒かいして距きよ離りを開けた。

「だが実は元の家主はたまたま長いこと留守にしてただけだった。事情があって家に帰ることができなかったんだが、数年前、ついに連れん絡らくだけ取れるようになったんだ。のぞいて見てびっくり、家は乗っ取られてた」

「じゃあ、魔法使いは怒ど鳴なり込んできたんじゃないの？」

　ミーティーが気楽に言うと、カイクはかぶりを振ふる。

「いんや。魔法使いは強大だったが、そんなことはしなかった。それよりも利用したほうが良いと考えたんだ」

「ていうと？」

「魔法使いはこの月光館に囚とらわれていたんだ。館やかたから出られない。どれだけ強い力を持っていても、それを地上で使うには斥せつ候こうが必要なんだ。魔法使いは慎しん重ちように人選をした……有能で、抜け目なく、どこでも自由に入り込んで、諜ちよう報ほうができる、しかも見返りさえあれば雇やとい主を選ばない人間をだ」

「それって、どれか一個でだいたい全部兼かね備えてるわよね」

「そういやそうか。ともかくあそこに出入りする奴やつを観察して選んだのさ」

　揚あげ足を取られて素す直なおに認め、カイクは話をまとめる。得意げに。

「で選ばれたのが俺。有能で、抜け目なく、どこでも……」

「だからどれか一個でいいんだろ」

　長くなってきたためうんざりしてシャンクは遮さえぎった。

「それでその魔法使いはお前の雇い主になって、お前を使って地上を探たん索さくしたり人を呼んだりできるようになったってわけか」

　わざわざカイクに同意してもらうほどの結論でもないが。なんにしろカイクが動くより先に、ブリアンが再び鋭するどく声を放った。

「彼の名は」

　今度は呪言ではない。だが、そうでなくとも答えざるを得ないほど、猫の金色の眼めは鬼き気き迫せまっていた。

　カイクは先ほどの息苦しさを思い出したのか、襟えり元もとを緩ゆるめる仕草をした。そしてその口に上らせた名前は、

「魔女、シンシアルータだ」

「違ちがう」

　ブリアンが断言する。シャンクが見やると、猫はさらに睨にらみを強めて無言の警告を発した。内容は同じだ……〝なにも訊きくな〟

　猫を抱えるどむーんはきょとんとして、だが大人しくしている。魔法使いに従う魔力の本能が働いているのか。

（どうも今日は……ブリアンが変だよな）

　不承不承ながらシャンクは目を逸そらした。カイクが呆あきれて嘆たん息そくするのが見えた。

「んなこと言われても、俺だってそう聞かされてんだ。違うってのなら本人に言ってくれよ」

「そうさせてもらうさ」

　吐はき捨てて、ブリアンが黙だまり込む。不ふ穏おんな空気の中、そんなものは気にもせずにミーティーが訊たずねる。

「今、彼って言ってた？」

　何な故ぜだかカイクにではなくシャンクにである。変に気き疲づかれして会話も鬱うつ陶とうしいものの、無視もできずシャンクはうなずいた。

「言ってたな」

「なんで彼なの。魔女でしょ？」

「知るかよ」

　ずっと引きずり回され続けて、ついには地上が丸く見えるところにまで連れて来られ、しかも話はさっぱり分からない。いい加減嫌いや気けが差してシャンクは頭を搔かいた。

「……ずねればいい……」

「？」

　耳に入ってきた声こわ音ねは、ひとりのものではなかった。

　空の上からである。見上げると蝶ちようの群れが密度を増し、頭上を縦横に行き交っている。

　それが口々に言葉を発し、こぼしていく。ばらばらなため聞き取りづらかったが、次し第だいに共鳴したようにはっきりしていく。

「訊ねればいい」

「魔女を知りたいのなら訊ねればいい」

「訊ねれば答えるだろう。魔女ならば答えるだろう」

「誓ちかいがある……訊ねられれば答えずにいられない誓いがある」

　蝶は離り合ごうを繰くり返すが、声だけは奇き妙みようなほど調和した。声には嘲あざけりが、塗ぬり込められたようにくっきり含ふくまれ、最後にはこう言い残していった。叫きよう喚かんのごとき勢いで。

「だが訊けば死が待っている！」

「あんぎゃあああああ！」

　悲鳴をあげたのはミーティーだった。大量の蝶にたかられ、蝶に埋うもれて踠もがいている。手足がどこにあるのかも分からないほど、まるで蝶の塊かたまりだった。

　シャンクも殺気を感じて横に跳とんだ。彼のいた場所に蝶の群が雪な崩だれ落ちる。一度かわしたところで蝶の数がさらに増し、この狭せまい鍵かぎの丘おかでそう長く避さけきれそうにはない。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　ブリアンの呪じゆ文もんが響ひびいた。

　火か炎えんの渦うずが蝶にも負けない勢いで巻き上がり、白い昆こん虫ちゆうの充じゆう満まんする空間を暴れ回る。鱗りん粉ぷんと火の粉が混じり合い、弾はじけ、火炎の光と蝶の薄うす羽ばすら区別がつかなかったが、火炎が触ふれれば消えるのは蝶だった。あらかた焼き払はらったところで炎ほのおが消える。

　蝶の群れは数を減らし、空の上にもどっていた。館から放たれる光に戯たわむれている。

　わけも分からず呆ぼう然ぜんとしていると、けほっ、とカイクが咳せき込んで静せい寂じやくを破る。彼は口に紛まぎれ込んだらしい蝶を吐き出して、ついでにぼやき声を漏もらした。吐いた蝶を見下ろして、

「なーに考えてんだか。呼んどいて殺すつもりかね。俺ごと」

　ミーティーも解放されていたが、蝶の羽まみれで倒たおれている。意識は失っていないが少し目を回しているらしい。シャンクも低くかがめていた上体を上げた。

「グレイニン……」

　ほんの小さな囁ささやきだった。

　どむーんに抱えられた黒くろ猫ねこは、聞かせるつもりがなかったなら誰だれにも聞こえることはない、そんな声でしゃべることができる。だが呪のろいと術とで精せい根こん尽つき果てていたのだろう。隠かくせなかったらしい。

　それでも囁きを聞き取ったのは、どむーんを除けばシャンクだけだったようだが。

　嫌けん悪おに充みち満ちたブリアンの声に、シャンクは黙もくして剣けんの柄つかに触れた。憎にくしみだけではない。ブリアンのつぶやきには恐おそれも感じ取れる。

（どうやら古木の魔法使いに続いて、本当の魔法使いに当たったらしいな）

　そして見当がついた。あの伝言の白猫が言った懐なつかしき友とは、カイクがシャンクらを指して呼んだのではないかもしれない。




　玄げん関かんまで着くと、ひとりでに扉とびらが開いた。

　中の広間は爛らん々らんと輝かがやくシャンデリアに照らされ、眩まぶしいほどに明るい。灯ともっているのは炎ではなくただ光だった。光線に揺ゆらぎがなくかえって落ち着かない。真っ白の外観と比べて内装は濃こく落ち着いていた。

　赤い敷しき物ものは木造に合わせた色だろう。シャンクも知っている主あるじの屋や敷しきと似たような造りに思えた。使い古された杉すぎの柱も階段の手すりも、いかにも年季を積んだ色合いだが、不自然なほど疵きずも傷いたみも見当たらない。住人によほど丁てい寧ねいに使われ、念入りに補修されてきたか、あるいは魔ま法ほうのバケモノ屋敷だからか。

　考えるほどの余地もなさそうだと、シャンクは感想に付け足した。天てん井じようの照明あたりに蝶の姿が見え隠れしている。

「羽音も立てず、小さな隙すき間まにでもいつまでも飛んでいられる」

　出し抜ぬけにカイクが言ってきた。

　はっと振ふり向くと、彼はじっとこちらを見ていたらしい。見やったシャンクと目が合った。

「使われてみると蝶ってのは、わりと厄やつ介かいな得え物ものだと思わないか？」

　なにを見み透すかしているのか分からせようとしない、カイクは相変わらずの曖あい昧まいな笑えみを見せた。シャンクはただ、どうかなとだけ答えておいた。魔法使いにとっては、そういったものは虚こ仮け威おどしの類たぐいだろう。もっともその虚仮威しでさえこちらには防ぐ手段がない。

「なーんか……普ふ通つうね」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように、ミーティー。

　シャンクは絨じゆう毯たんの質でも確かめるように靴くつ先さきを踏ふみしめた。

「そりゃ、外に比べれば普通だけどな」

　靴底を通して得られる感かん触しよくは、ごく当たり前の床ゆかのようで、だがどこか幻げん覚かくじみた不安定さも感じ取れる。絨毯は毛を織った高価そうな代しろ物ものだが、ここを刃は物もので切り開いたら下にあるのはただの床か、それとも血を噴ふき出して館やかたごと暴れ出すのか。

「しゃんでれらー」

　さっそくどむーんが照明にぶら下がって、遊具のようにぐるぐる回転させている。ブリアンはどむーんの反対側にぶら下がっていた（一応、不満そうではある）。

　ミーティーは広間の家具を見回っては値ね踏ぶみしているし気楽なものだった。もっとも、こんな段階からびくびくしていても意味はなかろうが。

　特にすることも思いつかず立っていると、シャンクは自分をうかがうカイクの視線を意識した。彼もまたなにするでもなく腕うで組ぐみして壁かべにもたれている。

「ホストは？」

　訊たずねると、カイクは体勢をまったく変えないまま、指だけ立てて指し示した。

　見ると階段上の通路である。踊おどり場のある階段がぐるりと部屋の両端はしから広間へと下りている造りだが、二階から上は奥へと続く出入り口がひとつあるだけで、窓もない。一階には奥と左右、すべてが廊ろう下かにつながっている。ただ模様のない絨毯の汚よごれ具合から察するに、どの通路もあまり使われている形けい跡せきはない。

　やがて二階に人影が現れた。ただ通路から現れただけだろうが、足音も気配もなく、闇やみから溶とけ出してきたような格好である。長身瘦そう軀くの、女と見まがう美しい男だ。金色の髪かみを緩ゆるやかに背中へと伸のばし、物もの憂うげなハシバミ色の眼まな差ざしを、まずはシャンデリアにぶら下がって回転しているどむーんとブリアンに向け……なんの動どう揺ようも見せないまま広間へと向けた。

　見える場所に武器は持っていない。手すりにかけた細い指と、身体からだを覆おおうゆったりした服のたたずまいを、シャンクは観察した。寝ね間ま着きのような格好だが、無論魔法使いの身に着けているものを見かけだけで判断するのは危険だ。

「ようこそ」

　外見通りの涼すずしい声こわ音ねで、その男が呼びかけてくる。敵意も殺気も感じないが、その目には親愛も浮かんではいない。

（あの男……か？）

　答えないまま、シャンクは観察を続けた。

　男はさっと手首を振った。動作といえばそれだけだが、広間の中央にぼとりとどむーんが落下する。かなりの高さがあるものの尻しり餅もちで無事に着地し、続いて落ちてきたブリアンもキャッチしている。

　シャンデリアが消えていた。いや、変化したのか。照明器具のあった場所から大量の蝶ちようが一いつ斉せいに散り、広間の隅すみへと羽ばたいて消えていく。光だけが元のまま残っていた。

　どむーんはあまり気にせずにぽよんぽよん床で跳はね続けているが、ブリアンは男の姿を凝ぎよう視ししていた。平静を保つよう努めているが、尻尾しつぽが大きく膨ふくれている。

「失礼。だが当館の主あるじを紹しよう介かいするにあたって、客人にも落ち着いていただきたくてね」

　男はそれだけ告げて、振った手を手すりにもどした。

　彼の発言にカイクが怪け訝げんそうに顔をしかめたのを、シャンクは見み逃のがさなかった。先ほどの蝶の一件もしかり、この館に着いてからの出来事は、カイクにもいくらか予想外のことがあるらしい。

　だが考えをまとめるより先に、男の背後にある通路からもうひとり現れた。男は恭うやうやしくお辞じ儀ぎしている。

　進み出たのは女だった。男と同じく、思わず息を吞のむほどに美しい女だ。月光を思わせる淡あわい黄金色のドレスに白い肌はだ。長い髪は衣服の生き地じに溶け込み、あるいは黄金の輝かがやきそのものであるかのようだ。

　その男と女は兄きよう妹だいのように似ていた。だが男の目に現れている鋭えい利りさとは異なり、女の表情にあるのはどこか焦しよう点てんのずれた夢見の双そう眸ぼうである。女は機械的に真まっ直すぐ進み、階上で足を止めた。広間を見下ろす位置だがなにも見ていない。話すこともない。その輪りん郭かくにある完かん璧ぺきな造形を、口を開く程度の動きですら狂くるわせたくないかのように。

「この御お方かたこそ月光館を司つかさどる唯ゆい一いつの魔ま女じよ……」

　男は礼をしたまま、彼女の名を告げた。

「偉い大だいなるムーンウォーカー、魔力と地上の繫つなぎ手、すべての魔法の担にない手、時と変身の王、シンシアルータ様でございます」

　シャー！

　思わず見とれていたシャンクは、奇き怪かいな物音に我に返った。音の主はブリアンである。すっかり自制を失い、総毛立って男と女を睨にらみつけている。これほど怒いかり狂ったブリアンというのもそうそう見られるものではない。どむーんですら驚おどろいて目を見開いている。

　が、男はまったく相手にした様子もなく、顔を上げてその女……魔女シンシアルータの手を取った。彼女の手首をそっと口で撫なで、カイクのほうを見やる。

「すまなかったね、カイク。わたしはシンシアルータ様の代理人なのだ」

「構わないさ。俺は別に、あんたがあんただから従ったってわけじゃないしな」

　カイクは笑ってみせたが、その横顔には不服が滲にじんでいる。いや、警けい戒かいか。カイクの思っていることはシャンクにも分かった。予期せず隠かくし事を明かされる場合というのは、おおむねふたつしかない。信しん頼らいを勝ち得た時か、用済みになった時だ。

　男もそれを見て取って笑い声をあげた。意思もなにも感じさせない、形だけの笑えみ。

「そう困った顔をしないでくれ。すべては来たる日に備えて、君の働きは本当に十分のものだった。成就の時は間近だが、まだまだ君には協力してもらうつもりだよ。ここに集つどっていただいた、新たな友人たちと同様に」

　彼は女の手をはなし、軽く前まえ髪がみを振ふった。

「わたしはグレイニンというつまらぬ一いつ介かいのシーカーに過ぎないが、シンシアルータ様にすべてを捧ささげ、仕えさせていただいている」

「協力だと？」

　シャンクが声を発すると、グレイニンは唇くちびるを酷こく薄はくに吊つり上げた。

「用もないのに呼んだとでも思っていたかね？　シャンク・アーバロン。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞく。そしてシアシスターナ・ミアキスに剣を捧げし者」

　ぎょっとして身じろぎする間にも、魔法使いは話を続ける。

「なかなかの達人だ。今、殺気を増したね。だがその剣をどれだけ研とぎ澄すまそうと斬きれないものがあると、そろそろ気づいている頃ころではないかな」

　驚きは隠せず、シャンクは全員の顔を見回した。どむーんはなにも変わらないものの、その頭の上にいるブリアンは逆上をやや収め、疑わしげにこちらを見ている。カイクはそれと分かるようにではないが、やはりちらとは視線を返してきていた。はっきりとした反応を示したのはミーティーである。
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「こいつがぁ？」

　あからさまに信じず、近寄ってきてじろじろ眺ながめてから、

「そりゃまあなにかひとつくらい取り柄えあるんだろうけど、死にそうになっても剣を抜ぬいたことない奴やつが剣の達人っていうのはねぇ」

　グレイニンが笑う。彼女がそれを言うのは分かっていたと言わんばかりに。

「そうだな。信じずにいれば、彼に斬られずに済むかもしれないぞ」

「…………」

　シャンクはマントの下で剣にかけていた手をはなした。

（早まるな……）

　自分に言い聞かせる。まだだ。なにをするのでも、状じよう況きようを見定めてから。今はただグレイニンを睨みやる。

　じっと見ていても気づかなかったが、魔法使いの指先にいつの間にか蝶ちようが一匹ぴきとまっている。彼の吐と息いきが蝶を押しやり、飛び立たせた。ひらひらと舞まう蝶の羽を指先でなぞるような仕草で、彼は続けた。

「生死の狭はざ間まにある刹せつ那な死界の花畑。その花弁には生きとし生けるものすべての生しよう涯がいが記されているという。死界の蝶は花から秘密を読み取り、わたしに伝えてくれる」

　と、ミーティーへと指先を向ける。

「カーニバルのミーティー。秘儀盗賊だな。まあ……それ以上でもそれ以下でもないか。秘密というほどの秘密もない。明日に訪おとずれる逃のがれられない死のさだめの他ほかは」

「死ぬのっ!?」

　悲鳴をあげるミーティーに、グレイニンは微笑ほほえみかける。

「ええ。残念ながら。だがわたしにはその運命を変える力がある」

　聞いているのかいないのか、ミーティーは頭を抱かかえてその場にふらふら座り込む。二日後というと、ちょうどゴダード・ハルクマンが来るという上納日だが。

「そして……」

　とグレイニンが、ブリアンへと話しかけようとした、その時だった。

　黒くろ猫ねこが即そく座ざに言い放つ。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　外で蝶を焼き払はらったのと同じ火か炎えんが渦うず巻まき、光線の素早さでグレイニンを撃うち抜く。爆ばく発はつが魔法使いのシルエットを押し込んで炸さく裂れつした。が。

「そんな呪じゆ文もんはわたしには通じない。知れたことじゃないか？」

　グレイニンの囁ささやきは、すぐ近くから聞こえた。

　向き直ると、ブリアンとどむーんのすぐ背後にグレイニンが立っている。身体からだの周りに何十匹もの蝶を漂ただよわせ、まるで蝶で出来た門から出てきたところのようにも見えた。

　シャンクもまた即座に行動に移っていた。意識したというより反射的に、そうするしかないと身体が動き出している。構えにも踏ふみ込みにも音は立てない。座り込んだままのミーティーを跳とび越こえ背後に回り、彼女が振り向くより先に剣を鞘さやから抜き放つ！

　こちらに意識が向いていないグレイニンにはかわしようもない。そう確信しての殺法だった。敵の隙すきがどれほど短い時間だったとしても、それより素す早ばやく剣を振り抜き急所を狙ねらうのが交差必殺の奥おう義ぎだ。

　グレイニンが現れたのはブリアン、どむーん、ミーティー、カイク全員にとっての死角である。シャンクもまた同じ死角へと飛び込んだ。ここで一いつ瞬しゆんに済ませれば神流の技わざを誰だれにも見られず終わらせられる。

　だが。

　背後に危険を覚えた。シャンクがとっさに身を沈しずめると銃じゆう声せいが聞こえてくる。カイクだ。彼はまだ階上を見上げたままだったが、見もせずに銃を抜いて撃ってきていた。拳けん銃じゆうの上に蝶がとまっている。先ほど飛ばした蝶だろうか。グレイニンがカイクを操あやつったらしい。

　体勢を崩くずしたシャンクの抜き撃ちは、グレイニンの首にとどかず虚むなしく宙を斬きった。すぐに剣を鞘に収める。誰もシャンクが抜いたことすら分からなかったろう……グレイニンの他は。魔ま法ほう使つかいの嘲ちよう笑しようの眼まな差ざしを、絨じゆう毯たんに片手を突ついて見上げ、シャンクは奥歯を嚙かみ締しめた。階段の上では既すでに炎が消え、魔女シンシアルータはこんな騒さわぎにもぴくりとも動じずにいる。

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う！」

　ブリアンの呪文が再び轟とどろいた。

　あくまでグレイニンと戦うつもりか……いや、黒猫は彼を見てもいない。ブリアンが金色の目を向けるのは階上だった。それでシャンクは猫の狙いが最初からグレイニンにはなかったことを悟さとった。一いち撃げき目は彼をその場から動かして、本命は二撃目。

　グレイニンも同じことを理解したのだろう。余よ裕ゆうたっぷりでいた端たん整せいな顔に、初めて苦味が走って見えた。

　黒猫の呪文に応えて虚こ空くうから矢が出現する。緑色の液体が矢の形に固まったような、そんな矢である。黒い炎を発する緑の液を滴したたらせ、矢は真まっ直すぐにシンシアルータへと飛んでいった。それを防ごうとしてか行く手に蝶が出現するが、毒液は蝶を寄せ付けず魔女に突き刺ささる。

　矢が刺さったのは眉み間けんの位置だった。それでさえ魔女は反応なく、頭部を貫つらぬかれる威い力りよくにわずかに震ふるえたのみである。グレイニンが舌打ちするのが聞こえた。そしていまだ壁と手すりを焦こがしている火炎の位置に瞬間移動する。

　彼は迷いもせず、シンシアルータの眉間の矢を摑つかんだ。肉が焼けるような音がしてたちまちグレイニンの細い指が溶とけていく。

「ちぃ」

　また大きく毒づいて彼は手をはなした。蝶が舞い、無む惨ざんにねじくれた彼の傷きず痕あとへと集まると、たちまちに火傷やけど痕へと潜もぐり込んでいく。蝶がすべてグレイニンの体内に入ると、傷は跡あと形かたもなくなっていた。

　それでも痛みは続いているのか、苦々しい表情をブリアンに見せ、告げる。

「まだこれほどの呪のろいを使えるのはさすがというべきかな。だが……」

　彼は一歩引くと、無事に治った手を振ふった。翻ひるがえすとその手に握にぎられていたのは身の丈たけほどもある長ちよう剣けんである。

　長さに不ふ釣つり合いなほど細身の剣を、グレイニンは淀よどみもなく振り上げた。そして横よこ薙なぎに払い、シンシアルータの首を切り落とす。

　喉のど元もとの位置で一刀両断された魔女の首は手すりに当たり、階下へと転がり落ちた。ついでに斬られた長い髪かみがその後を追って降っていく。絨毯に当たった途と端たん、魔女の頭部は柔やわらかい果くだ物もののように潰つぶれ、毒液に溶けて不定形の黒ずみへと変じていった。

　そして、

「無む駄だなことだ。我が女王シンシアルータは傷つかない」

　グレイニンの声に見上げると、魔女シンシアルータはなにごともなかったように無傷でそこにいた。当然首もある。血の一滴もこぼすことなく、なんの関心も感じさせないまま立っていた。麗うるわしい双眸になんの像も映さずに。

　シャンクは魔女を見、彼女の首が落ちた絨毯の焦げ跡を見、そしてブリアンを見やった。黒くろ猫ねこは疲ひ労ろう困こん憊ぱいしても怒いかりを糧かてに魔女と魔法使いを睨にらんでいる。

「つまらん戯ざれ事だったが、身の程を知る良い機会だったかな？　君たちがなにをしようとわたしには敵わない」

　魔法使いは仰ぎよう々ぎようしく一礼した。

「本題は、君たちが落ち着いてからにしようか。まずはくつろぎたまえ。客間へは、カイクが案内して差し上げなさい」

　彼が言うだけ言うと、魔女がくるりと背中を向けた。最後まで言葉ひとつなく奥へと去っていく。グレイニンもその後について姿を消した。

「さぁて」

　拳銃から蝶を追い払い、カイクが声をあげる。不快げに見えるのは勝手に操られたのが気に入らなかったのだろう。

「吞のん気きにくつろげとさ。念のため言っとくが、勝手に二階に上がろうなんて考えないほうがいいぞ」

　ということは彼も試ためしたことがあるのだろう。シャンクは当面の案からその選せん択たく肢しを削さく除じよして、改めてブリアンを見やった。黒猫は姿勢こそ変えていなかったが、逆立っていた全身の毛は今では元にもどっている。憤ふん悶もんをいったん通り越こして、落ち着いて疑問を嚙み締めている、そんな目だ。

　訊ききたいことは山ほどあったが、訊けないまま。シャンクは一息ついて肩かたから力を抜ぬいた。

　ふたつ、確実なことがある。

　まずは縮退の王とやらについて知る必要がある。

　そしてグレイニンに秘密を看破された以上、なんとしても殺さなければならない。
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「なあんであたしが死ぬのよー！」

　客室に入るまでは茫ぼう然ぜん自失だったミーティーが突とつ如じよ騒さわぎ出しても、いちいち驚おどろく気にもなれない。彼女が奥のキャビネットに突とつ進しんし、中にあった酒さか瓶びんを摑み取っても別に止めずに、シャンクはただ眺ながめていた。

「おかしくない変じゃない!?　だってあたしまだ億万長者に今ひとつ達してないっていうかポケットマネーで爵しやく位い買ったりもしてないじゃない！　いい歳とししてスリット入った服なんか着て楽器ケース抱かかえた黒服用心棒に囲まれて親しん戚せきに黒くろ薔ば薇ら配達したり馬の首プレゼントしたりもしてないじゃない！　あたしの人生設計どーなっちゃうわけ!?」

　ひとりでぎゃーぎゃー騒ぎつつ、酒瓶の蓋ふたを親指で開け瓶から呷あおる。いや、酒瓶といっても単にいかにもそれっぽい琥こ珀はく色の液体が入っていたからそう思えただけで、実際にはなにが入っているのか知れたものではない。それでもやっぱりシャンクは止めもしなかったが。

　ミーティーが瓶から口を離はなし、音を立てて息いき継つぎする仕草からすると、一応は酒っぽい液体ではあったようである。ぷはぁと深呼吸し、さらにまくし立てる。ひとりで。

「だいたい明日ってなに！　早すぎ！　猶ゆう予よなさすぎ！　宿題多すぎ！　時代は過ぎていくけどぼくらの友情は変わらなさすぎ！　どゆこと!?」

　叫さけんだあげくに、彼女はぴたりと動きを止めた。

　そのまま、ぐるりと目を回して床ゆかに倒たおれる。酒瓶を放ほうり出して高いびきをかき始めたミーティーを眺め、呆あきれ果てたのか感服したのかどちらともいえない様子でカイクがうめいた。

「魔ま法ほう使つかいの住すみ処かに置いてあるようなもの、よく飲むよなー」

　彼は投げられた瓶を受け取り、テーブルに置いた。

　とはいえ応接室はその〝魔法使いの住処〟というほど怪あやしいところもない。硬かたくも柔らかくもない革かわのソファーに低いテーブル、奥の壁かべには風景画、同じ壁かべ際ぎわに葉っぱの大きい観葉植物と、当たり前のものが当たり前にそろっているだけの部屋だった。ミーティーが開けたキャビネットには大小様々の飲み物が並べられ、グラスも道具も置いてある。あまり使われた形けい跡せきもないが、こんな館やかたにそうそう客人があるとも思えず、ならば不思議なことでもあるまい。

「残り少ない余生、わざわざ酔よいつぶれて無駄にすることもないだろうに」

　つぶやくカイクに、シャンクは問いかけた。

「あいつ本当に人の運命なんてものを読めるのか？」

　ソファーに近寄るが座る気にはなれない。座るには剣けん帯たいを外さなければならないのだから。

　カイクもまた座っていない。壁に背中をもたれて答えてきた。

「さあな。できたとしても不思議はないし、ただの噓うそだったとしてもおかしくない。魔法使いってのはそういうもんだろ」

　と、にやけた笑えみを引っ込めて目を細める。

「俺はそれより、お前の秘密とやらが気になるね。前にやり合った時、なんか奥の手を持ってるんだろうとは睨にらんでた」

「…………」

　相手と見合ったまま、シャンクは黙だまり込んだ。無視したというより答えに詰つまったのだが。

　カイクはさらに言い募つのる。

「シアシスターナ・ミアキスがどうとか言ってたか。剣けん客かくを仕えさせるってことはどこかの貴人か？　ここまで分かってれば、調べるのが手間なだけで行き着くのは簡単だ。隠かくす意味ないだろ」

「…………」

　なおも言い渋しぶるシャンクに、カイクはお手上げのポーズを見せた。

「まあいいさ。そのうち嫌いやでも分かるだろ。そんな空気だ」

（だろうな）

　胸の内で同意する。グレイニンを斬きるなら、恐おそらくこのカイクとも敵対することになるだろう。あまり分の良い勝負とも言えないが。やらねばならないのなら、躊ちゆう躇ちよや加減をして勝てる相手ではない。

　それでも今は言葉を避さけて、部屋の入り口を見やった。遅れて入ってきたどむーんが、猫ねこを抱えたままソファーに飛び乗る。

「しってぃぃぃんひあ！」

　頭から回転して激げき突とつしたのに、着地した時にはちょこんとソファーに座っている。

　その隙に逃にげ出そうとしたブリアンと、テーブルの瓶とを、どむーんは素す早ばやく両手でそれぞれ摑つかまえた。

「あんどどりんきん！」

　瓶を逆さにして、一息で飲み干す。

　どむーんが瓶を放り投げる時には、彼女は真っ赤になっていた。顔色ではない。全身、塗ぬられたようにムラなく赤色に染まっている。

　機き嫌げん良くどむーんが笑う。

「赤かったです」

「えーと？」

　悩なやむ。どむーんの発言はどうも日を追うごとに難しくなっているような気がしてならなかったのだが。だいぶ長いこと考え込んでから、シャンクはなんとか奇き跡せき的に理解した。
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「……ああ、味、赤かったんだ」

「そのそーり」

　猫を抱えたどむーんの色が薄うすくなり、元にもどる。その分、口の付け髭ひげが真しん紅くに染まっていく。と、ミーティーと同じく目をぱちくりさせる。とろんとまぶたを半分下ろして、ソファーに倒れ込んでからまた跳はね起きた。

「赤っ！」

　真っ赤な付け髭の下から、先ほどまでとまったく違ちがう声が出てくる。どむーんは喉のどからなにかを追い払はらおうとするようにばたばた手を振ふると、

「赤いっ！　赤い！　こりゃ赤すぎるじゃろまったく。チェイサーはどこじゃらほい。できれば黄色の！　黄色の！」

「いや、黄色のは……ないかな」

　一応見回してから告げる。赤を黄色で薄めたら何色になるんだろうと思いつつ。

　どむーんの付け髭は、昔生身だった魔ま法ほう使つかいの魂たましいだか人格だかが込こめられた道具らしい。魔法使いの名はベロというが、彼は身に着けた者を乗っ取る道具としてこの付け髭を造り出した。何な故ぜかどむーんがひどく気に入り、常用しているため、一日一回、そう長くない時間はベロの人格と入れ替かわる。前まえ触ぶれもなく始まり前触れもなく終わるのだが、どむーんの妙みような喋しやべりと同様、普ふ通つうに慣れつつあった。

　付け髭ベロは髭を撫なでつけ、真っ赤に染まった付け髭を情けない面おも持もちで見下ろしている。そしてぺろりと唇くちびるを舐なめて、

「うーむ。こりゃ赤い眠ねむり酒じゃな」

「赤いのはすごく余分じゃないか？」

「まあ我が輩はいもそう思うが、仕方なかろう。ともかく魔力結けつ晶しようが眠っちまいおったから我が輩と入れ替わってしもうたようだのう。この子が起きるまで、しばらく我が輩のままかもしれん。しかも」

　深刻に黙りこくる。

「しかも？」

「この髭、ずっと赤いままだったらどうしよう……」

「いや、ほとほと知らんけど。どのくらい眠るんだ？」

　さすがにミーティーのほうも気になって、シャンクはソファーの後ろを回り、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくをのぞき込んだ。彼女はぐっすり眠っている。爪つま先さきで突ついても起きなかった。まあ、赤くはなっていないが。

　ベロはどむーんの投げた酒瓶を見つけると、ひっくり返したり下からのぞいたりしばらく思案顔を続けていた。

「そうじゃのう。小一時間ってとこか。それほど強い呪いでもないのう」

　赤い髭をもごもごさせ、ベロが結論づける。

　カイクはどむーんの変化を見て、なんだろうとは思ったようだったが、なにも言ってこなかった。魔法についてとりあえず気にしないというのは、実際的な対処法ではある。

「眠り薬ね。なんと応接室には相応ふさわしい飲み物だ」

　そう言って澄すましている。

　ベロも見慣れない秘儀盗賊についてはさほど気にした様子もなく、室内を見回し始めた。なんの変へん哲てつもない客間を観察してから首を傾かしげ、

「ここはどこじゃいな？　ロッペンモーイ？　グーグー・ルグゥールであろうか」

　彼がなんのことを言っているのか思い出すのに時間がかかったが。

「月光館」

　シャンクは答えそのままを述べた。が、ベロはますます首の傾けい度どを強める。

「それはどこじゃいな？」

「魔女シンシアルータの月光館さ」

　これを告げたのはカイクである。ベロは傾かたむくのをそこで止めた。

　この部屋に入ってからずっと、どむーんは黒猫を抱えていた。というよりしっかり摑つかんでいた。人格が入れ替わってからベロはそれに気づいていなかったらしい。恐おそる恐る視線を下げ、不ふ機き嫌げん顔のブリアンを見つける。

　轢ひかれた小動物のような悲鳴をあげて、ベロはブリアンを放ほうり投げた。猫はソファーに着地する。

　さらにベロがさらになにかを叫さけぼうとするのを、ブリアンが睨にらみつけて黙だまらせた。シャンクにはそう見えた。

　なんにしろ吐はき出しかけた言葉は吞のみ込み、ベロはふらふらの吐と息いきをして壁かべまで後あと退ずさりしていった。猫から離はなれる方向に。

　それを見とどけて、ブリアンはぷいと背中を向ける。

　ほうっておけばそのまま部屋を出て行ってしまいそうだったベロを、シャンクは呼び止めた。ブリアンがこの調子のため、ここでベロが出てきてくれたのは正直有り難がたい。

「月光館について、なにか知らないのか？」

　ベロは一応足を止めたが、どむーんの顔で途と方ほうに暮れた。

「月光館か。我が輩は知らんのう」

「なんにも知らないのか？」

「魔女のことは詳くわしくないのじゃよ。ぶっちゃけ、探さぐるだけで命が危あやうい。魔女は無む慈じ悲ひで容よう赦しやを知らん」

　いつもの蘊うん蓄ちくにもどって多少元気も出てきたようだが、やはりいまいち自信がないのか視線が泳いでいる。

「まず、魔女というのは女の魔法使いという意味ではない。始原より魔法に寄り添そう、特とく殊しゆな使命を帯びた種族……なんだか役職なんだか。不明じゃがそんなことが推測されておった」

「使命？」

　魔法使いに使命とは、不似合いな取り合わせである。

　シーカーはその力を自分のためにしか使わない。魔法とは魔力を望みの結果に変えることだという。つまり必ず魔力を使う。魔力を手に入れる手段や、それをどう使うかは魔法使いによって千差万別だが、手に入れられる魔力が有限なのは誰だれも変わらない。小さな力を集めるのは簡単でも巨きよ大だいな力を請こうのはそれなりの代だい償しようを要し、そしてどれだけ犠ぎ牲せいを払はらって集めたものであっても魔力は使われれば必ず消費される。

　つまるところ、貴重な魔力を他人のために使ってやるような魔法使いはいないということだ。これらはすべてブリアンの受け売りだが。

　付け髭ひげベロは再度、かぶりを振った。

「使命については伝承にそう伝える者もおったというだけで我が輩はいも知らん。魔女は最古のシーカーにしてムーンウォークの住人。真性の魔法使いとは、元来は魔女を指す呼び名じゃ。それが後に、魔女に近い力を持つ者まで含ふくめるようになった」

　彼の言葉を吟ぎん味みして、シャンクは記き憶おくの引っかかりを口にした。

「月光館……どこかでしつこく聞かされたことある気がするんだけどな？」

「本当、どこだろうね」

　何な故ぜか半眼で冷たく、ブリアンがうめいている。

「どうせ興味なかったから覚えてられなかったんだろうよ」

　なにを言い出すかと思えばそんな嫌いや味みである。

　ベロが先を続けた。

「我が輩が生きておった頃ころ、魔ま女じよとしてはエレヴォワナの名が知られておった。魔女の力を探ろうとしたシーカーの研究団がおって記念すべき第一回集会で団長が『えー、本日は』と言った瞬しゆん間かんに全ぜん滅めつしたんじゃが、その呪いをかけたのが彼女と言われておる。みんな不思議がった。わざわざそんなことせんでも、どうせ遠からず内輪もめして死に絶えるに決まっとるのにと。まあでも、殺したほうが魔女っぽいからそうしたんではないかと思う」

　彼は落ち着かず、赤い髭を両側からぴんと引っ張った。先ほどからなんでしきりに髭をいじっているのかとシャンクは疑問だったのだが、なんとなく気づいた。擦こすれば赤い色が落ちないか試ためしていたらしい。

　それはともかく。

「魔女は時代時代にひとりとされており、なんらかの形で継けい承しようされるらしいの。なにか不動産を相続するんでなかったかいのう……ああ、それが月光館ということかの」

　と、少し合が点てんがいったのかしかめ面つらが和やわらぐ。

「魔女は魔法の根源とともにあると伝えられ、魔法を世界に知らしめたのも魔女だとか。永遠の賢けん者じやガンバンワロウンも、元は魔女に師事したという伝説もある。といっても眉まゆ唾つばだがの。魔女はそういったことはせんはずなのだ」

「随ずい分ぶん大きな話なんだな」

　昨日まではろくな情報もなく彷徨さまよっていたところに、いきなり一人目のイモータルの名前まで出てくると、ベロに言われるまでもなく信じにくくなってくる。これでは不死秘法までもう指先がかかっているような話ではないか。

　念のため、シャンクは確かく認にんした。

「グレイニンって魔法使いの名前に聞き覚えはあるか？　魔女の代理人と名乗って、ここを取り仕切ってるみたいだった」

「覚えはないのう。じゃが、ふたつほど分かる」

　ベロはどむーんの目を天てん井じようの隅すみへと向けた。促うながされるまで分からなかったが、そこに例の蝶ちようが一匹ぴき、羽を休めてじっとしている。

「死界の蝶じゃな。死の領域に長たけた輩やからには気を許さんほうがいい。大たい抵ていは正気がない。じゃがそれならまだマシで、冥めい界かいの権力者と渡わたり合って正気を保っとるのならもっとまずい。冥界の住人と同じくらい危険ってことであるからして。で、もひとつ。魔女の代理人じゃと？」

　顔を背そむけ、疑念たっぷりに舌を出す。噓うそつきのジェスチャーなのだろうが古くさい。

「さっきも言ったが魔女はそんなことせんのだ。何者も寄せ付けん。仲間など必要ともせんしな。魔女は魔法にすべてを捧ささげ、その代償に魔女の立場を得る。誓ちかいを破れば……ええと、まあどうなるかは知らん。とにかく破は滅めつじゃ」

　ベロは急にそそくさと話を打ち切った。背中を丸めたブリアンをちらちらうかがっている。

　黒くろ猫ねこはのそりと身を起こすと、呪じゆ文もんを唱えた。天井近くに留とどまっていた蝶を、壁かべから這はい出した触しよく手しゆ状の影が覆おおい、握にぎりつぶす。影がまた壁に滲にじんで消えると蝶もいなくなっていたが、そんなことをしたところでまた別の蝶がどこかに出てくるだけだというのは、ブリアンにも分かっていただろう。

「あれはシンシアルータじゃない」

　出し抜ぬけに言葉を発する。シャンクはベロと顔を見合わせたが、付け髭は慌あわてて視線を逃のがした。カイクは大人しく聞き入っている。

「グレイニンは噓つきだ。奴やつの言うことはひとつも信じちゃいけない。仮に本当のことを言っている時ですら信じちゃいけない。噓の下した敷じきにするためにしか真実を言えない奴だ」

「…………」

　なおも黙だまっていたが、ブリアンの話はそこで終わりだったらしい。

　珍めずらしく、というより初めて目にするが、そのまま毛け繕づくろいを始める。ブリアンは猫の姿をしているが猫ではない。こうして猫の生態を真ま似ねするのもひどく嫌きらっていた。平静なようで、よほど動どう揺ようしているのかもしれない。

　見ているほうこそ落ち着かず、シャンクはうめいて猫の前に回り込んだ。猫の頭の上まで顔を下げ、口早に告げる。

「絶対に逆らうなとか言っといて、自分は食ってかかってたじゃないか」

　ブリアンは毛繕いの真似をやめたが、なにも答えてこなかった。金色の目を細めて前まえ脚あしの先を見ている。

　やや気勢を落としてシャンクは続けた。

「知ってる相手なんだろ？　あいつ」

「絶対にぼくに質問をしないって約束するのなら、話す」

　観念した猫に、うなずく。

「分かった」

「グレイニンは強力な奴だったけど、縮退の王の底なしの欲求に応こたえられるような力量まではなかった。百年前はね」

　百年前などとさらりと言ったが、考えてみればシャンクはこの猫がどれくらいの歳としなのかあまり考えたこともなかった。暗黒時代と呼ばれた頃ころの話をしたこともあるので、かなり昔から生きているのだろうとは思っていたが。

　話を続け、ブリアンは尻尾しつぽをうねらせた。

「だからぼくは、てっきりあいつが昔より力をつけて月光館を支配した上で魔女を名乗ってるのかと思った。だとしたら手も足も出なかったろう。そうじゃないと分かって、奴が今どれくらいの力を持っているのか、なんの力を拠より所にしているのか、それを確かめたかった」

「それで、結論は？」

　他ほかに訊きく者もいなかったためシャンクが促すと、ブリアンは天井の、先ほど蝶がいたあたりを見上げてみせた。疑うような眼まな差ざしだ。

「あいつの力はなんにも変わってない。殺そうと思えば殺せる」

「じゃあなんで殺さなかった」

　カイクが口を挟はさんだ。ブリアンは見もせずに返事する。

「……容易たやすく殺せるってわけじゃない。それに、あの魔女のことがあるから手出しをやめた。意味が分からなさすぎる。あと分かってないようだから言っておく。ぼくがするなと言ったことはするな。絶対に質問するなと言ったろう」

　黒猫の手厳しい声に、カイクがかぶりを振ふった。

「俺は約束してないぜ」

「ならこう考えるといい。ぼくは別に、お前を殺さないでおいてやる約束もしていない」

　ブリアンは本気で言ったのだろう。カイクもシーカーの言葉をただの脅おどしと受け取るような間ま抜ぬけではあるまい。それでも彼は鼻で笑った。

「やってもいねぇのにやればできるなんて話、相手にできないね」

　彼の言葉には、場合によってはグレイニンに敵対するという含ふくみがある。シャンクはもちろん察していたが、あえて乗らずにおいた。

　それよりも、はたと思い出す。

「あれ？　ちょっと待てよ。月光館。月光館の……ミンシストルだ。シンシアなんとかじゃないだろ。ミンシストルだ」

　ようやく記き憶おくがつながって、シャンクは手を打った。十二人目のイモータルの名前だ。ミンシストルで覚えていたため思い出せなかったのだ。

「そういえばお前、母親がイモータルになったとか言ってたよな？」

「全然信じてなかったんだろう」

　黒い背中をこちらに向けて（といって黒くない場所もない黒猫だが）、ブリアンがふてくされた声をあげる。

「いや最近までイモータルの名前もよく知らなかったしな、俺」

　シャンクは思わず手を出しかけたが、黒猫の身体からだを摑つかむ前にやめておいた。ブリアンは勝手に人の肩かたに飛び乗ったりするくせに触ふれられるのをひどく嫌いやがる。どむーんに関してはもうかなり諦あきらめたようだが。

　きめ細かい黒毛皮の手前で手を止めた体勢のまま、思い出したことを口にする。

「確かそれがミンシストルじゃなかったか。お前なんか態度が変だと思ってたけど、この月光館のことも知ってるんだろ」

「もう一度言うぞ。ぼくに二度となんの質問もするな！」

　ブリアンは急に振り向くと、シャンクの手を前脚で引っ搔かいた。平行に二本、皮ひ膚ふを抉えぐった爪つめ痕あとに血が滲にじむ。大した傷ではないが。

「なに怒ってるんだ」

　手の甲こうのひっかき傷を抱かかえて、シャンクはぼやいた。

　部屋にもうひとり、誰かが増えていると気づいたのはその時だった。

　実際には、そいつが入ってきた瞬しゆん間かんに感づいたということになるだろう。ほんの一呼吸前までグレイニンはいなかったはずだ。だがシーカーの落ち着きぶりは、誰よりも先にこの部屋でくつろいでいたかのようだった。一番奥のソファーに悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけ、誰に断るでもなくつぶやきを発する。

「答えてやれば良いではないか？」

　切れ長の目が黒くろ猫ねこに注がれている。グレイニンは指先から蝶ちようを飛ばしつつ、続けた。

「どうせ元にはもどれぬ身だ」

「お前はっ……！」

　ブリアンの怒りとすれ違ちがうようにして蝶はテーブルに飛んでいった。忽こつ然ぜんと消えるとそこには人数分の飲み物が出現する。ありふれたティーカップ。香かおりからすると紅茶だろう。

「飲むなよ」

　言われるまでもないことをブリアンが警告する。グレイニンはふっと笑ってから自分のカップを手に取った。そして囁ささやく。

「君は何者だ？」

　黒猫が息を吞のむ音が耳に入った。シャンクはブリアンが激げき怒どすると予想していた……今までそうしていたように。だが金色の目にありありと現れたのは怒りではない。怯おびえだった。かわしようもなく己の肋あばら骨ぼねの隙すき間まへと切っ先が入り込むのを見つめる者の顔。

　ブリアンが震ふるえながら口を開こうとした時、さらに、

「……と、この哀あわれな獣けものに訊たずねてみればいい。真実を知りたければね」

　グレイニンはそう続けてカップに口をつけた。

　飲んだのか飲まなかったのか分からない程度の時間をおいてテーブルにカップをもどし、彼は室内を見回した。寝ねたままのミーティーを見つけて口元を手で隠かくす。苦笑したのだろう。

「なんとも、この月光館にこうも多くの客人が招かれるのは初めてのことではないかな。まあわたしがここに来る以前のことは知らないが……わたしは長いこと、シンシアルータ様とふたりでここに暮らしていた。本当に長く」

　彼の沈ちん黙もくもまた多少長引いた。

「わたしについては、カイクから少し聞かされたようだね。わたしはシンシアルータ様にこの館やかたへ招かれ、帰り道を失ってしまった」

「何な故ぜだ？」

　場合によっては危険かもしれなかったが、シャンクは口を挟んだ。いつでも斬きりかかれるよう軽く剣けんに触れている。

　仮に不快を覚えていたとしてもグレイニンはそれを表に出さなかった。答えてくる。

「館の主あるじたるシンシアルータ様が、事情で姿をお隠しになられてね」

「ならさっきの女は？」

「女ではない。シンシアルータ様だ。君にとっては縁えんなきシーカーでも、わたしには主たる御お方かた。君の師は礼節を教えなかったのかな？」

　彼の言葉に、今度はシャンクが呼吸を吞み込んだ。もっともな話ではあるが、魔ま法ほう使つかいに言われるとは。

　グレイニンは議論せずに話を進めた。

「さっきは長く暮らしたと言ったが、実のところそのほとんどはわたしひとりだった。わたしがこの館を出るには行方知れずのシンシアルータ様を見つけなければならなかったが、館から出ないことには捜さがしようもない。ちょっとしたジレンマだ。わたしは根気よくここから蝶を飛ばし続けて……地上に着くまでは途と方ほうもない時間がかかった。蝶の速度では仕方ないがね」

　と、笑って手を振ってみせる。

「そしてようやく、地上に移動する通路を開くことができた。カイクという素す晴ばらしい……良友と出会ったのは幸運だった」

　口ごもった際、手下とでも言いかけたのではないかとシャンクは思った。カイクも同じことを考えたのだろう。たまたま目が合って、カイクが肩をすくめてみせる。

　ブリアンはさっきからまったく動かずにいる。呆ぼう然ぜんとしているようだ。それが気にかからなかったわけではないが、シャンクはまずはグレイニンの話に集中することにした。

「なら、さっさとここから出て行けばいいんだろう。話の辻つじ褄つまが合わないんじゃないか」

「そう言うな。いつでも出て行けるのなら、急いで出て行く必要などないだろう。これもジレンマの一種と言えるかな？」

　話の分からない子供を諭さとすように、グレイニンは鷹おう揚ような笑えみを浮うかべる。

「ことに、シンシアルータ様が御ご帰き還かんになったとあってはね。事情は一変した。シンシアルータ様は我が家にもどってこられて、自分がいかに残ざん酷こくなことをしたか、わたしに謝ってくださった。魔ま女じよの尺度では百年かそこら、わたしをここに置き去りにしてもたいしたことではないと思っていたのだろう。シンシアルータ様はわたしに謝罪してくださった……」

　彼はゆっくりと繰くり返した。薄うすい唇くちびるの端はしに、舌なめずりするような動きが見て取れる。

「そして、補ほ償しようを約束してくださったというわけだよ。わたしを代理人として、力を分かち合おうとね。以後わたしはシンシアルータ様の命を受け、カイクに地上を探たん索さくさせた。必要なものを得るためにね。材料はおおむね揃そろった。君たちもそのひとつだ」

「俺たちを呼んだ理由はなんなんだ」

〝グレイニンは噓うそつきだ〟

　黒くろ猫ねこの言葉が頭の中で警けい鐘しようを打ち鳴らしている。今のところこのシーカーの話にさほどの矛む盾じゆんは感じないが。

　魔法使いは手に持っていたカップをテーブルに投げた。落ちて倒たおれるかと思えたカップは中身を一滴もこぼさず、音すら立てずテーブルにもどる。グレイニンは細く長い指を握にぎり締しめ、額につけた。その腕うでの下で端たん整せいな顔に薄うす笑わらいがのぞいている。

「魔法使いの目的については、知れたことだろう」

「不死秘法か」

　シャンクがつぶやくと、グレイニンは満足げに目を閉じた。

「当然だな。魔法使いがシーカーと呼ばれる所以ゆえんだ。シンシアルータ様の計画は成就間近。間もなく十三人目のイモータルとなられるだろう。わたしとともに」

「その計画に荷担させようってわけか。俺はその役割がなんなのかを訊きいてるんだけどな」

「急せかすな。別に君たちを邪じや神しんの生け贄にえに捧ささげようというのではない。無論、それなりの危険な役割は担になってもらうが。十分な見返りを用意している。君が一番欲しいものがなにか、わたしは知っているからね」

　彼は片目を開け、ウインクしてみせた。洒落しやれっ気よりは威い圧あつを覚える、そんな目だが。

「数日以内に辺境の名だたる魔法使いがザネックロックに誘おびき寄せられる。誘ゆう蛾が灯とうのように。同様に秘儀盗賊が、正教会が集まるだろう。君たちの役割はその中からあるものを見つけ出し、奪うばうことにある」

「あるもの？」

「必要となる最後の材料だ。魔女ミンシストルが不死秘法に用いた魔力結けつ晶しようの、最後の一ひと欠片かけら。彼女はそれをムーンストーンと呼んだらしい」
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「じゃあ、そのムーンストーンとかいう魔力結晶を持ってる魔ま法ほう使つかいを誘き寄せるために、ここで騒さわぎを起こしたってわけ？」

「騒ぎだけじゃない。既すでにいろんな手を使って噂うわさを流してたらしい。魔女シンシアルータが不死秘法を完成させるため、ザネックロックでなにかを探してるって」

「あ、それあたしが聞いた噂だわ」

　道みち端ばたの防火用水に腰こし掛かけ、ミーティーは頭上にある軒のき先さきの日ひ除よけを見上げている。地面にとどかない爪つま先さきをぶらぶら振って子供のような座り方で。

　ザネックロックの往来は、エランキー来らい襲しゆうのダメージをまだ回復していなかったが、それでも人々の往来は普ふ段だんとそう変わらなかった。一夜が明けて、教区から正せい騎き士し団が疾とく出動し、最初の一隊は早ければ明日には着くだろうと噂されている。さほど目立たないにせよ感じの悪い連中も目についた。秘儀盗賊だろう。恐おそらく魔法使いたちも人目につかず町に入り込んでいるはずだ。

　あのあと月光館から瞬しゆん間かん移動して、裏うら鍛か冶じ屋や組合と一ひと悶もん着ちやくあったものの、当事者のカイクがさっさと姿を消してしまったためにシャンクらもすぐ追い出された。正教会が来るということで既に大半の秘儀商人は逃にげ出している。カイクが彼らを相手にしなかったのもうなずけた。一両日中に裏鍛冶屋組合は機能しなくなるだろう。所しよ詮せん、一いつ致ち団結して正教会に対たい抗こうするような集まりではないのだ。

　逃げる前に、在庫を二束三文で売り払はらっていこうという商人も少なくなかった。多少の持ち合わせがあったミーティーはいくつか装備を買い足したようである。シャンクはそんな金すらなかったが。

「ムーンストーンってどんなものなの？」

　ミーティーは新品のボウガンを手入れしながら訊いてきた。天下の往来で見せびらかすようなものでもないが、昨日の騒ぎのおかげで武装している市民も増えているため、そんなに目立たない。

　シャンクは嘆たん息そくした。

「それが、実際の形は分からないんだ。不死秘法に使用された魔力結晶で、儀式では使い切られずに一欠片だけ残ったとか。グレイニンはそれを解かい析せきすれば不死秘法を完成できると考えている」

「それを誰だれか魔法使いが持ってるのなら、もう解析されちゃってるんじゃないの？　それか誰にも所持されていないか、もう使われて消えちゃったって可能性は？」

　新しい武器をいじるかたわら、上の空のような口調のミーティーだが、質問は存外的確である。このあたりはさすがに場数を踏ふんだ秘儀盗賊らしいところだ。

　グレイニンが言ったままをシャンクは答えた。

「でも実際に十三人目のイモータルは出現してないからな。もともと解析しても、分かるのは儀式のごく限られた部分だけのはずらしい」

　通行人が近くを通り過ぎるのを待ってから、先を続ける。

「シンシアルータは儀式を目もく撃げきしたし、それが行われた場所から不死秘法の大半を分ぶん析せきし終えた。だが儀式の一部分だけがどこかに吹ふき飛ばされたみたいに見つからなかった。それは行方ゆくえ不明のムーンストーンに刻まれているはずだというのがグレイニンの推測だ。魔女が使ったほど上質の魔力結晶なら百年も誰にも見つからずにいるということはないし、少し使える魔法使いならそれがなんの儀式の一部分か分からないはずもないから、まさかそれを使ってしまったりはしないだろうということみたいだ」

　もっとも、魔力結晶を解析もできないほど低位の魔法使いがたまたまムーンストーンを手に入れてしまう可能性も否定はできないが。上質の魔力結晶がそんな輩やからに従うことはないため、やはり使い切るのは無理だとグレイニンは付け加えていた。

「これも受け売りなんだが、魔力はより力のある魔法使いに従おうとする性質がある。だからムーンストーンほどの魔力結けつ晶しようを手元に置いておけるのは相当に高等なシーカーだ。強力な魔法使いから順番にあたっていったほうが見込みはあるとさ」

「軽く無茶言うわよねー。猫ねこもいないのに」

　あたりを見回し、黒猫の姿がないのを確かく認にんする。

「なんでいないの？」

「館やかたに残るとさ」

　とだけシャンクは答えた。ブリアンが言い出した時も、彼は反対しなかった。心配しないわけではないがグレイニンへの抑おさえはどうしたところで不可欠だ。

「ねこなし、のーふゅーちゃー」

　話題に反応して、防火用水の中から恨うらめしげな顔をして、ぬーと少女が顔を出す。ずっと水に浸つかっていたのだが不思議なもので一滴も濡ぬれていない。一応どむーんなりの抗こう議ぎらしく、彼女はそのまま水の中にもどっていった。なお、付け髭ひげは赤いままだ。

「なんでこの子は連れてきたわけ？」

　水をのぞいて、ミーティーが疑問を口にする。シャンクは懐ふところから小こ瓶びんを取り出してみせた。

「ブリアンが来ないのなら、魔法使いのことが分かる奴やつがひとりは必要だろ。この赤い眠ねむり酒があれば望んだ時に付け髭に交代してもらえるって分かったし」

「なーんかね。やらなくちゃならない仕事のわりには準備も装備も不十分よね。そもそも本当にそんな魔法使いがこぞって集まってくるのかしら」

　自分が眠っている間に話が進んだせいもあるのだろうが、どうにも不満が収まらないらしく、ミーティーはやつあたり気味にボウガンを袋ふくろへ詰つめ込んだ。いくら強力な武器でも魔法使いに通じるかどうかは未知数だ。

「噂うわさだけなら分からないところだが、エランキーの騒さわぎでこれ見よがしにあんなバケモノまで使ってみせたのは、話の信しん憑ぴよう性せいを高めるためだろうな」

　まだ火事の跡あとが残る町並みを指し示す。

「秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくや正騎士団まで誘おびき寄せる意味は？」

「噂を流せばどうしたって自然に集まってくるってのもあるんだろうけどな。ただ魔法使いを集まらせるだけだと、奴らは警けい戒かいして姿も見せないだろ。だから敵対者も集めて燻いぶり出す。混乱を起こして奴らの力量を測り、あわよくば消しよう耗もうさせたほうが付け入る隙すきもできやすい」

「なんか騙だまされてない？」

「ブリアンと付け髭によれば、奴は噓うそつきだそうだ」

　話しながら感じていた徒労感は、そこにある。シャンクは認めて頭をかいた。グレイニンが噓を言っていると仮定すれば、彼の話に筋の通らないところを見つけられない現状というのはかなり危険だ。

　が、ミーティーは違ちがうところで反応したようである。

「ホントに？　噓つき？　じゃああたし今日死なない？」

　胸の前で手を組み、瞳ひとみをきらきら輝かがやかせている。本当に気にしていたのだろうか。まあ、魔法使いに死の予言をされるのはどう考えても不ふ吉きつでしかない。

「死ぬと言われなかった俺が死なないって保証があるわけでもないんだろ。多分。なら気にしても仕方ないと思うけどな」

　彼女はもうシャンクの話など聞いてもおらず、上じよう機き嫌げんになって防火用水から飛び降りた。

「そーよそーよね噓よ。そらもー噓よ」

　なんだかくるくる踊おどり出す。

「だってほら胡う散さん臭くさいと思ってたもの魔法使いの言うことなんて。噓。噓っていいわーこんなに人を幸せにするのね」

（グレイニンを噓つきだって言ったのも魔法使いなんだけどな）

　そんなことを思いながら、別段言うほどのことでもないかと口をつぐむ。

　ようやく回るのをやめたミーティーに、シャンクは告げた。

「それよりどうしたもんかな。魔法使いが騒ぎを起こすのを待つしかないか？」

「そうねー。でもそんなに待たなくてもなにかしら起こりそうだけど」

　爆ばく発はつ音が聞こえた。

　そう離はなれていない。空に咲さいた炎ほのおの球が風に吹き散らされていくのが見えたほどだ。同じ通りの斜はす向むかいにある雑貨屋の屋根。看板の半分ほどを砕くだき、建物を上から押し潰つぶして爆発は収まったようだが。

　その炎にやられて、黒こげになった死体がひとつ、道に落下した。空を飛んでいたのか屋根にいたのかそれは分からないが。見たところ絶命している。通行人から悲鳴があがった。

　ミーティーがうめく。

「これまた随ずい分ぶんと早いわね」

「お前たちだな」

　呼びかけてきたのは、やはり頭上から。

　シャンクは道まで飛び出した。振ふり仰あおぐと彼らのいた防火水すい槽そうの上の屋根に、ひとりの男が立っている。黒いボロのような衣ころもを纏まとい、ねじくれた黒こく檀たんの杖つえを掲かかげた男だ。口の周りを短い口髭が覆おおい、突つき出た額の下に並んだ眼めは狂きよう暴ぼうに見開かれていた。

　あからさまにシーカーである。男は杖の先をこちらに向けた。

「さあ、取引とはなんだ。言え」

「え？」

　相手の言っていることが分からず、問い返す。男は笑いもせずに後を続けた。

「なにを欲して我らを召しよう喚かんした。我こそは魔海四十八賢けん人じんがひとり、バルカイネル……」

　名乗りだした途と端たんに、その身体からだを稲いな妻ずまが貫つらぬいた。

　いや、まるで投げ縄なわのように巻き付いたというほうが正確だろう。バルカイネルだかなんだかは電光に痺しびれ、仰のけ反って悲鳴をあげる。稲妻は通りの隅すみ、若い男の左手から放たれている。短い金髪の好男子然とした男だが、顔中に施ほどこされた笑い顔の入れ墨ずみが印象を損そこなっていた。どのような表情をしても笑い顔に見える、そんな入れ墨だ。

　男は大おお振ぶりな剣けんを片手で肩かたに背負い、空いている左手から電光を放ち続けている。ぱちぱち弾はじける音は激しかったが、男の声を搔かき消すほどではなかった。

「我が名はシュライザー。道どう化けのシュライザーだ」

　ほんの一いつ瞬しゆん前まではいなかったし、どこから出現したのかもよく分からない。

　大おお柄がらな体格に帷子かたびらを着込んで、さらに大きく見える身体ごと、道化なる男はシャンクへと向き直った。電光は今なお先のシーカーを捕とらえたままだ。

「大人しく我を魔ま女じよのもとへと連れて行くのなら良し、さもなくば」

　彼がなにを言おうとしていたのか、それは分からない。突とつ如じよとして道化は目を見開き、苦く悶もんに顔を歪ゆがませた。口からピンク色のものを吐はき出すが、口いっぱいに広がったそれは途と中ちゆうで閊つかえた。息ができず道化が喉のどを搔きむしり、倒たおれるのを見て、シャンクはようやくその物体がなにか理解した。舌だ。巨きよ大だい化して喉をふさいでしまっている。

　のたうち回る道化の稲妻は途と絶だえたが、バルカイネルもまたその時には死んでいたらしい。纏っていたボロと同じ消し炭となった身体を屋根上に横たえ、動かなくなった。

「キキッ」

　猿さるにも似た笑い声がして、小猿に似た男が軒のき下したの柱から半身だけ姿を見せる。抱かかえていた袋ふくろから黄色の粉を撒まいていたようだ。しばらく楽しげに袋の底を叩はたいていたが、空になったのかなにも出てこなくなると怒ってそれを投げ捨てた。

　シャンクが声をあげようとすると、男はそれを制止するように手を向けた。下げ卑びた笑いとともにつぶやく。

「家か畜ちく妖よう精せいの粉が撒かれた中で喋しやべると、舌がでっかくなるぞぉ。喋んねぇほうがいいなぁ」

　風上から毒を撒いていたということか。シャンクは出かかった声を引っ込め、あたりを見回した。幸い、町の人たちはとっくに逃にげ出して毒の範はん囲いにはいなかったらしい。

　風がもう一吹きでもすれば粉は霧む散さんするだろう。シャンクがそれを待っているうちに、男は四し肢しを巻き付けるようにして柱を登り始めた。瞬またたく間に屋根まで登り、嘲あざけりとともに黒こげの死体を蹴けり落とす。

　と思いきや、続けて落ちてきたのは当の猿男だった。首のない身体がバルカイネルに重なるようにして息絶える。屋根の上には猿男の首だけが残っていた。巨大な槍やりの刃はに、笑い顔のまま乗っかって。

　槍は水平に、ずーっと……隣となりの建物まで伸のびている。そこに立っているのは身の丈たけが人間の二倍ほどもある大男だった。巨きよ体たいを頑がん強きような鎧よろい甲かつ冑ちゆうで隈くま無く包み込み、兜かぶとの隙すき間まから真っ赤な目だけがのぞいている。抱えている槍も、立てかければ屋根より高いほど長大なものだ。

　鎧を着た巨人の重みに耐たえきれるはずもなく、彼が踏ふみ場にしている建物は見る見るうちに押し潰つぶされていった。建物の主が半はん狂きよう乱らんになって逃げ出していく。傾かたむいた槍から猿男の首が落ち、巨人は槍を引き寄せて建物から飛び降りた。地じ響ひびきが足あし下もとを揺ゆらす。

　飛び降りるなり巨人は息を吸い、大きく吐き出した。息はまるで嵐あらしのような突とつ風ぷうで、その頃ころには死んでいた道化の身体を転がすほどである。シャンクはなんとかバランスを取って転てん倒とうを免まぬかれた。

「馬ば鹿かめの毒は吹ふき飛ばした。さあ語れ、魔女のしもべよ」

　厳おごそかに、巨人は言ってくる。途端にまた誰だれかに殺されるのではないかとシャンクは疑ったものの、一連の流れは一応ここで終わったらしい。

　巨人が呼吸をするたびに、重量のある甲冑がぎしぎしと不協和音を奏かなでる。だが兜の下から漏もれる声こそが最も不快な響ひびきを伴ともなっていた。

「俺はガハルマ・アッティンジーン。ゼオルメンの主しゆ宰さいにして、荒こう野やの騎き士し最後のひとり。名にし負う魔女といえど俺ならば不服はなかろう」

「え、えーと」

　どう対応すれば良いものか。まったく話が見えないが、説明を求められる雰ふん囲い気きでもない。それでもシャンクは身についた習性で、敵との間合いを測った。シャンクの足で十数歩の距きよ離りでも、巨人の槍からしてみればほんの一ひと振ふりだ。鎧の厚みは砲ほう撃げきすら防ぎそうである。武器や甲冑に幾いく重えにも刻まれた疵きずや傷みは歴戦の重みをうかがわせる。一度も瞬まばたきしない血の眼には隙すきもなかった。

　どう考えても、剣でどうこうという相手ではない。

　シャンクは横目でミーティーを探した。彼女は大口を開け、針金の入った人形のように引きつり固まっている。どむーんは水すい槽そうから顔だけ出して巨人を見上げていた。

　なにか言わねば間が保もたない。シャンクはなんとか言葉を絞しぼり出した。取引。連中は、取引と口にしていた。取引ならば……

「まずはそちらが差し出すものを見せてもらおう」

　いちかばちかで告げ、相手の反応を待つ。全身鎧に覆おおわれた巨人の顔色はまったく分からないが。少しでも武器を動かそうとしたら即そく座ざに逃げ出すつもりで、シャンクは身構えた。

「良かろう」

　巨人の返答に、シャンクは胸を撫なで下ろした。冷や汗あせが噴ふき出すのを感じる。

　確かガハルマと名乗ったか。巨人は手のひらを地面に向けて呪じゆ文もんを唱え始めた。鼻歌だか寝ね言ごとだかいびきだか、なんにしろはっきりしない言語だった。唱え終わると拳こぶしを握にぎり、また開く。と、その手から一振りの剣がこぼれ落ちた。

　ねじれ曲がった、到とう底てい実用的とは言えない形状のものだが。抜ぬき身の刀身にこびりついた黒ずみは血けつ痕こんだろう。何十人、それか何百人斬きったのかも分からない、禍まが々まがしい錆さびが全体に浮ういていた。

「仰ぎよう天てん鉄てつから鍛きたえられた武器も、これひとつを残すのみとなった。伝説にその名を聞いたこともあろう。我が財宝のうちでも最も価値ある魔ま剣けん、テクロコーラリア会員剣。くれてやろう」

「不足だな！　話にならない！」

　声と同時に、銃じゆう声せいが響いた。

　弾だん丸がんはねじれた魔剣を弾はじき飛ばし、その刀身を根元からへし折った。曲がり角から拳けん銃じゆうを手に、カイク・ウェインが出てくる。

　得体の知れない巨人を前に勝ち気な笑えみを崩くずすこともなく、さらに叫さけんだ。

「納なん戸どのつっかえにもならないガラクタは引っ込めるがいい。こちらが望むものはただひとつ。ミンシストルのムーンストーンだ！」

　自殺行こう為い以外のなにものでもない。

　巨人がすぐにも怒り出して、骨も残らないほどカイクを叩き潰すものとシャンクは覚かく悟ごした。だが巨人ガハルマは歯を軋きしらせると折れた魔剣を摑つかみ取り、消す。

「ムーンストーン？」

「知らないのなら調べるがいいさ。世界のどこからでも構わない。それを持ってきた者とだけ、魔女シンシアルータはお会いになる」

　カイクはまったく退かない。

　まさかこの巨人とやりあって無事に済むと思っているわけでもないだろう。暴れ出せばザネックロックごと灰かい燼じんに帰するのではないか。

　巨人の目ははっきりと怒ど気きに滾たぎっている。だがうなり声だけを残し、忽こつ然ぜんと姿を消した。

　なにごともなかったようにカイクが銃を収める。鼻歌混じりに道どう化けの死体を物色し始めたカイクに、シャンクは詰つめ寄った。

「おい！」

「なんだ？　お。こいつこんだけ施せ術じゆつ装備つけまくって、毒への対処だけうっかりしてたんだな。馬鹿だねー」

　死体から剝はぎ取った指輪やら装身具の類たぐいを次々と懐ふところに入れて、カイク。シャンクは一応言っておいた。

「なんの力があるか分かりもしないのに迂う闊かつに触さわると呪のろわれるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。自分で使いやしねぇよ」

　魔法使いが術の助けとする装備の類というのは、魔法使い以外の者にとっても重宝する……こともある。シャンクも魔法使いから奪うばったマントを使っているし、ベロの付け髭ひげなどもそうだ。こうしたものは高値で取引されるのだが、なにしろ魔法使いが使用する魔力というのはどこの世界のどんな存在から借りたものなのか知れたものではない。そうでなくとも魔法使いはそうした道具に罠わなを仕し掛かけることがあった。

「そんなことより、今のはなんだ」

　巨人が消えたあたりを示し、詰きつ問もんする。カイクは道化の持つ剣をしばらく眺ながめ、使えるものかどうか観察していたが、否いなと判断したのか触ふれないまま立ち上がった。

「流れでだいたい分かってたろ？」

「まあな」

　げんなりとシャンクはうなずいた。想像はつく。

「ちょっとぉぉぉぉぉ！」

　ミーティーが叫び出した。どむーんを引き連れ、突とつ進しんしてくる。これまで呆ぼう然ぜんとしていたが話は聞いていたようだ。

「まっさっかっ！　あたしたち魔女の手下ってことになってんの!?」

「今の立場的にはおおむね外れちゃいないだろ」

「そーだけど！　言い触らすなんてどうかしてるわよ！　悪名よ！　ものっそ悪名よ！　続悪名よ！　魔女に頼たのまれて仕事してるなんて知られたら同業者からも狙ねらわれるわよ！」

　そう言う彼女にしてからが大声でカイクに食ってかかっている。巨人がいなくなったことで、逃にげていた町の連中が恐おそる恐るもどってきていた。町人らは顔を見合わせ、ひそひそ耳打ちしている。内容は聞かずとも想像ついた。噂うわさは簡単に広まるだろうということも。

　もう手て遅おくれだとは思ったが、シャンクは手を伸のばしてミーティーの口を押さえた。もごまがうめくミーティーをよそにカイクへと確かく認にんする。

「つまり自分を囮おとりにするわけだな？」

「まあそうなるよな。手っ取り早く、魔女が賞金付で探し物をしてると情報を流した。このザネックロックでな」

「ほへへふほほうほくほふへひもももはへひほへうほ？」

　口を塞ふさがれたまま、ミーティー。

　彼女がとりあえず落ち着いたらしいと見て、シャンクは手を離した。すると彼女が咳せき払ばらいして言い直す。

「それで都合よく目的の物が手に入るの？」

　カイクは肩かたを竦すくめてみせた。

「まさか。奴やつらはムーンストーンの奪い合いを始めるだろうが、それをこちらに渡わたしてくれるわけがない。不死秘法にはムーンストーンが必要だと喧けん伝でんしたようなものだからな。絶対に手放しゃしないだろ」

　と、足あし下もとに転がったままの死体を（死体なのだから当たり前のようだが、魔法使いの場合はそうとも言い切れない）カイクは蹴けって示した。

「こんな具合に派手に殺し合ってムーンストーンを手に入れた奴か、それとも既すでに所有してる魔法使いかもしれないが、そいつは逆に俺たちを捕つかまえて魔女の居所を吐はかせようとするだろうな。楽な話だろ」

「……魔法使い同士で戦争して生き残るほどの奴につけ狙われて、どーすんのかってことについても策はあるんだろうな」

「そいつは日ひ頃ごろの鍛たん錬れんがものを言うってやつだな」

　悪びれずに言うカイクに、シャンクは頭を抱かかえた。間もなくこのザネックロックは魔法使いが抗こう争そうする修しゆ羅ら場ばとなる。いや。

　殺気を感じてというよりも、そりゃそうなるだろうという諦あきらめによってか。シャンクはその場を跳とび退いた。ちょうどその眼前を掠かすめて細長いものが通り過ぎていった。

　確認せずとも分かる。矢だ。軌き道どうと速度からするとボウガンの類だろう。カイクが素す早ばやく振り向き、拳銃を抜ぬくと発はつ砲ぽうしていた。矢が発射されたのは道の離はなれた場所。距きよ離りがあるため弾だん丸がんは当たらなかったが、火薬式の連れん発ぱつ銃じゆうなど見せられたため、狙そ撃げき手は泡あわを食った様子で逃げていく。

　魔法使いではない。民兵か秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくだろう。

　さらに、空が暗くなる。

　暗雲を引き連れて登場したのは、蝙こう蝠もりに似た翼つばさを広げた女である。革かわひもを二本身体からだに巻いた程度の、ほぼ全ぜん裸らと言えるような格好で、武器はないが肘ひじから先がかぎ爪づめになっている。

「ほほほほほほほ！　ご機き嫌げん麗うるわしゅう皆みな様さま方。沼ぬまの女王ことビートーイン様がお出ましになってよ！」

　シャンクは体勢を直しつつ四方を探さぐった。どの物もの陰かげにも魔法使いの目が隠かくれていそうである。間もなくどころではない。魔法使いだけでもない。もうとっくにこの町は混乱のさなかだ。

（まったく……！）

　仕方なく腹をくくる。

　不死秘法を、魔法の究極を追うのだから、いずれこのくらいの事態に直面するのは覚かく悟ごの上だった。

「ミーティー！」

　叫さけぶ。彼女はわたわたお手玉しながらボウガンを取り出しているところだった。

「な、なに？」

「どむーんを頼んだ！」

「へっ？」

　シャンクは答えず、一番近い脇わき道みちに飛び込んだ。建物と建物の隙すき間までしかない、誰だれも通らないような細道である。

　その道幅いっぱいを塞ぐようにしている人影がある。いや人かどうかは極きわめて怪あやしい。直立する蛙かえるといったほうが近い。魔法使いなのだろうが、近づかれただけで隠れ身が解けてしまう程度だから大した相手ではないだろう。

　黒衣の直立蛙が鳴き声をあげる間も与あたえず、シャンクは剣を抜くと一刀の下、それを斬きり殺した。

　死体を踏ふみ越こえて走り続ける。脇道を抜けて隣となりの通りに出るとそこにはふたりのシーカーが互たがいに喚よび出した熊くまと犀さいを戦わせていた。

　シャンクは身体をかがめ、巨きよ大だいな二頭が取っ組み合う物陰から回り込んで一方のシーカーに肉にく薄はくした。いきなり目の前に現れたシャンクに、魔法使いはぎょっとしたような顔を見せ、その顔のまま絶命した。

　敵の首をはねてもシャンクは止まらず、首のない魔法使いの死体を摑つかみ、熊と犀の争う場へと蹴り飛ばした。熊の前まえ脚あしがその上半身を、犀の頭が残った下半身を叩たたき砕くだく。

　敵対者が前まえ触ぶれなく死んだことに、もう一方のシーカーは戸と惑まどったのだろう。事態を把は握あくしようと彼が前に出て行くのと入れ違ちがいで、シャンクはその背後に移動していた。

　魔法使いの後頭部から頸くびを両断し、血のついた刀身を提げて改めて周囲を警けい戒かいする。

　住民はみな逃にげ出したか隠れたか。

　誰も見ていないように祈いのるしかない。あたりにはひとまず脅きよう威いとなる魔法使いの姿はないが、騒さわぎは町中に広がりつつあるようだ。

（町を巻き込むような手を使いやがって）

　グレイニンの澄すまし顔を思い浮かべ、毒づく。

　町を巻き込むのはグレイニンの既き定てい路線だろう。最初に魔女の噂うわさを流した時から織り込み済みだったはずだ。正せい騎き士し団を呼び寄せやすくするためか、あるいは単に町の人間が犠ぎ牲せいになることなどまったく意に介かいしていなかったのか、それは分からないしどちらもありそうだが。

　だがこうなったらなるべく早く片付けるしかない。とにかく魔法使いの数を減らさないことには小こ競ぜり合いばかりが拡大してしまう。それかムーンストーンを手に入れるか。

「できることをするしかない……か」

　遠くで上がった火の手に向かって、シャンクは駆かけ出した。
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　館やかたは静まり返っていたが、それを言えば月光館は常に静かだった。魔法の始原、それこそ悠ゆう久きゆうの時の彼方かなた、遥はるかな過去に生まれた場所。気が遠くなるほどの年月を、歴代の魔ま女じよはこの月光館で過ごしてきた。

　ムーンウォーカー、真性の魔法使い。かつては魔女の代名詞だったという。

　彼女が生まれた時には既すでに、その呼び名は魔女だけを示すものではなくなっていた。単にムーンウォークの存在を知っているだけの者も含ふくまれるし、世に溢あふれた魔法使いが強大化した結果、魔女に近い力を持つ者もわずかながらに存在している。

　そして彼らは魔法使いよりも、シーカーと呼ばれるほうが一いつ般ぱん的になっていた。賢けん者じやガンバンワロウンが不死秘法を成し遂とげた後の時代だ。すべてのシーカーがイモータルを目指し、可能な限りの知識と魔力を集め、消費していった時代。

　その時にも月光館はもちろんあった。そして世の狂きよう騒そうなど我関せずとばかりに静せい閑かんであった。シンシアルータは母とふたりでここに暮らしていた。

　母とともに地上をのぞき、時折、魔女としての務めを果たした……つまり強大な魔法を振ふるうことである。無む尽じん蔵ぞうの魔力を率い、気の向くまま奇き跡せきや呪のろいを紡つむぐ。時に悪魔の軍勢を育てれば、次にはそれを深しん淵えんの火口に突とつ撃げきさせる。嵐あらしの種を海原に蒔まいて船団を藻も屑くずとし、王の寿じゆ命みようを病で削けずり、山火事を起こし、稲いな妻ずまを放つ。

　そんな時間をどれほど過ごしたか。その間、やはりこの館はただ静まり返っていた。静けさに疑問を抱いだいたのはいつのことだったろう。なにをおかしいと思ったのか、それすらもよく理解できない、そんな漠ばく然ぜんとした問いだった。

　当然それを、シンシアルータは母に訊たずねたのだ。他ほかに訊きく相手などいないのだから。

「この館はまるで、わたしたちがなにをしても気にしないみたいじゃないですか？」

　母はこう答えた。

「ええ。わたしたちが役割を果たしている限りは、そうですね」

　その答えはシンシアルータの疑問をひとつ増やしただけだった。

「わたしたちの役割とはなんなのですか？　わたしたちは望むならなんでもできるのに、叶かなえるべき望みをなにも持っていません」

　魔女ミンシストルがその問いにどんな思いを持ったのか、浮かべた微笑ほほえみから読み取ることはできなかった。いかなる魔法、いかなる禁きん忌き知識についても惜おしみなく教えてくれた母が、この問いにだけは答えなかった。

　母の沈ちん黙もくと、館の静せい寂じやくとはどこか似ているとシンシアルータは感じた。だがそれがどんな意味を持つのかまでは、まだ分からなかった。

　今その静けさは、また違ちがった形で猫ねこの歩みを包んでいた。広間から階段を上り、二階奥への通路をのぞいている。

　この館の間取りならば、目を閉じていても十分なほどに把は握あくしている。問題はグレイニンが侵しん入にゆう者しやを排はい除じよするのにどれほどの罠わなを仕し掛かけているのかだが。

　ブリアンがこの館に残っていることには気づいているだろう。一応、隠かくれ身をした上で居残ったのだがその程度の欺ぎ瞞まんが通用する相手ではないし、第一、考えればすぐ分かるだろう……シンシアルータがすぐにも彼を殺したがっており、それには一対一になって魔女の力を使うのが最も手っ取り早いことくらい。

（そうしたら、奴やつは死ぬ）

　腑ふに落ちないのは、そこだった。

　魔女の力に勝てないのは分かり切っているはず。ならばこの状じよう況きようを許すのはおかしい。罠がある。

「戦うつもりなどないからとは考えないかな」

　聞こえてきた声に金色の目を向ける。

　踊おどり場に蝶ちようが一匹ぴき、羽を休めていた。

「そもそも、あなたがわたしを憎にくむというのは筋が通らないじゃないか？　わたしをこの館に呼び寄せたのはあなただ。そして置き去りにしたのだ」

　蝶は飛び立ち、通路の奥へと消えていった。ブリアンは立ち止まったままそれを目で追い、つぶやいた。

「まるでなにもかも意に添そわず起こったみたいな言い方じゃないか」

「置き去りにされたのは予想外だった」

　どこにも蝶はいなかったが、声は変わらず聞こえてくる。黒猫は階段の最後の一段を上りきった。

「それだけじゃないだろう」

「確かに、あなたの不死秘法が不完全だったのもね」

　ふっと……声と気配を背後に感じる。

　慌あわててブリアンが振り向くと、グレイニンが一階から階段を上ってこようとしている。

「気づいて然しかるべきだったかもしれない。だがわたしも青二才だった。魔女ともあろうものがわたしごときの策に落ちるのを不自然と思えなかったのだな。思うにあなたは、あの時既に呪いに蝕むしばまれていた。そうでしょう」

「…………」

　ブリアンは答えなかった。こんな問答のために命を賭かけてまでグレイニンが姿を見せるはずはない。これは幻げん影えいか、まやかしの姿に過ぎない。

　幻影と会話などしては、どんな術を仕込まれているか分かったものではない。この手の術を破るには無視するのが一番だった。

　階段を三段ほど上ったところで、幻影のグレイニンは薄うすれて消えた。

　息をついて、ブリアンは告げた。

「お前にかけた不死秘法が最後の一押しになって、ぼくは魔女から失しつ墜ついした」

「わたしを責めるおつもりか？」

「いいや。過去のことは、ただぼくが愚おろかだったというだけのこと。謝罪を求めるならくれてやってもいい。だけどね」

　変化を開始する。

　黒猫から魔女へと。己おのれの裸ら身しんを抱きしめながらシンシアルータは起き上がった。金色の髪があふれ、一筋一筋床ゆかにこぼれていく。

　腕うでを振ふり払はらうとその身を星空色の長衣が包む。さらに手の中に金属製の杖つえを召しよう喚かんする。銀と黄金の輝かがやきを併あわせ持つ月げつ牙がの杖。鋭するどい三日月を象かたどって、遠目に見れば大鎌かまにも見える。

　魔女の武器を手に館やかたの奥を睨にらみ据すえ、シンシアルータは後を続けた。

「我が似姿を傀かい儡らいとした侮ぶ辱じよく、決して許さない」

「魔女らしいお言葉」

　グレイニンの囁ささやきは、通路から聞こえてくる。

　魔女の姿になると、力そのものの他ほかに、堪こらえようもない力の陶とう酔すいまでもが流れ込んでくる。シンシアルータはそれを拒きよ否ひせず、快感に身を任せた。懐なつかしい月光館にいる。魔女の姿と力を発揮し、魔法を振るおうというのだ。ここにあるのは昂こう揚ようだけでいい。

「その魔女らしいということ、存分に思い知らせてやろう」

　脅おどし文句を口にして通路に踏ふみ入れる。魔法の罠は感じない。

　漆しつ黒こくの靴くつが絨じゆう毯たんを踏む。足音は立てない。この爪つま先さきにはすり抜ぬけの解除術が施ほどこされている。靴で罠に触ふれても、罠の効果を体表すれすれに逸そらして通り抜けさせ、身体からだには触れさせない。また扉とびらに触れるだけで鍵かぎを開けてしまう。

　まとっている星雲の布は、さらに極きよく端たんに強い術が施されたものだ。星の模様に見えるこの衣ころもは、実際に遥はるか星空の彼方かなたから見た彼女の姿に他ならない。この衣に向かって放たれた武器や呪のろいは、最速のものであっても（そしてそんな永えい劫ごうの距きよ離りを進むほどの威い力りよくだったとしても）実際に衣まで到とう達たつするのに数十年かかる。つまりこの衣を着ている者を攻こう撃げきするならば露ろ出しゆつしている手や頭部を狙ねらうか、空間を越こえる術を使うしかない。

　シンシアルータが召喚した装身具はひとつひとつがそうした途と方ほうもない施せ術じゆつが為なされたものばかりだったが、なにより強力なのは魔女の肉体そのものだった。真性の魔法を振るい、並はずれて強きよう靱じんで、呪いをかけるのに迷いも動どう揺ようも持たない。

　グレイニンなど問題にもならない。縮退の王とて、死力を尽つくせば勝てない相手ではない。縮退の王……

　気がかりといえば、それだった。

（縮退の王を呼び出すだけなら難しくはない。でもそれを従わせる力量はグレイニンにはない。なら、あれを使ったのは誰だれ？）

　前方に突つき出した月牙の杖が、通路を逆に向かってくる存在を知覚して揺ゆれた。

　猛悪の獣人を生かしたまま鋼はがねへと変質させたこの武器は、暴力への渇かつ望ぼうと悪意に滾たぎって武む者しや震ぶるいを見せている。この金属で傷つけられれば敵意が傷きず痕あととして残り、その傷を治さない限り魔法使いは魔ま力りよくを使えなくなる。傷を治すのにも魔法を使えないのだから、相当に致ち命めい的な武器だ。

　感じ取れる範はん囲いに蝶ちようはいない。魔女の身体に備わった五感で見つけられないのなら、いないものと信じて良い。

　さらに進んだ通路の先に人影が見えた。

　鏡映しのように。シンシアルータが……その似姿が歩いてくる。数歩ほどの距離を隔へだてて、ふたりの魔女は同時に足を止めた。

　身に着けているもの、手にした月牙の杖に至るまで容姿は同一だが、相手に突き付ける表情は違ちがう。シンシアルータは己の似姿を険しく睨みつけた。だが偽にせのシンシアルータはなんの感情も浮うかべていない。

　ただこれまでは虚うつろだった眼まな差ざしが、はっきりとシンシアルータを見定めていた。

　愚ぐ弄ろうに付き合うつもりはない。シンシアルータは空いている左手を挙げ、似姿を指さした。

「塵ちりへと還かえれ」

　グレイニンごときが作り上げた人形など問題なく粉ふん砕さいできる。

　だが。

　偽のシンシアルータは揺らぎもせず、己に向けられた魔女の言葉を無視した。

　思わず目を見張る。

（塵から生まれたものではない？）

　咄とつ嗟さに、相手を指していた左手を広げ、手のひらを向ける。

　同時に偽のシンシアルータがこちらを指さしていた。

「死ね」

　それが魔女以外の発した命令であれば、シンシアルータはただ鼻で笑っただろう。

　しかし防ぼう御ぎよのため向けた左手は、見る見る青あお紫むらさきに変じていく。指先から手首まで壊え疽そして腐くさり落ちるのを止められず、彼女は杖を捨てて衣の左袖そでをまくり上げた。死はまだ肘ひじまでは進行していない。

　念じると、肘を摑つかむ右手が蟹かにの鋏はさみに変化する。息を止めて鋏を引き、摑んでいた場所から左腕うでを引きちぎった。死の命令により滅ほろんだ腕は床ゆかに落ちるより早く枯かれ果て、無数の蠅はえとなって飛散した。

「おのれ！」

　シンシアルータは怒ど鳴なり、己おのれの失態に歯を軋きしらせた。痛みはない。もう既すでに左腕は再生し、元通りになっている。変化を解いた右手には月牙の杖つえがさらに二本現れた。投げ捨てたものと合わせて三本が手元にある。

　命令を発してから動いていない偽にせ者ものに、二本の杖を投げつける。床の一本も念動で弾はじいて敵に飛ばした。敵のまとっている星雲の衣が本物かどうかは分からないが、狙ったのはそれぞれ頭部と両手だった。

　再生した左手が印文字を空中に刻んでいる。空間を数秘術によって分解し、書き換かえてから繫つなぎ直す。月牙の杖が加速して放った衝しよう撃げき波はに、月光館の廊ろう下かが軋んで沈しずみ込んだ。火か炎えんの尾おを引くまでに速度を増した三本の杖は、標的に至るまで刹せつ那なの間もかからなかったはずだ。

　いや。違った。爆ばく発はつは加速のために起こったのではない。杖はすべて粉々に砕くだけ散っていた。なにが起こったのか確かめるため、シンシアルータは知覚を過去遡そ行こうさせた。時間の壁かべを越えて一いつ瞬しゆん前の光景を盗ぬすみ見る。

　偽のシンシアルータがわずかに口を動かしていた。

　その一言が施術用具を三本とも、一いち撃げきで打ち砕いた。放たれた言葉はそのままシンシアルータに向かって押し寄せてきている……

（間違いない。終焉エウンメのスニ言葉ムカメル！）

　ある世界において唱えられた終焉の言葉は、別世界に逃にげ込まない限り無効化できない。

　髪かみの中に手を滑すべり込ませ、一本の細い鎖くさりを引っ張り出す。鎖の先せん端たんには煌きらめく硝子ガラスの錨いかりがついていた。鎖を伸のばすと足あし下もとにとどいた。絨じゆう毯たんに触ふれた硝子の錨をかかとで踏ふみ砕く。

　周囲の光景もまたひび割れた。割れた硝子と、硝子に映っていた風景と。入れ替かわって変容しなにもかもが変わる。絨毯は敷しき詰つめられた虹にじ色いろの甲虫に変わり、壁は筵むしろのように編まれた針に覆おおい尽つくされ、しゃりしゃりと音を奏かなでている。天てん井じようは消え、逆さになった湖面に群がる無数の鴨かもが互たがいを嚙かみ殺し、食い合っていた。その血しぶきと肉片と羽毛が降りしきる中、シンシアルータ本人もまた元の魔女ではない。自分の身体からだが十本の節足によって立つ歪ゆがんだ鏡台に変じているのに気づいても、シンシアルータはなにも言わなかった。まだ足があるだけマシなほうだ。正面にいる偽者は半はん透とう明めいのゼリーに変じている。中に目玉と脳のう髄ずいじみたなにかが浮いていたがよく分からない。ゼリーは形を維い持じせず見る見る溶とけていくのだが、すぐどこか上から足されて量だけは保っている。

（……十七秒）

　時間を数えて、シンシアルータは足をどけた。硝子の鎖が元にもどり、あたりもまた元の月光館の通路にもどる。終焉の言葉は消えて、廊下に破は壊かい跡あとだけを残していた。

　シンシアルータもまた魔女にもどっている。偽者は……

　違う。魔女の似姿ではない。正しくは一度元にもどり、すぐさま変身を始めたのだろう。偽者の身体が巨きよ大だい化し、外がい殻かくをまとって蟹の姿になっていくとその巨きよ体たいに合わせて廊下もまた広がっていく。

　通路というよりは部屋のようになったその場に踏みとどまり、シンシアルータは変化した巨大蟹の姿を見上げた。

　試ためすつもりで呪じゆ文もんを唱える。探さぐりとはいえ手加減しては意味がない。

「ラ・ウエン・ロ・クロース！」

　空間知性言語による呼びかけである。

　重量の力、そのものを握にぎり拳こぶし大に固めていく。力の総量でいえば、地上に落とせば陸地がなくなるほどのものだったろうが、宇宙知性の約定によってこの言語は惑わく星せい上では使えない。

　シンシアルータのかざした手の先に、黒い球体が渦うず巻まいて固定する。これほどの力でも魔女にとっては切り札でもなんでもないが。

　球体は音もなく射出され、蟹に化けた偽者の正面に炸さく裂れつした。直ちよく撃げきである。巨大蟹の甲こう殻かくが凹へこみ、数歩後退させるが……それだけだった。

　疑念は依い然ぜんとして疑念のままだったが、シンシアルータはうなずいた。巨大蟹は押しやられた場所で鋏を掲かかげている。どういった攻こう撃げきを仕し掛かけてくる気か。単に突とつ進しんして踏み潰つぶしに来るだけかもしれないし、次元断層による億年の割り符ふを挑いどんでくるかもしれない。

　なにが来てもおかしくない相手だ。しかもその一回一回の対処を間違えればそれだけでおしまいという手を打ってくる。

　正体が分からないまでも、認めなければならなかった。偽者は、重力球をものともしなかったどころか、防ぐことすらしなかった。魔女の肉体に匹ひつ敵てきする強度を持っている。

（そして魔女に匹敵する魔法使い）

　もうひとつ分かった。

（グレイニンはわたしを恐おそれていない）

　蟹に合わせて広がった壁と天井。月光館が破は壊かいを嫌きらって自ら場所を開けたのだろうが。もう通路とも呼べないが、その端はしに男が現れたのを、シンシアルータは横目で見ていた。

　蝶ちようを指で遊ばせて、もはや隠かくれもしない。シンシアルータが眼前の相手だけで手て一いつ杯ぱいなのが分かって小こ馬ば鹿かにしている。

「それはただの似姿ではないのだ、シンシアルータ様」

　死界の蝶はグレイニンの少年のような指から手首へ、肘ひじから腋わきの下をくぐって首筋までくすぐっていく。蝶はシーカーをからかって鼻先に留まったが彼も悪くない様子で話を続ける。

「わたしはカイクに地上を探たん索さくさせ、多くの魔力結けつ晶しようを集めた。魔力結晶が模も倣ほうを好むのは説明の必要ございますまい」

　呪文の一声でも投げれば、その男は殺せる。生きたまま冥めい界かいに送って、死の術力を弄もてあそんだ罪で冥王から手ひどい裁きを受けるようにしてやっても良いだろう。

（そうしない理由はある？）

　シンシアルータは自問した。問題ない。ただし、少しでも注意を余よ所そに向ければ自分も即そく座ざに偽にせ者ものに殺されるだろう。罰ばつを受けるグレイニンの横で、自分も同じ罪状で裁かれるに違ちがいない。偽者に殺される不ふ名めい誉よまでおまけにもらってだ。

　駄だ目めだ。相打ちは魔法使いの選ぶ勝利ではない。敵だけが破は滅めつし、絶望し、踏みにじられるのでなければ勝ったとはいえない。冥界や転生などを考えずとも良い盗とう賊ぞく風情ふぜいや剣けん士しなどとはそこが違う。

（魔力結晶？）

　怒いかりで見失いかけていた話の尻尾しつぽをなんとか捕つかまえて、シンシアルータはつぶやいた。

　巨大蟹は口からどろどろと緑色の毒を吐はき、体表からも酸の蒸気を噴ふん出しゆつさせている。滑こつ稽けいとも言える異形だが紛まぎれもなく強力な変化術だ。

　それほど強い力を次々と振るうのもうなずける……その偽者が、本当に本物のシンシアルータを再現できるほどの偽者であれば。

「ハハハハハ！　そうだ。その顔を見たかった。どうですか、自分の信じていた優位が崩くずれた時の心境というのは」

　グレイニンが突とつ如じよ笑い出すと、鼻に留まっていた蝶が飛び立った。

「集めた魔ま力りよく結晶を加工し、圧縮に圧縮を重ね、真性の魔力に満ちたこの館やかたで育はぐくんだ。結晶がついにあなたの姿を象かたどった時、わたしの準備はようやく終わりを見せた」

「魔力結晶に、わたしを真ま似ねさせたのか」

　訊きかずとも分かることをつい口に出してしまい、シンシアルータは舌打ちした。魔力結晶はムーンウォークから降り注いだ魔力が、大気に触ふれて固化したものだ。その際、自然物の姿を真似ることがある。それは恐らく地上創造の折、万素が自然物として生成されたプロセスをなぞってのことなのだろうが。

　例は決して多くないが、魔力結晶が生物を真似ることも確かにある。それがたまたま人間ということも。どむーんがまさにその例だ。魔力そのものである魔力結晶の肉体は、なるほど魔女の身体能力をも凌りよう駕がしておかしくない。そしてシンシアルータを真似たのなら……真似るつもりがある限り、彼女にできることはすべてこなすだろう。

「偶ぐう然ぜんに発生する確率はほぼ皆かい無むだったでしょうがね。この館に残ったあなたの痕こん跡せき、わたしの記き憶おく、想念……ひとつひとつを丹たん念ねんに植え付けて。根気については我ながら賞賛したいところです」

「わたしを倒たおすためにそんな手間を？」

〝自分の信じていた優位が崩れた時の心境というのは〟！

　グレイニンの嘲ちよう笑しようが記憶に繰くり返される。これ以上ない屈くつ辱じよくの味を嚙かみ締しめ、シンシアルータは手の中に最後の武器を召しよう喚かんした。食器ほどの大きさしかない、銀の短たん剣けんである。

　彼はその武器に警けい戒かいを見せたが、すぐにそれがなんの術も施ほどこされていない、鋭するどいだけのただのナイフだと見て取ったのだろう。怪け訝げんそうな眼まな差ざしは見せたものの、安あん堵どして答えてきた。

「いいえ。あなたへの対たい抗こう策など必要なかった。あなたは誓ちかいを破って失しつ墜ついし、独力ではこの月光館にもどることすらできなかったのだから。我がシンシアルータ様の役割は、不死秘法をもう一度かけることだ。今度は失敗せずに」

「わたしが母の儀ぎ式しき跡あとから解かい析せきして、再現しようとした不死秘法……確かにあの時のは不完全だった」

「二度目は失敗いたしますまい。つまるところ前回わたしは急ぎすぎましたが、今度は余よ裕ゆうがある。準備をするだけの余裕がね」

「ならば、どうしてわざわざわたしを呼び寄せた」

　ナイフの刃は先さきを指でつついて上の空に、シンシアルータはつぶやいた。質問にそれほど意味はない。最後の行動に出るための時間稼かせぎでしかなかった。

　地上で秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくと付き合って、たったひとつだけ得た有益な知識がある。彼らは普ふ通つうに考えれば敵うわけのないシーカーに挑いどみ、それを出し抜ぬく手て際ぎわに長たけている。その基本の指針はたったひとつで、それは魔法使いが強ければ強いほど思いつけない。つまり、強大な力を持つ者は強大であるほど油断するということだ。

　秘儀盗賊はそれを利用する。敵を仕留める切り札は最後まで隠し、頭こうべを垂れて時機を待つ。

　グレイニンは絶頂だった。としか言い様がない。大きく、強く、声にして叫さけぶ。

「今のままではやはり不完全なのだ！　魔力結けつ晶しようを支配するには名前が不可欠だ。結晶を加工して名前を書き換かえ、魔女シンシアルータの名と姿、力を与あたえたまでは良かったが……その地位を持つ者がもうひとりいてしまってはね。失墜したなら完全に猫ねこになってしまえば良いものを、今のようにたびたび権利を濫らん用ようするものだから我がシンシアルータ様は完全な力を得られない。おっと」

　と、続けて釘くぎを刺さしてくる。

「こう考えているだろう。名前が分かった以上、魔力結晶ならば使ってしまえばいい。だが皮肉なものでね。その魔力結晶はあなたにだけは使えない。シンシアルータの名においてシンシアルータに命令するわけにはいかない」

「馬ば鹿かにしているのか」

　その程度のことは説明されるまでもない。試ためす気にもならなかった。

　冷たく告げて、シンシアルータは少し深く、ナイフの先を指に刺した。初めて血が滲にじむ。刃は物もので切ったくらいで出血するのは、肉体の弱体化がようやく完かん了りようしたということだ。己おのれの身体に向けて呪のろいをかけ、人間にも劣おとるほど弱い存在へと変化した。

　グレイニンは気づいていないだろう。予想もしていないはずだ。わざわざ自分を弱化するなど。シンシアルータは微び笑しようした。と同時に、指先に走った痛みにぞっとしてもいた。普通、こうした苦痛に魔女は無む縁えんだ。もっとも彼女は誓いを破ったことで長年にわたって苦痛なるものを味わってきた、希け有うな魔女でもある。

「グレイニン」

　叱しつ責せきの口調は変えずに呼びかけた。魔法使いは返事をしなかったが、こちらを見たまま次の句を待っている。

　シンシアルータは面おも白しろ味みを味わっていた。これから自分は、彼の望みを叶かなえてやるのだ。

「謝罪しましょう。あなたを置き去りにした罪、許してください」

「なにを馬鹿な……」

　彼の返答もすべて予定通りだ。

　ナイフの刃が動き出す。動かしているのは無論、自分だ。切っ先が肌はだに触れる瞬しゆん間かんと、肌を突つき破り、食い込む瞬間と。シンシアルータは他人ひと事ごとのように刃で頸くびを貫つらぬき、己を抹まつ殺さつした。
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「ひょーいー！」

　叫んだ声ほどの余裕もなく、ミーティーは足あし下もとに次々と生えてくる吸血草の芽を踏ふみつけた。踊おどるようにばたばた踏み潰つぶしていると、今度は頭上に悪お寒かんを覚える。振ふり返ると首筋に触ふれるほどの距きよ離りに、肉団子をさらに十何個か丸めたような物体が浮ふ遊ゆうしていた。団子のうちいくつかは眼球である。

　魔ま法ほう使つかいがよく手下にする、のぞき悪魔という奴やつだろう。見た目のインパクトに悲鳴をあげつつ、ボウガンを向ける。だが慌あわてた拍ひよう子しに指がトリガーに触れ、狙ねらいもつけず暴発した矢はあさってのほうに飛んでいった。

　どのみちそれが最後の矢だった。ミーティーはボウガンを投げ捨て鞄かばんを探さぐった。購こう入にゆうした道具はあらかた使い尽つくし、ほぼ空っぽである。

「あわわわ」

　そうしている間に肉悪魔の団子が、ひとつまたひとつと目玉に変化していく。それが全部目玉になった時にどうなるのか、というかなんなのかさっぱり分からないものの、どうせろくなことにならないのも想像がついた。ミーティーが後あと退ずさりすると、その分をのぞき悪魔もついてくる。空になった鞄を投げつけてみたが、もちろんなんの意味もない。

　腰こしの剣けんに手をやる。残った武器はこれだけだが、悪魔は斬きりつければ一いち撃げきで倒たおせる距離に浮うかんでいる。

　抜ぬき放とうとした瞬間、足が動かないことに気づいた。

「あれ？」

　見ると伸のびた吸血草がブーツに食い込み、花弁から牙きばをのぞかせ食い破ろうとしている。

「あー！　ちょっと！　タイム！　タイムでしょ普ふ通つう!?」

　叫んだところでなんにもならない。吸血草は他ほかにも続いて芽を出し、ブーツどころか足全体に巻き付いてくる。肉悪魔の目玉も増えて、そもそもそんなこととは関係なく空には翼つばさある獣けもののようなのが群れを成して飛んでいるし、がちゃんがちゃんと不ふ吉きつな足音を響ひびかせ、曲がり角から蒼あお白じろい冷気を漂ただよわせた亡ぼう霊れい騎き士しが、血まみれの斧おのと新しん鮮せんなもぎたて生首を手に姿を見せている。

「え、えーと。ミーティー。いえミーティーちゃん。いえミーティー様陛下殿どの。スーパーミーティー永世名人フルスペックハイエンドモデル。こんな時こそ落ち着いて大人の対応よ」

　胸を撫なでつけ、深呼吸。

「落ち着いて観察して、見るべきものを見れば打開策は必ずあるのよ。そうよ間ま違ちがいないわよねそうだと言って。とりあえずどこかにやり直しスイッチとかないかしら。探して。あるはずだから努力を惜おしまず探して」

　落ち着きながらもますます慌てて、身体からだのあちこちを見てみるのだが、残念ながらそういったスイッチはないらしい。

　だが。

「どーん！」

　いきなり振り下ろされた巨きよ大だいな丸太に亡霊騎士が叩たたき潰される。それを踏み越こえて、とててと気軽に走り出してきたのは小さな少女だった。どむーんだ。

　彼女はふと、亡霊騎士の手から離はなれて転がった斧の前で立ち止まった。血と錆さびだらけで刃もぼろぼろの斧をまるで紙で出来てるみたいにひょいと持ち上げ、なにやら気に入ったのか瞳ひとみをきらきらさせている。

　ミーティーは呆ぼう然ぜんとしてそれを眺ながめていたが、はっと我に返った。

「あ！　えーと、あの、そうよ！　たすけ……」

　言い切ることもできなかった。

　どむーんの変へん貌ぼうが始まる。

　魔力結けつ晶しように理り屈くつなど求めても仕方ない。それは魔法に理屈を求めるようなものだからだ。だがそれにしても小こ柄がらな少女の身体がいきなりむくむくと数倍に膨ふくれ上がり、筋骨隆々の大どむーんになれば呆あつ気けにも取られる。肩かたが、胸が、腕うでが足あし腰こしが大男以上の筋肉に覆おおわれ、骨格も変化して顔つきも変わり、原形を留とどめているのはまん丸の双そう眸ぼうくらいだ。付け髭ひげまで厳いかめしく変形している。獣のように分厚くなった肌はだはひび割れ、血を流し始めた。少女の時には長かった髪かみも、今の姿では肩ほどの長さである。

　まるっきり蛮ばん人じんの闘とう士しだ。とりあえず斧はよく似合う。ただし服は（伸びきっていたが）少女の時のままだった。

　どむーんは吠ほえると、動けないミーティーへと突とつ進しんしてきた。軽々と斧を振り回し肉悪魔を一刀両断すると、上空から降下してきた翼よく獣じゆうを次々に迎むかえ撃うつ。どれも斧で殺されるだけでなく、無茶苦茶に振り回されるどむーんの拳こぶしに当たって粉こな微み塵じんになるものもある。巨きよ体たいが踏み荒あらす地面は激しく揺ゆれ、ミーティーは舌を嚙かんだ。

　と、尻しり餅もちをついてから足が動くのにも気づく。地面がぐちゃぐちゃに割れ、根が断たれたのか吸血草もすべて抜け落ち枯かれていた。自由の身になったのは良いものの、ミーティーは結局そこから逃にげ出せずどむーんが暴れ狂くるうのを見ているしかなかった。翼獣を粉ふん砕さいし、他にも現れる魔法使いや吸きゆう血けつ鬼きを引き裂さくどむーんの足下で身を縮めているのは、もはや現実の恐きよう怖ふともかけ離れた突とつ発ぱつ的悪夢だった。どうしようとか逃げようとかも考えられない。ただ成り行きを見ているしかない。

　そうしているうちに、さすがに近づいてくる魔法使いもいなくなる。

　積み重なった死体やら残ざん骸がいやらの上でどむーんは最後の雄お叫たけびをあげた。

「がおー」

　あんまり迫はく力りよくはない。

　見回したどむーんが、足あし下もとからこそこそ逃げようとしていたミーティーに気づく。どむーんにひょいと服を摘つままれ、肩に乗せられて、ミーティーは頭を抱かかえた。

「まったくもー子供の世話押しつけて、あいつどこ逃げやがったのよ！」




　あいつというかシャンクはちょうど、シーカーのひとりと対たい峙じしたところだった。

　町中でも特に被ひ害がいの大きい区域のようである。ちょうどこの前、縮退の王が出現して踏ふみ潰つぶしたあたりだろう。建物は倒とう壊かいし、地面はめくれて瓦が礫れきには火の手があがっている。魔法使いの乱戦に空からは火の粉が降り止やまず、影は踊おどり、風は血の臭においを運ぶ。

　シャンクは剣を手に、眼前の魔法使いを見み据すえた。構えは下段、体は斜ななめに半眼の視線だけを敵に向ける。

　魔法使いは構えというほどの構えもない。黒い帽ぼう子しを手にして、半笑いを浮かべたそれを構えと呼べれば呼べないこともないが。卵形の胴どう体たいから細長い手足をぴんと伸ばし、逆さにした帽子の穴からオレンジ色に輝かがやく炎ほのおがちらちらと見え隠かくれしていた。

「まこと奇きッ怪かい。奇き妙みようですねぇ。あなたどうやら、先ほどの連中とはわけが違うらしい」

　言いながら帽子を人差し指の上に置き、くるくる回すと、まるでクリームでも泡あわ立だてるように炎が盛り上がっていく。

　シャンクは答えず、ただ彼の言う〝連中〟を見回した。

　あたりには黒こげの死体が無数に転がっている。漂ただよう死し臭しゆうは彼らのものだった。燃え残った剣けんや武器から察するに、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくだろう。魔法使いを狩かろうとして返り討うちに遭あったのだ。

　膨れた炎の先せん端たんに、魔法使いはもう片方の人差し指を突つっ込んだ。その炎には実体でもあるのか、魔法使いの指には摘めるらしい。引き延ばした炎は帽子と手とでアーチ形を作った。

「あなた、わたしを殺せると思ってらっしゃる。ろくな武器もなく、仲間もないというのに。この炎細工師のレンチヨー様を……」

　相手が名乗る途と中ちゆうで、シャンクは動いた。

　構えを保ったまま走り出す。積み重なった瓦礫や焼死体で足場は悪いが、どこを駆かけ抜ぬければ最短で行けるか、状じよう況きよう観察は既すでに終わっていた。

「ホッホー！　まずは蜥蜴とかげの尾お！」

　レンチヨーとやらが叫さけぶと炎が輝きを増し、帽子が燃え上がった。アーチの根の片側を失った炎は、言うようにちょうど〝蜥蜴の尾〟を思わせる動きで暴れ出す。

　魔法使いは炎の尾を片手で振ふり回し、近づいていくシャンクに向けて振り下ろしてきた。

　シャンクは横に跳とぶと炎の尾をかわした。体勢は崩くずさず、速度も落とさない。叩きつけられた炎はそれまで保っていた実体を無視して地面に染しみ込むと、触ふれた瓦礫をたちまち赤熱させた。地面ごと膨ふくれ上がり、そして爆ばく発はつする。火山の噴ふん火かのように。

　噴ふき上がる溶よう岩がんが行く手を塞ふさごうとする。地面を溶とかして噴ふん出しゆつする炎の液体は勢いよく溢あふれて、あたりを灼しやく熱ねつの海にしようとしていた。

　行く手を塞がれ、シャンクは跳ちよう躍やくした。まだ燃え残っている瓦礫の先に跳び乗り、さらにその先に横たわる死体が構えた盾たてに跳び移る。そのまま繰くり返していけば、足下すべてが溶岩に吞のまれる前に魔法使いのところへは辿たどり着つけるだろうが……

「ホッホー！　あなた軽かる業わざがお得意！」

　レンチヨーは腹を抱えて笑いながら、爪つま先さき立ちでちょいちょいと後ろに跳んでいく。

　逃げられてしまえば、追いつけないうちにいずれ地面すべてが炎に埋うめ尽つくされるだろう。そうなればおしまいだが、シャンクは顔色も変えずに追い続けた。やがてレンチヨーが不快な表情を浮うかべる。

「そんな余よ裕ゆうは……」

　耳に指を入れると、そこからまた炎を引っ張り出す。先ほどの尾に比べて細長いが同一のものだろう。

「これにて店じまい！　蟋蟀こおろぎの鞭むち！」

　叫びながら魔法使いは、細長い炎の鞭をシャンクに向けて振ってきた。

　避さけるならば跳躍をやめるしかない。そうすれば足下の溶岩にやられる。シャンクは一ひと際きわ高く跳躍すると、その鞭を身体からだで受けた。のみならず、マント越ごしにその鞭を摑つかみ取る。

「!?」

　動どう揺ようするレンチヨーの顔を見ながら、シャンクは力の限り鞭を引っ張った。魔ま法ほう使つかいは体勢を崩して地面に倒たおれ、鞭を引くシャンクの身体は魔法使いの上へと落下していく。

「ぼぐゃっ!?」

　仰あお向むけに倒れた魔法使いの胴どうを踏み砕くだく勢いで、シャンクは着地した。溶岩の上に倒れたところで本来ならこのレンチヨーは無傷だったろうが、シャンクが触れて魔法が使えなくなればそうはいかない。

「アアアアアアア!?」

　それでも魔法使いは一いつ瞬しゆんで燃え尽きずに悲鳴をあげて手足を暴れさせた。溶岩の中で踠もがいて炎の液体を撒まき散らしていた手が、やがてただ冷えて固まった地面を搔かきむしるだけになる。地面を溶岩化していた魔法もまた解けたのか、あたりが急速に冷えていく。

　レンチヨーと名乗っていた魔法使いが足の下で動かなくなるまで、シャンクはじっと見定めていた。とどめを刺さすまでもなく敵が焼け死んだのを確かく認にんしてから、飛び降りる。一度溶岩化した地面は硝子ガラスのように溶け固まっている。魔法使いの死体は半ばそれに埋もれていた。
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　ようやく安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　虚きよ勢せいを看破されていたら負けていた。

「これでどれだけ倒した……？」

　汗あせを拭ぬぐってうめく。ザネックロックの混乱は、収まるどころかさらにひどくなっているようにも見える。




「がおー！」

　暴れ回るどむーんの首にしがみついて、ミーティーはひとつ気がついた。

　どむーんはあれから彼女を乗せたまま、魔法使いや怪かい物ぶつが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする中を突つき進んでいる。当たるを幸い、斧おのを振ふり回しては暴れ回っているのだが。襲おそい掛かかってくる敵は後を絶たず、まったくきりがなかった。本当に辺境中のシーカーが集まってきているのではないかとすら思える。

（あたし、めっちゃ格好悪くない？）

　ぼんやり空を眺ながめて、今さらながら自覚する。

　質しつ実じつ剛ごう健けん、眉び目もく秀しゆう麗れい、頭脳明めい晰せき。辺境を駆かけめぐって可か憐れんに活かつ躍やくし、庶しよ民みんどもの憧あこがれを一身に集める（はず）のミーティー様が。

　斧を持った野や獣じゆう少女の首に猿さるのようにしがみついている。そんな今日この頃ごろ。

「まあいいか楽だし」

　随ずい分ぶんと大おお雑ざつ把ぱなところで妥だ協きようして、ミーティーは今まさにどむーんの斧で真っ二つにされた水妖に手を振った。

「この町ももう終わりねー」

　滅め茶ちや苦く茶ちやになったザネックロックを見下ろし、つぶやく。

　別にこんなことになんの感傷もないのだが、昨日までは大勢の人間が普ふ通つうに暮らしていた場所である。これだけの騒さわぎが起こり、正せい騎き士しまでが浄じよう化かに来るというのなら、ここは呪のろわれた地として封ふう印いんされるのだろう。どのみち、これから住みたがる者がいるとも思えないが。

　辺境ではよくあることだ。

　教区でもないことではない。

　このザネックロックの壊かい滅めつは辺境に伝わる魔法使いらの悪行にまた新しい一文を追加するのだろうし、場合によっては二、三行になるほどの大事件として扱あつかわれるかもしれない。

　その日暮らしの盗とう賊ぞくにとっては、その程度のことでしかない。

「あっ」

　どしんどしんと突き進むどむーんの上から、視界の端はしに気がついたものがあって、ミーティーは声をあげた。

「ぐるるるるー」

　巻き舌でうなり声をあげるどむーんは気づかなかったのか、通り過ぎようとしている。ちょうど攻こう撃げきを仕し掛かけてくる魔法使いがいなくなって、ミーティーはどむーんの首から手を離はなすと道の後方を見やった。

　やはり気のせいではなかった。崩くずれた宿屋の脇わきで小さい子供が泣いている。どうやら親とはぐれたらしい。この混乱の中、よくまあ無事だったものと思うが。

「うーん」

　見ているうちにもどむーんはどんどん進み、この子との距きよ離りが離れていく。とりあえずミーティーはどむーんの後ろ髪がみを引っ張ってみたが、どむーんはまったく反応がなかった。

「仕方ないか」

　気難しくため息をつき、あきらめる。ミーティーはタイミングを取ってどむーんの肩かたから飛び降りた。地面を転がって受け身を取ると、道を駆けもどる。

　子供はまだ泣いていた。上からでは分からなかったが男の子だ。正直、見た目で年ねん齢れいが分かるほどミーティーは子供に縁えんがなかったが、まあこれくらいの大きさなら幼児だろう。ミーティーはかがみ込んで、その子に話しかけた。

「逃にげたほうがいいわよー」

　子供はしゃくり上げたまま、濡ぬれた袖そで口ぐちから目をのぞかせた。思ったよりは知性がありそうだ。その眼まな差ざしを、ミーティーは自分なりに翻ほん訳やくした。〝別にそうしたくなくてここにいるわけじゃないんだよ、美しく聡そう明めいなお姉さん〟

（そりゃそうか）

　ちらとミーティーは、倒とう壊かいした宿屋を見やった。その残ざん骸がいの下から女の手が突き出している。これが母親なのだろう。ミーティーは一応、その手首から脈を確かめた……が、血まみれの残骸とその下の血だまりを見れば無む駄だなのは分かり切っていた。恐おそらく、崩れた瓦が礫れきの下した敷じきになって、折れた柱かなにかに内臓を突き刺さされている。即そく死しだろう。

「えーと」

　とりあえず、母親の死体を隠かくすような位置で子供に向き直り、ミーティーは言葉を探した。

「あの、他ほかに誰だれかいないの？　お父さんとか」

〝おりませんよ、素晴らしく立派なお嬢じようさん〟

　これは首を左右に振った子供に、やはりミーティーなりにつけた翻訳だが。

「お父さんどうしたの？」

「この前、バケモノに殺された」

　ようやく翻訳の必要がない言葉で答えてくる。昨日の騒ぎのことだろう。

「うーん。どうしようか……まあ経験から言うとね、あっ、経験って分かる？」

　ミーティーが問うと、彼はうなずいてみせた。

「頼たよれる人がいなくなっちゃったのよね。これはもう不ふ可か避ひの現実ってやつよ。不可避って分かる？」

　少年はまたうなずく。

　とにかくうなずいているだけではないかという気がしたものの、だからといってどうできるわけでもなく、ミーティーは続けた。

「こうなるとあなたにできるのは、独り立ちにはちょっと早すぎるから、頼れる相手を探すことよね。んでここからが経験談になるわけだけど、相手選びは慎しん重ちようにしないとね、いくら将来に見通しが立たなくなったからってたまたま通りかかった盗とう賊ぞくを頼ったりすると、将来はもう盗賊になるしかなくなる……ああああ」

　話してる途と中ちゆうで少年にしがみつかれて、ミーティーは半ば予想していた展開に頭を抱かかえた。子供は足にくっついて泣き続けている。

「いやあのね。言っとくけど秘ひ儀ぎ盗賊なんてたち悪いの多いのよー。身よりのない子供とかさらって教育して手下にしたりすんのよ。そんで無理なノルマを課して働かせて、稼かせぎが満たないと凶きよう悪あくな殺し屋派は遣けんしたりするわけよ。分かる？」

　少年はやっぱりうなずいた。

「こりゃ駄だ目めか。まあ後で話し合いましょ」

　ミーティーはとりあえず子供を抱え上げた。足を摑つかまれたままでは歩けない。小さい子供とはいえ、抱えて運ぶにはかなり重い。

　遠くから足音は聞こえなくもないが、もうどむーんの姿も見当たらない。あの巨きよ体たいで迷わず進んでいるのだから今ごろはかなり離れているだろう。

「町の外に連れて行くのが一番安全かしらね……」

　夜になったらどうするのかとか、今そんなことを考えても仕方がない。もしかしたら町から避ひ難なんした住人が見つかるかもしれないし。

　と。

　抱だきかかえて初めて、ミーティーはその子供の顔を見た。というより、それまで袖そでで隠れていた顔の下半分が。大きく耳の近くまで裂さけた口に、鋸のこぎりのように細かい歯がびっしりと並んでいる。

　子供はもう泣いていない。笑ってもいないが。ゆっくりと口を開き、ミーティーを見つめている。

〝本当、申し訳ないね、お嬢さん〟

　その顔の翻訳である。

「いやあのね、そりゃそういうことかなーと疑わなかったわけじゃないのよ。でも仕方ないなーと思って来たんじゃない、ねぇ」

　ミーティーは不満を告げたが、まるで貼はり付いたように子供から手が離はなれない。

　近づいてくる子供の歯に、それほど難しい翻訳は必要ない。だがそれでもミーティーは思い浮かべずにいられなかった。

〝さようなら、そして胃の中にこんにちは〟

　そこはきっと柔やわらかくて温かい世界なのだろうなと思えるくらい、歯の奥の口の中は鮮あざやかなピンク色だった。




　抜ぬき放った刃やいばは途中で軌き道どうを変え、狙ねらうと見せた頸けい動脈から手首へと変化した。

　手首を丸ごと切断され、大量の血液を噴ふん出しゆつする傷口を抱えて、魔法使いがのたうち回る。魔法使いは全身が傷だらけになっていたが、出血したのはこの傷が初めてだった。

　いくら斬きっても急所を変える、そんな防ぼう御ぎよ術だったらしい。シャンクは倒たおれた魔法使いに手を伸のばし、触ふれた。途と端たんに、それまで開いていた無傷の傷からも一いつ斉せいに血が噴ふき出す。

　返り血を浴び、その臭においに咽むせて、シャンクは後あと退ずさりした。魔法使いは絶命したが。

　吐はき気は堪こらえても、立ちくらみから逃のがれられない。目を閉じてふらふらと後退していく。

　硬かたいなにかが背中に当たって、シャンクはもたれ掛かかった。血で滑すべったおかげで剣を取り落とす。

　途端に両腕うでをなにかに摑まれて、失策を悟さとった。

　はっと目を見開くのだがもう遅おそい。彼がもたれたのは新手の魔法使いだったらしい。背後から両腕をしっかり固定され、身動きできなかった。見えるのは腕を摑んでいる魔法使いの手だけだが、棘とげだらけのかぎ爪づめが食い込み、血が滲にじんでいた。

　この次になんの攻こう撃げきが来るのか。まったく分からないが、鍵かぎが開くような金属音、歯車が嚙かみ合って動き出す駆く動どうの音、なにかが回転する鋭するどい甲かん高だかい音……なんにしろろくでもないことが始まるのは確実のようだ。

　逃にげ出そうにも、両腕を切り離しでもしないと身じろぎすらできない。次し第だいに音が近づいてきて……

　目の前が真っ黒になる。頭ず蓋がいに穴でも開けられるとこうなるのか。頭に鋭い痛みが走っている。だがすぐに顔の前に黒いものが貼り付いているのだと気づいた。頭に引っかかっているのはその塊かたまりが必死にしがみついている爪の痛みだ。

　黒くろ猫ねこが突とつ然ぜん現れて、頭から顔面に前まえ脚あしでぶら下がっている。

「ブリアン！」

　シャンクは声をあげた。爪の痛みもこの際どうでもよく、幸運に感謝するしかない。

　猫はその体勢のまま、とりあえずなにがどうなってるのかは分かってくれたようだ。呪じゆ文もんを唱え始める。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　不意に身体からだが軽くなった。顔面から頭へと、猫が這はい上がる。どうして猫というやつは下りずに登ろうとするのだろうか。まあそれはどうでもいいが。

　見えるようになると、自分が縛いましめから脱して少し離れた場所に瞬しゆん間かん移動しているのが分かった。ブリアンの魔ま法ほうだろう。振ふり向くと、金属製の頭部を変形させてドリルやらカッターやらを山ほど出している魔法使いが、もうなにも摑んでいない両手の間に死の頭ず突つきを降下させているところだった。

　改めて、ブリアンが呪文を叫さけぶ。

　放たれた稲いな妻ずまが魔法使いを貫つらぬき、打ちのめした。機械部分から黒い煙けむりを出して倒れ、動かなくなる。

　シャンクは死体に駆かけ寄り、その足あし下もとに転がっている自分の剣を拾い上げた。刀身の血を拭ぬぐって鞘さやに収める。と、頭上を見上げて（黒っぽい鼻先が見えただけだが）ようやく質問すべき内容を整理できる。

「ど、どこから出てきたんだ？」

「死に近い状態を装よそおって、冥めい土どを通ってきた。死の領域に手を出したグレイニンは冥界を恐おそれてるから追つい跡せきできなかったはず」

　ブリアンの声こわ音ねは陰いん気きにこもっていた。機き嫌げんから、あまり良い状じよう況きようで月光館を出てきたのではないと分かるが。

「よく分からないんだけど」

「いーよ分からなくて！　とにかくグレイニンは殺せなかった」

　この魔法使いが言い訳や虚きよ勢せいを忘れて素直に言うからにはよほどの負けだったのだろうか。

「どうすんだこれから？」

「ムーンストーンだ。なんとしても手に入れる。弱みを押さえないことには話にならない。手に入れられそう？」

　黒猫に問われて、シャンクは猫を乗せたままかぶりを振った。

「分からないな。正直、ここまで切り抜ぬけるだけでも手て一いつ杯ぱいだった」

　と、あたりの惨さん状じようを示す。ザネックロックは崩ほう壊かいし、今なお魔法使いや秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくが入り乱れての戦いが激化している。

　そろそろ格下の魔法使いも一いつ掃そうされた頃ころ合あいだろう。ということはこれから本格的な激戦になるとも言える。

　例の傷だらけになった魔法使いの死体を見下ろして、ブリアンがうめいた。

「なんだこれ。君がやったの？」

「あ、ああ。無我夢中で……」

「そうみたいだね。無様な傷。こんなんでよく切り抜けたもんだ」

　鼻で笑って、ブリアン。

　どうやらグレイニンの言ったことは真に受けなかったらしい。シャンクはほっとしながら、別のことも思い出していた。グレイニンの言っていたこと……

　あの魔法使いはシャンクだけではなく、ブリアンのことも言っていた。

（訊きけば答える、か）

　正体を訊けば、ブリアンは必ず答えると。彼はそう言ったのだ。

「さてと……」

　シャンクは戦いへと意識を向けた。これから剣を使うにはブリアンに悟られないよううまくやる必要があるが、それでもこの黒猫がいてくれたほうが心強い。

　足下を揺ゆらした地じ響ひびきに身構える。魔法使いか、あるいはそれの使う手下かなにかか。

「がおー！」

　めきめきと家屋を踏ふみ潰つぶして現れたのはどむーんである。まあ、多分どむーんである。斧おのを手に巨きよ大だい化し姿形も変わっていたが。

　こちらを向いてぱちくりさせた丸い瞳ひとみだけが、元のどむーんと同じである。彼女は急に斧をぽいと捨てて、しゅるしゅると元のサイズに縮んでいった。駆け寄ってくる。

「ねこー」

　なんとなく理解できた。斧が気に入った時はあんな感じ、猫が抱きたい時にはこんな感じなのだ。シャンクは黙だまって、頭の上から黒猫を摑つかんでどむーんに手て渡わたしてやった。猫はなんとなく不服そうだったが無む駄だな抵てい抗こうはしなかった。

「ねーこー」

　どむーんのほうがごろごろ喉のどを鳴らし、黒くろ猫ねこに頰ほおずりする。これでメンバー三人そろったことになるが……見回しても、ミーティーの姿はない。カイクもだ。

　顔を上げると、屋根の上に爬は虫ちゆう類るいと鳥を掛かけ合わせたような怪かい物ぶつが居座ってちろちろ舌を出している。

「ここから仕切り直しか」

　シャンクのつぶやきに、黒猫が小さい頭を縦に振った。
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　ぎざぎざの細かい歯は研ぎ澄すまされ、軽く撫なでられただけで鼻くらいは持って行かれそうである。骨を砕くだくのではなく肉を削そぎ取る用よう途との歯だ。

　そんなものが実際に顔面へと向かってくれば、歯形を想像せざるを得ない。奇き麗れいに白骨だけを残すことになるのだろうか。ところで皮をどれくらい削ぎ落とされるまで、人間は生きていられるものなのだろう。

　そんなことをぐるぐると考えているうちに、ミーティーは子供怪物が大きく開いた真しん紅くの口の中に青いものが飛び込むのを見た。ゆっくりだった怪物の動きがそこで止まる。まるでそれが上等の虫かごだというように、口の中でぱたぱたと羽ばたいているのは蝶ちようだった。

　見覚えがある。例の魔ま法ほう使つかいの蝶である。

「わたしの予言だが、当たったかな？」

　蝶に問われて、ミーティーはうんざりと半眼を返した。

「そんなこと確かく認にんするために来たわけ？」

「ハハハ。まさか。ようやく余よ裕ゆうができたのでね。手助けに来たのだ。言っただろう。わたしは運命を変えられる」

「あら。親切？」

「そんなわけはないだろう」

「そりゃそうよね」

　抱きかかえた怪物の動きが止まったのは良いが、ミーティーもまた身動きできないまま話を続けている。いい加減全身が痺しびれてきていたが倒たおれることもできない。

　できるのは呼吸くらいだ。嘆たん息そくして、ミーティーは告げた。

「取引ってことよね。選せん択たくの余地なさそうだし、先に助けてくれると嬉うれしいんだけど……」

「いいや、約束が先だ」

　どうせ口先で誤ご魔ま化かせるとも思ってはいなかったが、やはり蝶はそつなく念押ししてくる。

「わたしの要求は簡単だよ。わたしの用事が済むまでほんの少しの間、君の身体からだを使わせて欲しいだけなんだ」

「うわ。いかがわし」

「君はただ力を抜いて黙っているだけでいい」

「わざとでしょそれいかがわしいの。もうちょっと具体的に言ってくれないとそればっかりは約束しづらいんだけど」

　とはいえこの窮きゆう地ちではあるのだが。魔法使いの提案の場合、警けい戒かいして警戒し過ぎることはない。たとえば、いま想像してるようなことですらまだましというくらい、遥はるかにヤバイ話というのもあり得うる。十分に。

　蝶はその心の動きまでも見み透すかしたように、しばし間をおいてから言い直した。

「君にとってはたったひとつしかない命と引き替かえに、わたしが求める見返りはほんとうに控ひかえめなものなのだけどね」

「だから具体的に……」

「言っても良いのだが、それほど時間がないのではないかな」

　ぐらりと、いったん止まっていた怪物が動きを見せる。ほとんど触ふれそうなほど近づいた怪物の口は、既すでにミーティーの顔半分を口の中に入れてしまっている。

「分ーかった！　分かったわよ！」

　自や棄けになって叫さけぶ。と、その叫んだミーティーの口に、なにかが入ったと思えた。咄とつ嗟さに吐はき出そうとするが、その時にはもうなにも残っていない。

　気のせいか。いや。

（あの蝶は？）

　怪物の口の中に、蝶がいない。ということは蝶は自分の口に飛び移ったのか。ていうか止めていたものがいなくなったってことは、怪物は……

　なんの問題もなく、さらに口を開いてみせた。ミーティーは前言を撤てつ回かいした。肉を削ぎ落とす歯どころか、首ごと嚙かみちぎって丸まる吞のみするつもりではあるまいか。

　と、銃じゆう声せいが怪物を弾はじき飛ばした。

　怪物の顔面に真っ黒の穴が開いている。銃じゆう弾だんの威い力りよくは怪物を身体ごと仰のけ反らせ、そしてミーティーの腕うでから引き剝はがした。解放され、ミーティーはその場に座り込んだが、怪物は頭部を潰つぶされても地面に飛び降り、身構えている。

　だがそれも立て続けに銃声が鳴り響ひびくまでのことだった。次々と銃弾が埋うめ込まれ、怪物はその度たびに地面に叩たたきつけられる。

　やがてそれが動かなくなって、煙けむりをあげる拳銃を手に現れたのはカイク・ウェインだった。

「これで弾たま切ぎれだ」

　と、引かれっぱなしになった拳銃の上部（それがなんという名めい称しようかミーティーは知らなかったが）を元にもどして、腰こしのホルスターに銃を落とし込む。

　彼はマントの下で腕組みすると、困ったように訊きいてきた。

「そっちは？　なにか武器残ってる？」

「え？　いや、ないわね」

　剣けんしか残っていない。答えながらミーティーは訝いぶかった。カイクはあの魔法使いに言われて現れたのだろうか。それともたまたま通りかかったのか。

　偶ぐう然ぜんか必然かはともかく、ミーティーと魔法使いとの取引についてはなにも知らされていないようである。

「しまったなー。こんなに敵が多いとは思ってなかった」

　まだまだ収まりそうにない戦いの気配に、カイクがうめく。だがそれでも、なんだかどことなく口調は軽い。

「俺もあとは投げナイフくらいしかないな。ま、なんとかなるだろ」

　天性の楽天家か、自信家か。ミーティーは無言で喉のどのあたりをさすった。あの蝶ちようを吞のみ込んだとして身体のどこかに潜ひそんでいるのか。分からないだけに気味が悪い。

　と、見回すうちに奇き妙みような気配を覚える。

　自然と引きつけられるが、そちらに行くのは好ましくない。そんな感覚だ。臭においなら、死体や死体が焼ける異い臭しゆうはもはや特別なものではない。そこに潜みながらも決して紛まぎれ込まない、もっと不ふ吉きつな気配だった。

　倒とう壊かいした宿屋を回って小走りに、路地をのぞき込む。

「……なっ」

　思わず絶句した。

　後について、カイクもやってくる。彼からも声はなかった。

　死体の山なら町のそこかしこに出来上がっている。先ほどどむーんが切り抜ぬけてきた道もそんなものだ。

　だがこれは輪をかけてひどいものだった。魔法使い、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの区別なく、一刀両断された死体が列をなして散乱している。まるで真っ二つにされるのを並んで待っていたような有様だ。十や二十、そんな数ではない。

　なにより異様なのは、乱戦によってもたらされた惨さん状じようではないということだった。どの死体も、同じ殺され方をしている。入り乱れて全員が死んだのではない。たったひとりがたったひとつのやり方で、全員を皆みな殺ごろしにしたのだ。

　そして中に、ひときわ巨きよ大だいな死体もひとつ転がっている。重甲かつ冑ちゆうに覆おおわれた巨きよ人じんの騎き士し。確かガハルマ・アッティンジーンとか名乗っていたか。その巨人を鎧ごと貫つらぬいて、胴どうを引き裂さいている。

「こいつはすげぇな」

　カイクのつぶやきに、ミーティーは口元を押さえて黙だまっているしかなかった。なんとか気を落ち着かせるので精せい一いつ杯ぱいである。

「速すみやかにひとりひとり殺しながら、この道を進んでいったんだな。多分一回も足を止めてない……だからこんな死体の行列になる」

　彼の口調は変わらなかったが、道に入る足取りは慎しん重ちようになっていた。まだそこに不可視の魔法使いでも潜んでいるかのように警けい戒かいしている。

「ここを追っていけば、そいつがいるってわけだ。これだけ強力な魔法使いなら目的のものを手に入れてる可能性も高い」

「あのね。多分これ、魔法使いじゃないわよ」

　心当たりがあってミーティーは告げた。だがカイクは肩かたをすくめるだけである。

「別に魔法使いじゃなくてもいい。魔法使いを殺しまくってる奴やつほど可能性が高いのは同じことだ」

「いや、でも、あたし是ぜが非でも行きたくないっていうか……」

　言いながらじわじわ道から遠ざかろうとするのだが。

　意志に反して、ミーティーの足は前進していた。カイクを追い抜くほどに。

「なんだよ。どっちなんだ」

「ええええー？」

　わけが分からないながらも、考えていた。やはり魔法使いとの約束など、どんな場合であろうとすべきでなかったのかもしれない。




「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒くろ猫ねこが召しよう喚かんしたのは炎鬼だった。身の丈たけほどの幅はばの皿を一枚、両手で掲かかげた赤色の小こ鬼おに。まあそんな格好である。皿の上には火の玉がひとつ乗っかっていた。

　あたりを取り囲んでいる魔法使いたちは、まったく同じ姿の男が八体はいる。分身だということだが。炎鬼が素す早ばやく飛び回ってはその鼻先に火球を押しつけ、一体一体消していく。

　三体を消したところで、今度は逆に魔法使いが口から吐はいた炎ほのおが炎鬼を搔かき消した。

「あれが本物だ！」

　火を吐いた一体を示し、ブリアンが叫さけぶ。シャンクは足あし下もとから石を拾い上げると思い切り投げつけた。

　だが魔法使いは左手を一回転させ、輝かがやく壁かべを生み出して投石を弾はじき返す。

「あはははは！　そんな攻こう撃げきが」

　そこまで言ったところで、別方向からどむーんが投げつけた大岩が魔法使いを叩たたき落とした。岩というか、破は壊かいされた建物の土台まるまる一個だ。下した敷じきになった魔法使いは腕うでだけを無念そうに天に向け、やがてぱたりとその場に倒たおした。

　次に現れたのは赤青黄三色の三人組だった。それぞれの色のぴったりした服に身を包んだ小こ柄がらな女たちである。

　やはり各色の帽ぼう子しを目ま深ぶかにして顔は半分隠かくれている。金色の髪が身長よりも長く伸のびて、獣けものの尾おのようだった。空飛ぶ箒ほうきに乗って、三方向に散開していく。

　というところで、いきなり全身から血を噴ふん出しゆつさせて落下した。即そく死しだろう。地面に叩きつけられ、骨格も失ったようにべちゃりと潰つぶれる。見ると身体中に隈くま無なく、何千何万という針が突つき刺ささっていた。

　乱戦である。魔法使いが魔法使いに殺されるのを見るのにも慣れてきていた。シャンクはどむーんとブリアンの元に駆かけもどると、マントを広げてふたりを覆った。自分も身をかがめ、マントの下に潜もぐり込む。

　衝しよう撃げきこそ伝わってこないが、生き地じの向こうでなにかが当たって跳はね返る無数の音が鳴り響ひびいた。終わって顔を出すと三色の魔法使いを殺した針が散乱している。

　魔法使いの仕し業わざに違ちがいないが、敵は姿を見せていない。

　その瞬しゆん間かん。

　どーん！　と雷らい鳴めいのような音が鼓こ膜まくを打った。

　まさに打たれたような心ここ地ちで、痛みに脳が麻ま痺ひする。空から落ちてきたのかそこにいきなり現れたのか、家屋を何棟むねも押し潰して巨大な獣が登場した。見上げるほど大型の爬は虫ちゆう類るいで、全身が土色の鱗うろこで覆われている。

　寝ね転ころがって何回転かすれば広々とした荒こう野やが出来そうな化け物である。この前見た蛇へびの竜りゆうなどより格段にでかい。シャンクがあんぐりと口を開けていると、痺しびれた聴ちよう覚かくにブリアンの声が微かすかに割って入った。

「竜だ！　春竜！　竜の身体からだより大きな石しか効かない！」

「あれより大きな石？」

　馬ば鹿か馬鹿しいとしか思えない。

　だがその直後、まさにその竜より巨大な岩がん塊かいが空を覆った。

　悲鳴をあげる間もない。竜を押し潰し、その衝しよう撃げき波はが大地を揺ゆるがす。ブリアンが呪じゆ文もんを唱え、光の幕で全員を覆おおうのが見えた。幕は爆ばく発はつを防いでくれたものの、無傷というわけにもいかなかった。揺れる地面に転てん倒とうし、したたかに顔を打つ。

「痛てー」

　起き上がると岩も竜も消えている。恐おそらく岩の上に立っていたのだろう人影が、音もなく空から降りてくる。

　盛装をした中年の男である。髭ひげを顔の両側にぴんと伸ばした富ふ豪ごう顔だ。宙に浮ういているというのにステッキをついて体重をかけている。その格好以外には、見た目にどうという特とく徴ちようもないが。

　地上から、その男に向かって飛びかかっていく影があった。絹を裂さくような悲鳴、いや威い嚇かくの声をあげて蝙こう蝠もりのような魔ま物ものが数体、舞まい上がる。

　男はなにも動かなかった。だが魔物は標的に近づく前に、爆ばく竹ちくのように弾はじけて消えた。

　ブリアンが、ぼそりとつぶやく。

「手て練だれだ」

「どれくらい？」

　擦すりむいた顔を手で擦こすり、シャンクは訊たずねた。黒くろ猫ねこは淡たん々たんと評価を述べる。

「グレイニンより上かな。なかなか見ないレベルだ。今日見た中では一番ましだね」

「お前なぁ……」

　別にブリアンが悪いわけでもないだろうが、それでも言わずにいられなくてシャンクはうめいた。

　富豪顔の魔法使いはそのまま、彼らから数歩離はなれた地上にまで降りてきた。ステッキの先が地に触ふれて、初めてこちらに視線を向ける。

「わたしの力を測るとは。面おも白しろいシーカーだ。見たところ、低級術しか扱あつかえぬようだが」

　当然と言うべきか。魔法使いの興味は黒猫に注がれている。シャンクは息を整え、わずかに歩をずらし、ブリアンとそれを抱だきかかえるどむーんから遠ざかった。少しずつ、気け取どられないよう位置を変えていく。死角へと。いざという時には不意をついて飛びかかれば……どんな魔法使いであろうとも、敵に触れられれば魔法が使えないのは同じはずだ。

　ブリアンは魔法使いと睨にらみ合い、そして告げた。

「お前はエバーモゥだな。イモータル・エルブダリモスが魔神だった頃ころの旗本三傑けつがひとり。三者で殺し合って果てたという話だったけど」

「いくら与太話といえ、三人で争って三人死ぬなどあり得んと思わないか。ふたりを争わせてひとりが生き残るのが当然だ」

（これって最高クラスのシーカーじゃないのか？）

　名前を知っていたわけではないが、話の流れからシャンクは直感した。じわじわと狭せばまっていたはずの距きよ離りが、ふと気づけばまったく縮んでいない。知らない間に押しもどされたのか。エバーモゥの立ち位置は変わっていない。この魔法使いに近づこうとしただけで爆発して散った蝙蝠の魔物らのことを思い出し、シャンクはひとまず進むのをやめた。

　エバーモゥがステッキを一ひと振ふりすると、魔法使いの足下が音を立てて隆りゆう起きした。地下からなにか木組みの装置のようなものが迫せり出してくる。櫓やぐらのようだが、少し違う。柱と梁はりのてっぺんにエバーモゥを乗せたまま、出現したそれは断頭台だった。台には全身鱗の半人半はん鰐がく生物がつながれている。固定された首の上で、重々しい刃やいばが輝かがやきを発していた。

　魔法使いが台を足あし蹴げにすると、刃が滑すべり落ちた。瞬まばたきする間に生物の頭部が切断され、絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。奇き妙みようには感じた……切り落とされた首が叫さけび声をあげられるわけがない。が、鰐りん人じんの首は地面に転がりながらまだ叫び続けている。

　と、叫んでいるのは死体ではないとシャンクは悟さとった。断頭台に横たわった胴どう体たい、これも死体だが、そこから蒸気のような影が沸わき上がっている。靄もやは掠かすれ、揺らぎながらもときおり形を作った。透すき通った鰐人の姿を。

　霊れい体たいというやつだろうか。鰐人は真っ先に跳とび上がって、鰐わにに似た大顎あごを開きエバーモゥに襲おそい掛かかっていった。が、魔法使いがステッキの先を鰐人の鼻先に押しつけると、そこで動けなくなってしまう。

　そのまま、エバーモゥが説明を始めた。

「背教者の子を生まれた時から獄ごくにつなぎ、今初めて解放した。悪あく霊りようを作るなど、然さ様ように簡単なこと」

　ステッキをどける。鰐人が再び食いつこうとするのかと思いきや、霊体は絵のようにじっとしている。

「そして悪霊を操あやつるのもだ」

　エバーモゥの顔が変形した。髭が消え、若返る。見たことがあるような、ないような顔だ。というか。

（あれ、俺か？）

　嫌いやな予感がしてシャンクは自分の顔を触さわってみた。まず手に触れたのは髭の感かん触しよくである。

　剣を抜ぬいて、刃に顔を映す。間ま違ちがいない。エバーモゥの顔になっている。

　格好までは変わっていないが、シャンクの顔で大笑し、エバーモゥが声をあげた。

「邪じや魔ま者はしばらく遊んでいてもらおうか」

「なんだそりゃ！」

　悪霊のぎらついた目が向くのを見上げ、シャンクはたじろいだ。

　急降下してくる悪霊に合わせて後ろに跳ぶ。鰐人はその顎で地面に食らいつき、土を一吞のみにした。そのまま四足歩行で突とつ進しんしてくる。

　抜き身の剣をマントの陰になるよう構え、ちらりとブリアンらのほうを盗ぬすみ見する。ブリアンは呪じゆ文もんを唱えて上空のエバーモゥを攻こう撃げきしているがまるで通じていない。とりあえず、見られてはいないようだ。

（やるなら一撃！）

　余よ裕ゆうなどない。刃を翻ひるがえし狙ねらいを定める。悪霊は鋭するどい爪つめを広げ、かなりの速度で飛びかかってくる。その爪をぎりぎりまで引きつけ、身体からだと交差する瞬しゆん間かん、最小の動きでかわして首から斬きり落とす！

　狙い通りの動作だった。焦あせりも狂くるいもなく、精せい妙みような作業を心がける。交差必殺ですれ違い、確かに刃は悪霊の首を斬ったはずだったが。

　悪霊の首は瞬間、靄と化した。だがすぐに元通りになる。勢いのまま通り過ぎていき、振り返った鰐人の悪霊は、斬られたことすら気づいていないようである。

（……斬れない？）

　それだけではなかった。

　振り向いた悪霊が笑みを浮うかべる。人間離ばなれした鰐人の造作を思えば、それが本当に笑みかどうかは疑わしいが。笑みでなかったとしたらなんだというのか。

　なんにしろ悪霊はその表情を見せたのを最後に、すうっと消えていった。消しよう滅めつしたのではない。証しよう拠こに、再度突とつ撃げきしてくる足音が聞こえてくる。

　不可視の攻撃に、シャンクはマントを広げて身体を守った。衝しよう撃げきと牙きばは防いだが、威い力りよくまでは完全に殺しきれず身体ごと吹ふき飛ばされる。転てん倒とうしないようなんとかバランスを保って、シャンクは耳を澄すました。

　足音はいったん通り過ぎて、また近づいてくる……

　反応が遅おくれたせいか、今度の衝撃はさらに強かった。地面に転がって素す早ばやく体勢を直す。

（まずいな）

　剣を鞘さやに収め、懐ふところを探さぐってみる。取り出したのは瓶びんだった。赤い眠ねむり酒。どむーんと付け髭ひげベロはとにかくこれが赤いと言っていた。非生物や霊体を赤くするなにかが含ふくまれているのだろう。この悪霊にも効くかどうかは分からないが、試ためすしかない。

　問題は、見えない相手にこんなものどうやって飲ませるのかだが。

　かなりどうしようもない感じではある。いや、やりようは……最近似たようなことがあった。あれは肉食鬼に矢を食わせたのだが。

　足音の大きさと、地面を伝わってくる震しん動どうと。次し第だいに慣れて、シャンクはついに激げき突とつを食らわず完全にかわした。体勢を崩くずさなかっただけ移動の余裕ができる。走り出し、使えそうなものが落ちていないか探す。

　まず目に入ったのは断頭台とそこに横たわる鰐人の死体だが、その上にはエバーモゥが陣じん取どっている。ブリアンの呪文を受け流して、こちらは気にしていないようだが、迂う闊かつに近づくのも危険だろう。

　次に、点々と倒たおれている三色の魔法使いたち。やはり死体だが。無数の針に貫つらぬかれてろくに原形も残っていない。

　最後に、瓦が礫れきの下した敷じきになった魔法使い。身体は押し潰つぶされて無事なのは腕だけだが、かえってちょうどいい。

　走る方向をそちらに変える。背後には見えない悪霊の足音。シャンクは夢中で全力疾しつ走そうした。瓶の蓋ふたを開けておく。中には赤い眠り酒が入っている。

　幸い、追いつかれる前に魔法使いの死体の元へと辿たどり着いた。死体を利用するのには嫌けん悪お感があるものの、敵を斬るためならばどんな手も厭いとわないのが神流の剣けん客かくだ。死体の腕を引きずり出し、その手に瓶を握にぎらせると、腕と瓶だけを外に出してマントの下に潜もぐり込む。

　顔さえ同じなら襲おそいかかってくるような単純な悪霊だ。引っかかるはず。

　とはいえ祈いのる心ここ地ちで、決して長くない時間を待った。抱かかえる死体の腕は体温を失い、不快な冷たさと弾だん力りよくのない触しよつ感かんが伝わってくる。

　衝撃とともに、死体の腕が消え去った。鰐りん人じんが食いちぎって持ち去ったのだろう。シャンクがマントから頭を出すと、腕も、瓶もどこにも見えなかった。悪霊がもう吞のみ込んだのか。

　通り過ぎていく足音が小さくなった。遠ざかったというより、よろけて勢いを失った感じだ。見るとうっすらと赤く、鰐人の後ろ姿が浮かび上がっている。

　その場で悪霊は倒れ込んだ。何度か震ふるえたもののそこから動かない。

「ああそうか。眠り酒だっけ」

　赤いほうはどうでもいいだろうと自分で言ったのに、忘れていた。

「ふむ。切り抜ぬけたか」

　エバーモゥである。ブリアンの放った毒矢を片手で握りつぶし、その顔を本来の髭ひげ面づらにもどしていく。もう用は済んだということだろう。

　恐おそらくシャンクの顔ももどったのだろうが、確かめる間もなかった。

「ではもう少し実用的だが見み栄ばえしないほうでいこう」

　こともなげに言うと、エバーモゥは断頭台から動かずステッキを放ほうり上げ、左手の指をぱちんと鳴らした。途と端たんに身体が動かなくなる。瞬まばたきどころか呼吸もできなかった。たちまち酸欠状態に陥おちいり、五感も意識も真っ白になっていく。

　ものの数秒で死ぬだろう。思考が薄うすれ、混こん濁だくしていく中、シャンクはブリアンの悲鳴も聞いた気がした。恐らく同じ呪のろいをブリアンたちも受けたのだろう。完全に遊ばれていた。力がまったく違い過ぎる……

　ぶちゅっ。と破は裂れつしたのは自分の肺か血管か。だがその音を聞いた途端、シャンクは縛いましめを解かれた。身体が引っ繰くり返るほどに激しく心肺が動き出す。怪け我がをしたのは自分ではない。

　身体からだの半分以上を潰して苦く悶もんの声をあげているのは、エバーモゥだった。ちょうど巨きよ大だいな見えざる手に身体を握りつぶされたような格好で、無事なのは頭部と左手、あとついでにステッキくらいだが、死んではいない。赤黒い体液が、断頭台に横たわる怨うらみ遺のこした鰐人の屍しかばねへと降り注いだ。

　金色のものが風に吹き流されるのが見えた。長い。長い髪かみだ。

　どむーんとともに、その魔ま女じよは立っていた。月光館のシンシアルータ。何な故ぜか服を着ていないが。彼女が差し伸のべた手のずっと先、離はなれた場所で、エバーモゥは触ふれられてもいない手に握りつぶされようとしている。

　彼女もまた無傷ではない。穴の開いた首から大量の血を流し、シャンクの見ているうちにも血を吐はき、顔色を蒼そう白はくにしていく。

　血を吐いたのは、傷つきながら言葉を発しようとしているためだった。魔女シンシアルータに見つめられ、シャンクは息を止めた……それこそ呪いでもかけられたように。エバーモゥに反はん撃げきでもされているのか、彼女は見る見るうちに弱っていく。

「……この者はムーンストーンを持ってはいない」

　その声は明めい瞭りようではなかったが、なんとか聞き取れた。

「この男は排はい除じよする。あなたはムーンストーンを……手に入れて」

　彼女はそう告げ、もう一方の手を空に向けた。黒い渦うずが広がり、穴になる。

　シンシアルータが叫さけぶと、エバーモゥはその穴に吸い込まれていった。続けて魔女自身も飛び込んだところで穴は消えた。

　しばしの静けさが訪おとずれた。強大なシーカーと魔女が現れ、姿を消して、残されたのはずたぼろに傷ついた弱者の骸むくろばかりだ。

「ねこー」

　穴があったあたりにぱたぱた手を振ふって、どむーんが言うのが聞こえてくる。シャンクはぎょっとして目を凝こらした。どむーんの元はもとより、どこを見ても黒くろ猫ねこの姿はない。

（まさか、殺された？）

　まさかではない。意識を失いかけていた間になにが起こったのかまったく覚えがない。あのエバーモゥとやらがブリアンをこの世から消し飛ばす時間は十分にあったはずだ。

「そんな……」

　胸の閊つかえを服の上から手で押さえ、うめく。

　そうでなくとも今日、どれだけの数の人間が、魔法使いが、それ以外のものが死んだのか。

　見回せば死体、死体、死体、死が充じゆう満まんしている。

　不死秘法ひとつのために誰だれも彼もが争い、たちまちこれだけ屍の山が築かれる。

　暗黒時代。魔法使いが不死秘法に狂きよう奔ほんした世界が、今日またなんの罪もない宿場町に再現されている。

「くそっ」

　自分が死んでいたとして、それは卑いやしい盗とう賊ぞくの死体がひとつ増えたに過ぎない。そしてブリアンがもう生きていないとして……やはりシーカーの死者がひとり増えたということでしかないのだろう。が。

　それでも、あの猫といっしょに旅するのは楽しかったのだ。

　ぼそっと背後でなにかが落ちた。途端、どむーんが叫ぶ。

「ねこー！」

　どむーんが飛びついたのは地面に落ちた黒猫である。彼女に抱き上げられても目を閉じ、ぐったりと横たわったままだ。シャンクも声を失い駆かけ寄るが、触れたどむーんの手がたちまち血まみれになってるのが見て取れた。傷だらけだ。

　抱かかえられて嫌いやがるどころか意識も怪あやしい。四し肢しをぴんと伸ばして身動きしないが、かろうじて息だけはあった。

「ど、どこから？」

　ブリアンがどこから落ちてきたのか、上を見ても建物はあらかた崩くずれているし、近くには木も立っていない。まあこの際、どうでもいいことではあった。ブリアンはちらりと片目を半分ほど開け、金色の瞳ひとみを見せた。

「だい……じょうぶ……少し休めば」
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「そんなわけないだろ、これじゃ」

「いいから……ムーンストーン……早く……」

「あんな魔女の言ってることなんてどうでもいいだろ！　どこかで手当てしないと」

　思わず怒ど鳴なったが、だからといってこの状じよう況きようで猫を安静にしておけるか定かではない。普ふ通つうの猫ならばとうに死んでいる出血量に思えるが、普通の猫と同じに考えて良いものか、そうでないのか。

「ねこー……」

　不安げにつぶやくどむーんの頭を、とりあえず撫なでてやってから。シャンクは隠かくれられる場所を探そうと身を翻ひるがえした。

　だが折おり悪あしく、また新手の魔法使いが現れる。もはやどこの世界のどんな種族だろうと驚おどろきの対象にはならないが、地面からにゅうっと出てきたのは髪かみの代わりに蛸たこの足を生やしたようなそんな生物である。見るとその男が出てきた足あし下もとだけ丸い形の池になっている。

　シャンクは敵を見み据すえて構えを取った。一度もそこから目を離はなしていないと断言できる。だがその蛸の背後にもうひとりの人間が現れたのがいつかは、まったく分からなかった。

　長身の男である。一度見てからはもう二度と忘れられない凄せい絶ぜつな殺気を放つ剣けん吞のんな物もの腰ごし。その迅じん速そくさは尋じん常じようなものではなかった。現れたその時にはもう既すでに、標的に振り下ろす刃やいばを放っている。

　巨きよ大だいな剣が、蛸の魔法使いを縦に割った。脳天から尻に一直線、皮ひ膚ふも骨も血もその斬ざん撃げきを一瞬も止められない。刃はそのまま地面に突つき刺ささった。大地をもそのまま割りそうな一撃である。

　魔法使いが絶命してふたつの肉片に分かれる向こう側で、ゴダード・ハルクマンは眉まゆひとつ動かさない。剣を持ち上げ、肩かたに乗せる。

　奇き怪かいな剣だ。類を見ない形状である。先せん端たんに行くほど幅はば広ひろの、逆三角形の刀身。大きさは背の高いゴダードをさらに上回る。重量も相当のものに違ちがいないが、それを担かつぐゴダードの動きは重さに振り回されるところがない。重心が明確なだけ扱あつかいにコツがあるのだろうが。

　息を吞のんでシャンクはその剣けん客かくを見据えた……いや、目を逸そらせなかった。魂たましいを抜ぬかれたようなものだ。近くに来ているだろうとは思っていたが。

　ゴダードは魔法使いをひとり殺したことなどもう意識してもいなかった。死体を踏ふみ越こえ、つぶやいてみせる。

「ああ、これか。俺の愛刀は見ての通り、目立つのでね。滅めつ多たに持ち出さない」

　と、肩に担いだ剣を示して続ける。

「どんな馬ば鹿かがなに考えてこんなもの作ったんだか。不格好だが殺しのことしか考えていない。そんな剣だ。気に入っている」

　およそ実用的な剣とは言い難がたい。重量と形状とで威い力りよくは出るのだろうが。

　ただ、今の斬撃ならば板金鎧よろいでも貫かん通つうしそうだ。長大な得物を振ふり回す隙すきも、この剣客の技ぎ倆りようならば問題にならないだろう。

　ゴダードはただ一直線にこちらへと進んでくる。その歩みがふと止まった。

　通りの向こう、恐おそらくゴダードが現れたと思おぼしき曲がり角からミーティーが飛び出してきたのだ。その後についてカイクも。ゴダードの姿を見つけて、ミーティーが悲鳴をあげる。

「あああ。やっぱりぃぃぃぃ！」

　が、ゴダードは気にも留めなかったようだ。

「ノルマなら気にするな。道すがら飽あきるほど殺してきた。適当に見み繕つくろってお前のノルマ分くらいは手に入れた」

「あらホント？　おじさまらぶ」

　くねくねと媚こびたポーズでミーティー。横でカイクは用心深く距きよ離りを取ろうとしている。

〝次に会った時には斬きる〟

　この剣客とは、そう言い残されて以来の再会である。ある意味で先ほどのエバーモゥなどよりも遥はるかに大きな圧あつ迫ぱく感を覚えながら、シャンクは剣の柄つかに手をやった。ゴダードは立ち止まったままだが、虚きよをついて一瞬でどんな距離も詰つめてくる。意識を逸らせば次の瞬間には殺される。

　遠くでまた爆ばく発はつが起こったのだろう。音と、乾かわいた熱風が吹ふき寄せた。目の前をひとひらの灰が舞まって落ちていく。それで視界を塞ふさがれる程度ですら肝きもを冷やした。

　が、ゴダード当人はいたって物静かに語り始めた。

「お前たちが探してるというムーンストーンだが、ここにはないな」

　ザネックロックにはという意味だろう。首を振って話を続ける。

「有力な奴やつを何人か斬ってみたが。誰だれも持ってないどころか、誰が持ってるのか誰ひとりとして見当もつけてなかった。さすがにおかしい」

　さらに付け加える。これを言いたかったのだろうが。

「何人か、殺される前にこんなことを言っていたな。ムーンストーンは名前を失っているかもしれない。だから見つけられないとな。まったく盛大に無む駄だ死じにさせられたものだ」

　ゴダードの視線はシャンクを通り過ぎて、背後へと向かっている。はっと、シャンクは悟さとった。隙を見せられなかったのも忘れて思わず振り返る。ゴダードは、どむーんのことをミーティーからでも聞いていたのか。

「どむーん？」

　少女の形をした魔力結けつ晶しようは、丸い目をさらにきょとんと丸くしている。シャンクは訊たずねた。

「お前の名前、ムーンストーンなのか？」

　なにも言わず、どむーんは首を左右に振った。だがブリアンがつぶやく。

「ムーンストーンは俗ぞく称しようだ。かあさ……魔女が呼ぶ時の真の名前は、確か……」

　黒くろ猫ねこは震ふるえながら、聞こえない声でなにかを囁ささやいた。他人に聞かせたくない時の囁き声か、あるいは単に声が掠かすれたのかもしれないが。

　なんにしろどむーんはまったく同じ動作で首を振ってみせた。

「なまえちがうなまちがえー」

　どむーん自身が記き憶おくを失っていても、真の名前で魔法使いに呼びかけられれば魔力結晶は支配される。実際、出会った時にどむーんを所有していたシーカーはどむーんを魔力として使っていた。そういうものであるらしく、どむーんはもちろん真の名で呼ばれれば否定できない。

　つまりはあてが外れたということだ。シャンクは嘆たん息そくした。

「違うか」

　しかしブリアンは、じっとどむーんの顔を凝ぎよう視ししている。初めて目にしたように。突とつ然ぜん、猫はなにかに気づいたのか絶句した。

「いや、もしかして……そんな」

　やはり力の入らない小声で、その猫の囁きを聞いていたのはシャンクとどむーんだけだったろう。

　ゴダードが再び話を始めた。とんでもない隙を見せていたことにぞっとしてシャンクが向き直るが、彼はいた場所から動いていない。

　からかうように人の悪い笑みを嚙かみ締しめ、ザネックロックを一望する。

「ひどい有様だ。だが明日には正せい騎き士し団が来て、ここを鎮ちん圧あつする。この惨さん状じようが噂うわさになれば、正教会に庇ひ護ごを求める者がまた増えるだろうな」

　言われるまでもないことだ。シャンクはうなずいた。

「それがどうかしたか」

「教区がまた広がるわけだ。支配地が広がれば広がるほど正教会の運営は破は綻たんしていくが、奴ら自身それを分かっていても止められん。この世に人の生きる道を示し、遍あまねく広めること……その目的を失えば正教会は根底から消え失うせる。どちらにせよ時間の問題だが」

　と、左手で己おのれの大剣を小こ突づいてみせる。

「剣けん客かくも同じ。より優すぐれた殺人を目指さなくなれば、自分が死ぬ。だから行き着く先が殺すか殺されるか、無意味な境地と知りつつも刃やいばを磨みがき続けるしかない。最後の破は滅めつを分かっていても足を止められない。いや、誰もがそうだ。木こりは切り続ければ森がなくなると分かっていても木を切るのを止められない。止めれば飢うえて死ぬからな」

「不死秘法……」

　うめき声をあげたのはブリアンである。ゴダードはなにかよほど面おも白しろ味みを感じたのだろう。皮肉の口調に強さを増した。

「不死秘法はそれを覆くつがえすものだと？　そう思うか？　どうも俺には、そう思えんのだがね」

　風が吹いた。爆ばく風ふうでも魔法の風でもない。ただの風だ。

　焦こげた砂を、灰を、死体の血と糞ふん尿にようの悪あく臭しゆうを、炎ほのおの熱気を、吹き流して通り抜ぬけていく。

　ブリアンのつぶやいたのは、ゴダードの言うような意味ではない。シャンクはそう直感していた。

　多分、その逆だ。

　それでもそれはゴダードに言い聞かせるようなことでもない。シャンクはふっと、肩かたから力が抜けるのを感じた。脱だつ力りよくして初めて、自分がどれだけ硬こう直ちよくしていたのか気づく。ゴダードの術中にはまっていたのを、ブリアンの囁きが図らずも救ってくれた。

（そうだ。ゴダード・ハルクマンは優れた剣客だが、無敵じゃない）

　人の心を読めるわけでもない。

　こちらの気勢の変化を受けて、ゴダードもまた顔つきを変えた。あるいは待っていてくれたのかもしれない。

「さて。感傷を語りに来たわけじゃあない。お前を調べたよ、シャンク・アーバロン。神流は絶えたとされていた剣だ。辿たどるのはかえって簡単だった」

　肩の上に片手だけで支えていた大剣の柄つかに、両手を添そえる。今にも動き出しそうだというのにいつ動くかは分からない。

　気組みだけでも思い知る。ゴダードの剣は変へん幻げん自じ在ざいにして不動、実を虚きよに変え、虚を実に変える。剣客としては完成された術だ。まっとうに挑いどんだところで勝ち目はない。

（だが俺だって、この男をどうすりゃ斬きれるか、ずっと練ってたんだ）

　剣を抜き、下段に持つ。普ふ通つうならば消極策とされる位置だが、小細工を旨むねとする邪じや剣けん、神流は下段や抜き打ちを多用する。

「あのー。ノルマが問題ないんなら、なんでそんな斬り合いムードなんでしょ」

　おずおずと気まずげに、ミーティー。実際、この果たし合いの意味が分かっているのはシャンクとゴダードふたりだけだったろう。

　ゴダードは完全に無視して話を進めた。

「俺が斬った神流剣士は名もない老人だった。五年前になるか。今にして思えばミアキス家を守るため名を捨てていたのだろうな。だが主家を出ても、生しよう涯がいを剣の練法にだけ励はげみ、他ほかにできることもない悲しさか。奴やつは人斬り稼か業ぎようについていた。獲え物ものを斬る場を決して見せず必ず一太た刀ちで殺す奇き妙みような殺し屋の噂に、俺は興味をそそられ、俺を殺す依い頼らいを自分で出した」

　口早に続ける。

「立ち合ってみればつまらない技わざだった。奴は斬るところさえ見られなければ技は隠かくせると思っていたのだろうがな。俺は奴に前もって別の依頼を出し、十人ほど斬らせた。そして斬った死体と殺害現場を検分し、奴の手口を暴き出したわけだ」

　簡単に言っているが、死体を調べたくらいで殺した技を見み抜ぬくというのは尋じん常じような眼力ではない。それ自体がゴダードという剣客の並ならぬ才覚と言える。

　この当代随ずい一いちの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは最後にこう締めくくった。

「後に調べて分かったよ。その老人の名はエンディル・ディーモンス。お前の師の父だ。さて、これで俺を斬る理由にはなったかな」

「そんだけしゃべってくれりゃ十分だ」

　半分以上やけくそに、シャンクは告げた。もはやミーティーやカイクの顔色を見る気にもならない。これまで必死に隠してきたことをほとんど全部ぶちまけてくれた。

　下段のままシャンクは待った。気を張り、敵の攻こう撃げきにいつでも合わせられるように。

　神流の奥おう義ぎは交差必殺として伝えられる。邪剣と蔑さげすまれた流派がその神しん髄ずいとして目指したのがこの言葉だった。どのような状じよう況きようにおいても変化に応じ、敵の防ぼう御ぎよをすり抜けて急所を突つくこと。逆にこれを目指した結果として、神流の手段は大半が小細工や小手先の技になったとも言える。どちらが先かは開祖にでも訊たずねてみなければ分かるまい。

　絶対に剣で剣を受けることなく、不可視、無音のまま斬るべし。なれば交差して必ず殺害せしめる。これが交差必殺の考えである。

　一度、ゴダードにはこれを完全に破られている……敵の剣をすり抜けようにも、ゴダードの読みの速さは人間業わざではない。予知しているのではないかという動きを見せる。

「一応、返事を聞こうか」

　ゴダードは緩ゆるやかに口を開いた。

「俺に学ぶか、否いなか」

「お前から学ぶべきことは、もうとっくに学んだよ」

「そうか。なら見せてみろ！」

　声よりも先んじて剣気を感じる。

　人間は脈動している。どれだけ静和を保っているつもりでも、静かならば静かなりに波打っている。それは海と同じだった。流れが止まることは決してない。

　ゴダードはその脈動の機に仕し掛かけてくるのだ。五感を束ねて伸のばしても及およばない、理り不ふ尽じん極きわまる素す早ばやさの秘ひ訣けつはそこにある。感じた時にはもう遅おそい。己おのれを屠ほふる刃は逃のがれきれない場所まで来ている。

　だからシャンクは、感じる前から逃にげ出すつもりでいた。避よけるのでもかわすのでもない。可能な限りの速さで敵から遠ざかる、それだけを考える。だがそれでも足りないだろう。逃げて逃げ切れる剣ではない。

　身体からだを投げ出して両足ともに宙に浮うく。後ろに跳とんでいるだけ、ゴダードの剣筋を見る余よ裕ゆうがある。やってみて余裕というほどの余裕ではないと分かったが……

　それでも見えた。大剣の刃がシャンクの身体を追ってきている。このままでは斬られる。その剣先に向けて、シャンクは自分の剣を突き出した。

　金属が打ち合う音。ゴダードの剣を止めることはできず、反動で吹ふき飛んだのはシャンクのほうである。

　だが勢いに逆らっていたら剣ごと両断されていただろう。跳ぶことでしのいだのだ。

　地面に下りる。痺しびれる手の中で震ふるえる剣を、馴なれない小動物のように落ち着かせた。ゴダードは動きを止めている。続けて斬り掛かかることはできたはずだが、こちらを見て面おも白しろがるように瞳ひとみを輝かがやかせていた。

　シャンクがしたことの意味は、やはりゴダードにしか分からなかっただろう。シャンクは自ら剣で剣を打った。

（まずは奥義を捨てる）

　これまでの理想から捨て去る。だが。

「そんなかわし方をしてどうなるというのだ」

　案の定、ゴダードには吐はき捨てられた。

「無意味にもほどがある。永遠にかわし続けるつもりか」

「永遠にかわせるような斬り方しかできないのならそうするつもりだ」

　シャンクは告げて、また下段に構えた。

　無論、そんなことはできない。続ければいつか捕つかまる。いやそう何度も続けることすら無理だろう。

　ゴダードもそれは分かっているはずだ。分かっているだけに訝いぶかしんでいる。

「よかろう」

　言い置いて、大剣が再び動き出す。

　太刀筋は先から変化ない。シャンクはまた同じように移動した。後ろへ跳び、ゴダードの剣を読む。

　本当にまったく同じ剣筋を見せることなどあり得ない。なればこそ、シャンクは次にゴダードがなにを仕掛けてくるか分かっていた。

（フェイントだ）

　これほどの大剣を振ふり回し、変化までさせるのは常識外だが、ゴダードならばやるだろう。シャンクは先ほどより半分の距離だけで跳ちよう躍やくを終わらせ、地に足を着けた。

　もっとも、あり得ないと思わせておいてそれすら罠わなかもしれない。ゴダードはなんの変化もなく剣を振り抜ぬくかもしれず、その場合にはシャンクは為なす術すべもなく斬られていただろう。

　その判断は勘かんでしかなかった。だが本物の剣けん客かくと斬り合って命を半分の確率に賭かけられるのであれば、むしろ分が良いくらいだ。

　ゴダードの剣が消えた。変化は右か、左か。視界内にはゴダードの姿すらない。シャンクはその場で真上に跳び上がった。同時に身体を入れ替かえ、背面を向く。なんでもいいから最初に目についたものへ、剣を叩たたきつける。

　弾はじいてみて分かる。案の定それはゴダードの剣だった。凄すさまじい勢いの大剣に剣を合わせ、威い力りよくには逆らわず身体を運んでもらう。吹き飛ばされはするものの、それは距離を稼かせぐのに必要だった。ゴダードの刃がとどくところに留とどまれば死は免まぬかれない。

　間合いを開けて着地する。膝ひざが震えた。今のはまったく技わざでも読み合いでもなく、ただ半分の確率で生き残ったに過ぎない。

　シャンクは黙だまって、下段に構えた。

　ゴダードもまた無言で剣を担かつぐ。

　この日、あれだけ動き回ってきたにもかかわらず疲ひ労ろうは感じない。ゴダードもまたこれだけの武器を振るって魔法使いをさんざん斬ってきたであろうに、呼吸にも乱れがなかった。

（詰つんだな）

　ぽつりと胸中に、シャンクはつぶやいた。

　変化するゴダードの剣をかわすには、シャンクはその度たびに足を止めなければならない。初太刀はともかく二度は五分の勘でしかかわせない。もう一度の変化が来れば、それもさらに五分の勘。ほぼ確実に斬られるといっていい。ゴダードの技ぎ倆りようならばフェイントの上にまたフェイントを重ねることなど朝飯前だろう。

　肺を緩ゆるめ、気を漏もらしていく。

　敵が動き出すのを察するのに注意を注ぐ必要もなくなっていた。すべては定まった筋書きのように頭の中で組み立てられていく。

　これで最終幕に入る。題をつけるなら……とどめの時、か。

　シャンクは剣を握にぎり変え、上段に移した。気を吐き、一いつ閃せんに打ち抜く。

　これまでがそうだったように、こうと思った時にはゴダードはとっくに動き出していた。シャンクを両断するべく振り下ろされた大剣を、シャンクはもう見ていなかった。ただ無心に己おのれの剣を放っていた。心動かすことなく、ただ精せい妙みようだけを心がけて。

　無音のままシャンクの刃はひとつの手て応ごたえを返してきている。大剣を打った金属の衝しよう撃げきとは違ちがう。肉を裂さく一撃の反動だった。

　シャンクの剣の切っ先はゴダードの手のひらを切り裂いていた。握あく力りよくを失った剣客の手から大剣がすっぽ抜け、シャンクの身体からだを掠かすめて飛んでいく。剣と剣が交わることない交差必殺。ゴダードは貫つらぬかれた右手を押さえ、驚きよう愕がくに目を見開いている。

「技に溺おぼれたな、ゴダード」

　切り払はらった刃を翻ひるがえし、ゴダードに突つき付けてシャンクは告げた。

「お前の剣は速い。だが二回もフェイントを入れれば、そりゃあ俺のほうが速いさ」

「三度目は……避よけずに斬りにくるつもりでいたというわけだ。なるほどな」

　傷を押さえ、ゴダードが苦笑いを浮かべる。

　狙ねらいが完全だったわけではない。シャンクは敵の手首から斬り落とすつもりでいたのだ。それでも戦せん闘とう能力を奪うばえたのは幸いだった。

　安あん堵どを隠かくして声を厳しく、シャンクは続けた。

「俺をただ殺すのではなく、完全に負けさせた上で殺すことにこだわったからだ。最初から最後まで一太た刀ちで殺すつもりで来られたら付け入る隙すきなんてなかった」

「まさに技に溺れたか。まあ、そうまくし立てて恥はじをかかせるな……自分の見込んだ奴やつに出し抜かれたってだけだ。こんなこともあろうとは思ってたさ」

　言ってからゴダードは右手を閉じ、傷を握り締しめる。見た目ほど重傷を与あたえたわけではないらしい。癒いえれば剣も握れるだろう。

　彼がそんなことを見せつけた理由は、なんとなくだが分かっていた。

（剣客なら、厄やつ介かいな敵はここで殺しておけと言いたいんだろう……）

　恐おそらく、今しかそのチャンスはない。

　だがシャンクはそのまま剣を鞘さやに収めた。ゴダードに背を向けると、どむーんとブリアンのいる場所へと歩き出す。

　と、背後から聞こえてきたのはミーティーの声だった。

「あああんた、なにやっちゃってるのよおおお」

　肩かた越ごしに見やると、彼女は笑い顔とも泣き顔ともつかない表情でへなへなとその場にへたり込んでいる。理解できない状じよう況きようが脳の許容量を超こえてしまったらしい。湯気でも出しそうに目を回している。

「ゴダードよ。正騎士殺しのゴダード・ハルクマンなのよ。斬きっちゃったじゃない。あんた斬っちゃったじゃない。なにがどおなっちゃってるのよ」

　振ふり向いたついでに、ゴダードと視線が合った。彼が告げてくる。

「俺を斬らんのか」

「あんたを見て学んだのは、俺は師し匠しように憧あこがれたけれど、それは彼が剣客だったからじゃないってことだ」

　シャンクは答えて、彼らから視線を外した。

「俺は剣だけの生き方はしない。もっと上を見る」

　どむーんは猫ねこを抱かかえたまま、立ち尽つくしていた。うつむいて黒猫をのぞき込んでいる。見るとブリアンは気を失っているらしい。どの時点から気絶していたのかは分からないが。もしかしたら今の戦いも見ていなかったかもしれない。

　その時、はっと気づいた。ミーティーのそばにいたはずのカイクがいない。

　と思った時にはカイクの姿は真正面にあった。消えていたのは隠れ身だろう。カイク・ウェインの身体から蝶ちようが飛び、どむーんの頭に留まった。彼が囁ささやくのが聞こえる。カイクが話しかけた相手はその場にいる誰だれでもない。

「こういうことですか？」

「まさに、馬ば鹿かの暗がりとはこのことだな」

　答えたのは蝶だった。

　留まったまま羽ばたく。

「よくぞ見つけてくれた！」

「くそっ！」

　なにかは分からない。しかし致ち命めい的な失策を犯おかしたことは直感して、シャンクは剣を抜ぬきかけた。

　だが遅おそかった。手が武器に触ふれる時には目も耳も塞ふさがれるほど、すべて死界の蝶に埋うめ尽くされていた。
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　目を覚ましたことで初めて、自分が意識を失っていたのだと気づいた。

　どれだけの時間だろう。一いつ瞬しゆんか、もっと長い時間か。

　まぶたを開くとそこは部屋の中だった。明るくはない。壁かべと天てん井じようがあるのは分かるものの、そのすべてが闇やみに閉とざされている。仄ほのかに灯ともった輝かがやきは、音もなく羽を打つ一匹ぴきの蝶ちようのものだ。その蝶は部屋の中央あたりをぐるぐると回っているらしい。光の下には、グレイニンが椅い子すに腰こし掛かけ、悠ゆう然ぜんとしていた。

　椅子の他ほか、部屋にはなにもない。シャンクは起きてすぐ手て探さぐりしたが腰こしに剣けんはなかった。マントもない。正しよう真しん正しよう銘めいの丸まる腰ごしだ。

「気がついたようだな」

　すぐにグレイニンが言ってくるあたり、目を覚ましたのもこの男の魔ま法ほうの仕し業わざなのかもしれない。彼が手をかざすと蝶は指先に留まった。

　蝶の羽の縁ふちをなぞるように唇くちびるで触れるグレイニンに、シャンクは告げた。

「みんなはどこだ」

　室内にはふたりしかいない。

　グレイニンは、ふっと気の抜けたような微び笑しようを漏もらした。その吐と息いきで蝶が口元から飛び立つ。

「誰も死んではいないし、全員また月光館に呼び寄せたよ。君と同様にね」

「どむーんが、お前の探していたムーンストーンだったのか」

「そういうことになるな。わたしも考こう慮りよすべきだった。ムーンストーンは儀ぎ式しきで大半が使われて、あれはその欠片かけらでしかない。その時点で元の名前を失い、地上に落ちて姿を変えてから別の名前を得たのだろう。これだけでも分かりにくいものだったというのに、その上また名前を失っていてはな」

「じゃあお前は、必要なものを全部手に入れたってことか」

　シャンクのつぶやきに、グレイニンは大様な態度で座り直した。

「必要なもの、即すなわち不死秘法、魔法の究極だ」

　勝利者を気け取どってか。急に話を変えてくる。

「不死秘法について語ろうか。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくよ。お前のような者は、不死秘法とはどのようなものだと思うのだ？」

　今さらという話題ではあったが、シャンクはうなずいた。

「ブリアンやベロは、それはただ死なないこととは違ちがうってこだわってたな、確か」

「魔法に携たずさわらない者としてはその答えが限界であろうし、上限まで理解したことには素直に賞賛を贈おくろうかな」

「どこが素直なんだ」

　吐はき捨てたシャンクの声は無視して、グレイニンは続ける。

「ガンバンワロウンは多頁宇宙を発見した賢けん者じや。その後、不死秘法を見み出いだした。彼が遺のこした絶望の言葉が知られている……不死秘法の実証は、世界を永遠に呪のろうだろうと。わたしは賢者の発見が、ひとつながりのものだったのではないかと思う」

　と、実に魔法使いらしくもったいつけて間を置いてから、

「ガンバンワロウンはかつて弟で子しに問われ、世界とはなにかという問いにこう答えた。世界とは揺ゆるがしようのない現実が規定されてある環かん境きようのことだと」

「どういう意味だ？」

「つまりそこにいる者にとって、決して突とつ破ぱできない境界があるということだ。猫ねこが一匹、絶海の孤こ島とうにいたとする。猫が決してそこから出られないのであれば、猫にとってはそれが世界。だけれどそこにいるのが人間だったなら。彼はいつか海の向こうを夢見て、木を切り倒し、筏いかだを造る。その筏で海を渡わたるなら、彼にとっては海もまた世界になる。さらにそれが渡り鳥だったなら。夢見る必要すらない」

　彼の声こわ音ねは段々と興奮を交えて高まっていった。細い拳こぶしを握にぎり力説する。

「では我らの世界を見てみよう。次元侵しん略りやく者しやはいくらでもいる。我らは異世界の存在を知り、それを渡と航こうする手段もある。空の彼方かなたまで飛ぶのも、地の果てに至るのも一瞬。できるできないは別として、夢見ることにかけて魔法は万能だ！　ガンバンワロウンの多頁宇宙とはつまり、世界の無限可能性の肯こう定ていなのだ。ここまでは良いかね」

「ああ」

「では次のお題だ。無限可能性を持つこの世界で、我らにとっての不可能、越こえられぬ境界とはなんなのか」

　しばらく考えてからシャンクは答えた。

「……寿じゆ命みよう」

　シャンクに答えられるとは思っていなかったのだろう。魔法使いはかなり大おお袈げ裟さに同意してみせた。

「そう。生まれ出たからには必ず消えゆく。寿命をどれだけ延ばしたとしても、この境界は越えられない。つまり我らにとっての世界とは、生まれてから死ぬまでの生しよう涯がいということ。その〝生〟には霊れいの状態も含ふくめてね」

　興奮を抑おさえるためか、彼は大きく息を吸った。

「無限可能性を謳うたいながら、この〝死〟を覆くつがえすことだけが不可能。つまりこれが我々の世界の境界なのだ。現実にはその他の点においても我々は万能ではないが、万能を目指せばその到とう達たつは自然とイモータルになるのさ。つまり本当の無限可能性の住人に。我々に彼らを探知できないのはそのおかげだ。彼らは我らの理解を超ちよう越えつした新たな世界にいる……」

　そこまで語って急に夢から覚めたように、グレイニンはかぶりを振ふる。

「いいや、目前に迫せまったとはいえ準備の完成はまだだ。変化したムーンストーンの真の名前を探らなければ」

　魔法使いが立ち上がると椅子は床ゆかに沈しずみ込んで消えていった。なにもなくなった床を、グレイニンは歩き出す。奇き妙みようなことにグレイニンが横に進んでいっても、シャンクの目には彼が移動したようには見えなかった。

　試しにシャンクは、グレイニンのほうへ歩いてみた。が、進んでいるというのにまったく近づけない。

　グレイニンは面おも白しろそうに肩かたを竦すくめてみせる。

「無む闇やみに動かないほうがいいな。この死界獄でわたしが君の位置を見失えば、君は永遠にここを彷徨さまようことになるぞ」

「…………」

　すでに術中にはまっている。シャンクは立ち尽つくし、成り行きを待った。

　やがて左方に、つまりグレイニンが進んでいくその先に、グレイニンを照らしているのと同じ灯あかりが見えた。

　どむーんはそこにいた。無事にいたわけではない。巨きよ大だいな氷柱の中に囚とらわれている。

　グレイニンはその手前で立ち止まった。彼を照らす光とどむーんの氷柱の光、ふたつがひとつに混ざる。乗り移るようにしてグレイニンは光を跨またぎ、氷柱に手をかけた。

「これを所有していた元の魔法使いはその名を知っていたはずだが。霊を呼び出したものの記き憶おくが破は滅めつしてしまっていたよ。冥めい界かいで受けている責め苦を思えば仕方ない。もう少し強きよう靱じんな者だったら良かったのだが」

　氷柱のどむーんをのぞき込み、また首を左右に振る。

「わたしの力ではここで手て詰づまりだ。だが手はある。我が魔女、シンシアルータ様のお力が完全なものになればな」

「ずっと気になっていたんだが、この話の目的が分からない。なにが言いたいんだ」

　いい加減苛いら立だちが限界に達して、うめく。さっきから魔法使いがわざわざ自分に聞かせるような話とも思えないのだが。

　グレイニンの発した言葉は、不意打ちだった。

「アイゴールエルバロムを滅ほろぼしたいかね？」

　息を吞のむ。

　シャンクは失いかけた言葉をなんとかまとめて口に出した。

「わざとなんだな？　縮退の王とやらを俺に見せたのは」

「もちろんわたしは知っている。君の主の命を今も吸い続けているのがあの縮退の王だということをね。つまらんシーカーが、よくも背せ伸のびしてあんなものに捧ささげたと呆あきれる……」

　魔法使いが片手を振ると、光が半分消える。どむーんの囚われた氷柱が影の中に消え、グレイニンだけが残った。魔法使いの酷こく薄はくな姿が。

「シンシアルータ様にはそれをやめさせることも可能だが、ただでというわけにはいかない。あの貪どん欲よくな生き物に言うことを聞かせるというのは簡単ではないのだ。だがそれだけの労力の見返りに、わたしが君に求めるのは本当に容易たやすい事こと柄がらだよ」

（なんだってやるさ）

　心の声が伝わろうと伝わるまいと構わない。シャンクは囁ささやいていた。そのために探たん索さくの旅を続けてきた。

　だがグレイニンが突つき付けてきた要求は、こんなことでしかなかった。

「あの猫ねこに君が訊たずねたまえ。正体は何者かとね」

　なにを言われたか理解するまで、シャンクは強こわ張ばった身体からだで相手を睨にらみ続けていた。理解してからは拍ひよう子し抜ぬけして肩を落とす。

「……なんでそんなことを」

「理由は言わない。訊ねたまえ」

　魔法使いはそれだけ言い切った。そしてまた手を振ると光はすべて消え去った。
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　暗くら闇やみはさほど続かなかった。目を開ける。また気絶していたのか、それともあれは夢だったのか。

　シャンクが起き上がると、そこは月光館のホールだった。玄げん関かんの扉とびらは閉とざされている。見るとすぐそばにはミーティーが床ゆかに転がっていた。カイクはいない。ミーティーはシャンクが起き上がるのと同時に、ううんと声をあげて寝ね返がえりを打った。二ふつ日か酔よいにでも苛さいなまれたような顔つきでのろのろ起きようとしている。

　どむーんの姿はない。代わりに……

「あれ？」

　シャンクは足あし下もとから付け髭ひげを拾い上げた。どむーんがつけていたものだ。赤いままである。ふと腕うで組ぐみし、あの牢ろう獄ごくで見た氷こおり漬づけのどむーんが付け髭をつけていたかどうか思い出そうとする。記憶は曖あい昧まいだったものの多分つけていなかった。そのくせ、会話の内容は一字一句思い起こせる。

（夢じゃあない、か）

　身の回りを確かめてさらに確信する。剣もマントもなくなっていた。

　装備をなくしたのは自分だけらしい。ミーティーは元のままだ。もしかしたら自分の剣もそこらに落ちているのではと、シャンクは見回した。そして。

「ブリアン！」

　階段の陰に、黒猫が横たわっているのを見つける。息はある。駆かけ寄るとブリアンは目だけ細く開け、囁いてみせた。

「……どむーんは？」

「いない。多分、グレイニンに囚とらわれてる」

　シャンクは答えて、赤い付け髭を見せた。ブリアンは当然予測していたのだろう。驚おどろいた様子もなく目を閉じた。

　眠ねむるつもりかと思ったが、そうではない。身体が何度か震ふるえ出した。ふらふらと四し肢しを突っぱって立ち上がろうとしているが、力が足りないのだろう。

〝訊ねたまえ〟

　頭の中で魔法使いの声が響ひびく。

　顔をしかめてシャンクは無視した。しかし、いちいち繰くり返されれば気にかかってくる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　黒くろ猫ねこを抱かかえようかと手を出すのだが、ブリアンは弱々しく首を振ふって拒きよ絶ぜつした。ようやく自分で身体を持ち上げ、嘆たん息そくする。

「どむーんがムーンストーンだ」

　ブリアンの言葉に、シャンクはうなずいた。

「ああ。だが名前が変わってしまってるとグレイニンは言ってた。あの魔ま女じよに名前を探させるつもりらしいけど……」

「不完全な魔女の力じゃ無理だ」

　説明を遮さえぎるブリアンに、シャンクはぎょっとした。あの話を全部聞いていたのではないかと思えたのだが、そうではないらしい。他人ひと事ごとのように淡たん々たんと話を続ける。

「グレイニンはきっと是ぜが非ひでもぼくを殺そうとする。でも術の扱あつかいならぼくのほうが一歩先んじている……簡単に殺せないのはもう分かってるはず……確実な手は……きっと……」

　ぶつぶつと途と切ぎれ途切れに、口調が怪あやしくなっていく。まだ朦もう朧ろう状態なのかもしれない。

「うーあー」

　ちょうどその時、ミーティーが伸のびをした。が、すぐに額を押さえてうずくまる。

「げぇぇ。なにこの感じ。激痛」

「どうした？」

　訊ねると、彼女はさらに頭を低くした。頭を下げれば頭痛が治まるとでもいうように。

「もっのすご痛。胃の中から喉のどまで剛ごう毛もうが詰つまってる感じだし。全身だるいし」

「俺はなんともないけど……」

　自分以外がこの状態ではかえってなんともないほうが後ろ暗い。シャンクは言葉を濁にごして階段を見上げた。二階奥の通路にはなんの気配もない。こんなところを攻こう撃げきされればひとたまりもないだろうが、グレイニンはそれはしないだろう。

〝訊たずねたまえ〟

　脳のう裏りに響く声に、理解できないなりに得心がいく。戦う代わりにグレイニンが打った手が、それなのだ。恐おそらく。

（お館やかた様の呪のろいを解くとちらつかせて、俺を利用してなにかするつもりなんだ）

　確かに、ブリアンに訊ねるくらいでそれが叶かなうのなら、いくらでもする。

（だが、訊ねたら……どうなるんだ？）

　それが分からない。ブリアンはここに来てからしきりに、なにも訊きくなと繰り返していた。意味なく言っていたとも思えないから、なにかしらの理由があるのだろう。訊ねるなと言ったブリアンも、訊ねろと言うグレイニンも、どちらもその理由を言おうとしないが。

　考えているうちに、ひどく悲ひ惨さんな音が聞こえて振り返る。ミーティーが広間の隅すみで吐はいているようだが。しばらく頑がん張ばってから、彼女は後あと退ずさりした。

「うーげー。どゆこと。吐きたいのに胃液どころか唾つばも出ないし。うああ目が霞かすむ。あれ？　あたし今、腕うでが何本くらいある？」

　もちろん二本しかないのだが、感覚もおかしくなって思うように身体からだが動かせないらしい。ふらついたあげく、転んでも気づかず歩き続けようとしている。

　シャンクはうめいた。こちらこそ頭が痛い。

「こりゃ戦力どころじゃないな。かといって敵地にいるんじゃ置いてもいけないし……」

　と、黒猫に話しかける。

「さっきお前が出てきたみたいに、ここから逃にげ出せないか？」

「ぼくだけならね」

　ブリアンは素っ気なく断言した。そして付け加える。

「それに逃げても解決にならない。どむーんを取り返さないと」

「参考になるか分からないけど、死界獄とかいうところで氷こおり漬づけみたいになってた」

「そうだろうね。死界の牢ろう獄ごく。グレイニンの十八番だ。いや待てよ」

　なにかに気づいたのか顔を上げ、髭をひくつかせる。

「ということはグレイニン本人も牢獄にいるな。月光館にはいない。奴やつは魔力の大半を牢獄の維い持じに充あてるから、こっちに手出しできる術も限られてる。こちらからもなにもできないけど、ひとまずは安全だ」

「膠こう着ちやく状態か」

　初めて出てきた好材料だが、ブリアンはやはり否定する。

「そんなにいいものじゃないけどね。こっちからはなにもできない。向こうからは、わずかながらちょっかいかけてこられる」

「なんであいつばっかり有利なんだ」

　言いたくもないが愚ぐ痴ちになる。シャンクのぼやきが可お笑かしかったのか、ブリアンの声に笑いが混じった。だが出てきた返事は特に愉ゆ快かいなものでもない。

「そりゃ、ぼくたち最初からあいつの罠わなにはまってるんだ」

「うーん」

　話しているうちに、ミーティーが静かになっていた。彼女は床ゆかに倒たおれ、また気絶してしまったようである。目を見開いて尋じん常じようでない様子だが生きてはいる。

　こうなってくると担かついで運ぶしかなさそうである。だがシャンクは閃ひらめいて、赤い付け髭を取り出した。仰あお向むけになったミーティーの口に乗せてみる。

　バネ仕じ掛かけのようにぴょこんと、彼女は跳はね起きた。胸を押さえて渋じゆう面めんになる。

「うわ。なんじゃこりゃ。えらい状態じゃな」

「なんか分かるか？」

　ミーティーの身体に憑ひよう依いした付け髭ベロに、シャンクは問いかけた。だがベロはしばらく考えあぐねた末、頼たよりにならない返事をする。

「なんだかよく分からんな。悪いもんでも食ったんではなかろうか」

「歩けるか？」

「そらま、なんとかなるかのう」

　言ってベロは、ミーティーの両腕をびしっと前に突つき出した。次に上体をまた倒して背中を反り返らせ、頭とかかとだけで身体を支えて腰こしを上げるような体勢になる。ころりと横に百八十度転がると今度は腕と腰だけで支える形に入れ替かわり、最後に床に頭ず突つきしてその反動で立ち上がった。

　軽く額から流血して、言ってくる。

「あんまり自然には動けそうにないが」

「うーん……まあいいか」

　わりとどうでもいい部分で諦あきらめて、シャンクはそれは良しとした。

　ブリアンは階段を上り始めている。シャンクも後を追ったが、弱った黒くろ猫ねこの歩みは遅おそく、急がずともすぐ追いつく。ぎくしゃく右手と左足で歩き出したミーティーはそうもいかないが。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　手負いのブリアンに対してか、丸まる腰ごしの自分にか、もうどうしようもないミーティーと付け髭ベロにか、あるいはこの状じよう況きようそのものへか。自分の疑問が指すものもよく分からなかったが、ブリアンは適当に判断したらしい。一段一段苦心して猫の身体を押し上げながら答えてきた。

「グレイニンの奴、結界にこもって時間稼かせぎするからには、もう既すでにぼくらへの罠を仕掛け終えてるんだろう。手て遅おくれになる前に、こっちも準備を……しないと」

「準備？」

「奴が出てくるのは、勝利を確信した時だ。それがどういうことなのか、君なら分かるだろ」

（つまり一番油断している時だ）

　それは秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの戦い方である。今まで搦からめ手てを馬ば鹿かにしていたブリアンがそんなことを言うのは、シャンクには少なからず驚おどろきだった。

　うっかり質問してしまったというのに怒らなかったのは、今のブリアンにそれだけ余よ裕ゆうがないせいか。

　これ以上話しかければ、してはならない質問をいずれしてしまいそうな気がして、シャンクは速度を落とした。遅おくれてついてきている付け髭ベロに並ぶ。ベロはもう妙な歩き方にも慣れたのか、なんの苦もなく真顔でこちらを向いた。

　支配している人格は付け髭のもの、というか大昔の魔法使いのものだが、一応姿形はミーティーである。緊きん張ちよう感のない表情はいつもの彼女と変わらない。その秘儀盗賊の様子を見つめて、シャンクは自分が剣けんを持っていないことを少し感謝した。とりあえず、秘密を知った彼女を斬きらねばならないか考えずに済む。

　澄すまし顔で、付け髭ベロが口を開いた。

「時に、なにがどうなっちょるのか我が輩にも教えてくれんかのう。なにしろさっぱり分からんがゆえ」

「ああ、そうだな」

　どこからなにを話せば良いやら。

　よく分からなかったものの、シャンクは説明を始めた。幸い、この調子で階段を登るには、一通り話すくらいの時間はかかりそうだった。




「なるほど。無限可能性と絶対不可能の壁かべ。イモータルの領域を簡単に言い表せばそういうことになるのう」

　話していくうちに特に問題でもなさそうな話題に食いついて、付け髭ベロは嬉うれしげに語り続けた。

「不死とは真の無限可能性に至ることか。確かに分かりやすいわい」

「分かりやすいか？」

「いやいや、理解しやすいぞい。賢けん者じやの言葉を引用しておるあたりも気に入った。グレイニンという輩やから、なかなかに悪くない」

　グレイニンがいない、そしてあの魔女もいないとなると、月光館の二階に上ったからといってなんのこともなかった。普ふ通つうに通路があり、奥には部屋があるのだろうという造りである。ただ魔法使いの住すみ処かにはありがちだが、外観と内観の辻つじ褄つまが合わない部分は散見する。二階の通路の奥行きは明らかに一階より広いようだ。

　外から見た時は三階建てほどだったように思えたが、今のところ三階への階段は見当たらない。シャンクは付け髭ベロ（とミーティー）のふたりで通路に立っている。壁に寄りかかって手持ちぶさたに、話の続きをしていたのだ。

　ブリアンは通路の途と中ちゆうにあった扉とびらに入っていった。絶対に覗のぞくなと言い置いて。それを外で待っているのである。

　しばらくひとりでグレイニンを誉ほめ称たたえていたベロだが、ふと黙だまり込んだ。首を傾かしげ……ようとして足首から曲がってしまい転んでから、また不自然に起き上がって疑問の声を発する。

「じゃが、ひとつ気になるのう」

「なにが」

　返事というよりただの相づちくらいのつもりでシャンクは気のない声を吐はいた。

　ベロがつぶやく。

「可能性が無限なら、イモータルが死ぬ可能性もあるということじゃ」

「…………」

　シャンクはゆっくりと、付け髭を見やった。

「すまん。もうだいぶ前から分からなかったけど、今ので本当に分からなくなった」

「難しく考えるから分からなくなるんじゃぞい。むしろ馬ば鹿か馬鹿しいくらい簡単な話をしとるのだからして」

　実際、付け髭はひどく軽い口調であとを続ける。

「我が輩はいとしてはガンバンワロウンの言葉が気になるのじゃよ。不死秘法は世界を呪うとな。もしかしてなんだが、実は不死秘法というのは……」

　ばたん。

　扉が開いてベロの話は遮さえぎられた。わけの分からない話から解放されて内心ほっとしながら、シャンクは部屋から出てきたブリアンを出で迎むかえた。黒くろ猫ねこは、またさらに疲ひ労ろうを増したようにふらついている。

「ハウスキーパーから聞き出した。グレイニンが結界を作ったのは三階の継承術儀ぎ式しき場だ。死界の牢ろう獄ごくは入ったのと違ちがう場所からは出られないから、奴やつはそこから出てくる」

　と、また通路を進んでいく。

　猫についていく前に、シャンクはブリアンが出てきた扉の奥をちらと見やった。物置かなにかのようだが、積み上げられた箱やがらくたの奥に動く石像のようなものがハタキを振ふっている。あれがハウスキーパーなのだろうが。

（なんで聞き出せるんだ？）

　たいしたことではないのかもしれない。誰だれとでも口をきくように作られた石像なのかもしれないが。

　知りたいと思えば質問になる。腑ふに落ちないまま吞のみ込んでシャンクはベロに話を振った。

「縮退の王ってなんだか分かるか？」

「知っとるよ。話でだけだが」

「倒たおす方法ってあるか？」

　今度はベロが言葉を失う番だった。付け髭は数歩歩いてから訊きき返してくる。

「誰が倒すんじゃ？」

「まあ、俺でも、お前でも」

「無理じゃな。生前の我が輩でも無理である。伊だ達てに王とまで呼ばれとらん。敵に触ふれられたら魔ま法ほうが使えなくなるのは奴も同じじゃろうが、アイゴールエルバロムに触れようと思ったら次元三層分くらいの防ぼう御ぎよがないと胃い袋ぶくろに吸われちまうぞい」

　次元三層分というのがどんなものだか分かりようもないが、次元の壁だかに隠かくれた移動都市をひと吞みにしたのを見せつけられている。

　なんにしろあっさり断言されて、シャンクは嘆たん息そくした。とはいえそんなものだろうとも思っていたが。それよりここからが肝かん心じんである。

「じゃあどれくらい強い魔法使いならあれを殺せる？　例えばここのグレイニンだったら？」

　付け髭ベロは、ミーティーの顔で思案した。身体からだはともかく、顔は一応まともに動かせるようだ。

「難しいじゃろな。あのグレイニンという男、伝説に名を連ねてもおかしくない力があると我が輩は読むが、縮退の王は伝説そのものだぞい。かつてあれを使し役えきしたと言われとるのが魔神エルブダリモスじゃが、後にイモータルとなる偉い大だいなシーカーですらその使用を躊躇ためらったほどでのう」

「魔女だったら？」

　目に見えてベロは動どう揺ようしたようだった。歩くのに使っていた右腕うでで自分の口を塞ふさごうとし、当たり前だがまた転ぶ。

「ままま魔女かいのう。可能であろうな」

「うーん」

　縮退の王の問題を解決するには、グレイニンとの取引は避さけられないのか。だとするとやはり問題は、グレイニンがなにを企たくらんであんな取引を申し出てきたのかだ。

　むっくり起き上がり、ベロが訊たずねてくる。

「にしてもなんであんなもんに敵てき愾がい心しん持っとるのかい」

「ある人に奴がかけた呪のろいを解きたいんだ」

「ふうむ？」

　ひどく気の毒そうに見つめられてしまう。

　その視線に表れた前ぜん途との多難さに、シャンクは目を逸そらした。会話もそのまま途と絶ぜつする。

　ふと、前を歩いているブリアンが顔半分ほどこちらを見ていたのに気づいた。話を聞いていたらしいが。なにも言わず、ぷいと前方に向き直る。

　そのまましばらく進んでいって。

　通路の先が、十字路になっていた。左右に分かれた通路も、先の道も、特に変化なくずっと続いている。

　だが通路が交差したその場所に蝶ちようが飛んでいた。輪を描えがくようにぱたぱた、ひらひらと。蝶は突とつ然ぜん軌き道どうを変えて自分の描く輪の中に飛び込んだ。蝶が忽こつ然ぜんと消えると、代わりに別のものが現れる。

　あれだけ魔法使いと乱戦してきた後では今さら驚おどろくほどのことでもない。ありきたりとすら言える。蝶の消えた場所からぼたぼたとこぼれ落ちる無数の昆こん虫ちゆうが、集まって人間の形になっていく。芋いも虫むしから甲かぶと虫むし、羽虫と、虫の種類はでたらめである。

「食い尽つくされた死人か……グレイニンめ」

　苦々しく、ブリアンがつぶやくのが聞こえた。とりあえずシャンクが目で問うと、付け髭ベロが説明を加える。

「虫に骨まで食い尽くされた死者の怨おん霊りようを、己おのれを食った虫を身体として呼び起こしてやるとじゃな、ああいうものが出来上がる。身体がないから武器は効かんし、霊れい体たいを駆く逐ちくできるほどの呪じゆ文もんしか通じん」

「別の通路から行こう」

　言い出したブリアンに、シャンクは反論した。

「ここまで一本道だっただろ」

「瞬しゆん間かん移動する」

「何ど処こに？　この通路の先どうなってるのか知ってるのか？」

「質問をするな！」

　話すのもつらそうだったブリアンが声を荒あららげる。と、グレイニンの声が響ひびいた。

「唱えればいいだろう。通じる術は知ってるはずだ」

　天てん井じよう近くを蝶が飛んでいる。声は挑ちよう発はつ的に繰くり返した。

「そいつの前で唱えてやれ。本当の力を見せてやれ」

「…………」

　ブリアンはそれを見もせずに、突とつ如じよ叫さけんだ。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒くろ猫ねこの姿がかき消える。瞬間移動だろう。

　その場から消えたのはブリアンだけだった。シャンクと付け髭ベロを残し、どこに消えたのか。そう遠くでないのは分かっていた。ブリアンの呪文では大した距きよ離りは移動できないのである。シャンクは通路の前を見やった。ブリアンに後退するつもりがないのなら先に進んだはずだが。

　突つっ立っていた食い尽くされた死者が、横を向いた。顔がないため分かりにくいが、確かに通路の右手へ振ふり向いた。ブリアンは恐おそらく、横の通路に移動したのだろう。死者は睨にらんだ方向へと身構え、そして突とつ風ぷうに吹ふき散らされたように崩くずれ落ちた。

　本当に風が吹いたわけではない。虫は崩れる端はしから消えてなくなり、そこにはなにも残らなかった。

　シャンクは呆あつ気けに取られながらも、付け髭ベロを連れて駆かけ出した。食い尽くされた死者の立っていた場所を踏ふみ越こえ、右手を見やると、そこにはやはりブリアンがいた。黒い毛に覆おおわれた身体からだを上下に引きつらせ、大きく喘あえいでいる。

　覚おぼ束つかない足取りで通路の真ん中までもどってくる。シャンクの足あし下もとまできたところで、くるりと方向転てん換かんして直進の通路を選んだ。が、進む前に回視して顔を上げる。

「ブリアン」

　思わず呼びかけたのは、猫が瞳ひとみに浮うかべたものに言い知れぬ不安を覚えたからだった。それがなんなのか咄とつ嗟さには分からなかったが、猫の沈ちん黙もくが長引いたためにようやく察した。

　その表情はどこかで見たことがあると感じていた。人間とは形の違ちがう猫の瞳だが。どこかで見た。

（お館やかた様だ）

　シアシスターナ・ミアキスが呪のろいの床とこで見せる眼まな差ざし。人に言えない苦痛に耐たえる者の目。

「もういい」

　ブリアンのそんな言葉も意外とは思わなかった。

「ここからはぼくひとりで行く」

　しかし。

　また気配が増えるのを感じ取る。先ほど天井を飛んでいた蝶が、そのまま高度を下げて輪を描いた。その蝶が消えると今度現れたのは人間である。カイク・ウェイン。シャンクの剣けんとマントを身に着けている。音もなく床に降り立った。

　なにを言うでもなく、距離を詰つめてくるでもなく、カイクはそこに留とどまった。じっとこちらを……とりわけシャンクを見み据すえている。

　それを見て、ブリアンが言い直してくる。

「やっぱり、君もついて……」

　理解して、シャンクは遮さえぎった。

「そうか。俺は足あし枷かせなんだな。目を離はなすとグレイニンが俺を殺すから、置いていくこともできないってわけだ」

「シャンク」

「質問じゃないんだ。答えなくていい」

　奥歯を嚙かみ締しめる。認めるのは口く惜やしいが、敵は、いつも減らず口ばかりのブリアンまでもが真性の魔法使いと認めるような相手だ。

　シャンクは静かに呼びかけた。

「ベロ」

「なんじゃらほい」

「俺が使えるような剣を一ひと振ふり、出せるか？」

「どんなのがええかの。爪つめがあるのとか羽根があるのとか肝かん臓ぞうがあるのとか正体不明の肉に突き刺ささったのとかいろいろあるが」

　指折り数え上げるベロに、シャンクは告げた。

「どれもいらない。そこのカイクが持ってるようなのがいい」

「引っ搔かけたり飛べたり養分貯ためたりできるのに」

　むくれてぶつぶつ言ってから、ベロは謎なぞかけしてきた。

「朝は四本足、昼は二本足、夜は三本足。どんな人？」

「そういう人」

　一応答えると、付け髭は笑い出す。

「ふはははははは。ほい」

　と、シャンクの手の中に剣が出現した。少し不安だったものの当たり前の剣である。振って重さを確かめながらシャンクはわめいた。

「いや意味あんのかこのやり取り！」

「そういう術だからして。名付けて賢けん愚ぐの落差に発生発現の術。付け髭になってからこれしか使えん」

　もうこの手のことはほっとくことにして、カイクに向き合う。距きよ離りは数歩。廊ろう下かは剣を交えるに十分な幅はばがある。

「ブリアン、先に行け。俺とベロはあとから追いかける」

「でも」

　背後から、ブリアンのつぶやき。

　有無を言わさずシャンクは続けた。

「俺なりの事情があって、あいつとやり合わないといけない。だから行ってくれ」

「…………」

　返事はない。だが少し視線を流して盗ぬすみ見ると、通路を遠ざかっていく黒くろ猫ねこの後ろ姿が見えた。本調子ではないが全速力で走っている。

　猫の姿が消えるまで待ってから、シャンクは傍かたわらの付け髭ベロと目を見み交かわした。前まえ触ぶれなく手を伸のばし、ミーティーの顔から付け髭を取り上げる。と、ミーティーはばったり倒たおれた。気絶したままだったようだ。

「弾たまが残ってりゃ、もう俺が勝ってるんだがなぁ」

　間合いは変えず、待機のまま。

　左手の指で拳けん銃じゆうの形を作り、撃うつ仕草をしながらカイクが言ってくる。

　付け髭をポケットにしまい、シャンクは正面を横向けたまま構えを取った。カイクが剣を使うのは見たことないが、あれだけの手て練だれだ。手て緩ぬるい相手ではあるまい。

　相手がなにも答えなかったせいだろう。カイクはさらに軽口を叩たたいた。

「神流か。聞いたことがある。人前では絶対に見せない剣だってな」

「手を読まれたらおしまいの、奇き策さくの流派だからな」

「隠かくす理由はそれだけじゃないんだろう」

　話しながらカイクは、手慣れた様子で剣をくるくる弄もてあそんでいる。彼は、ホッと声を発して剣を放ほうり上げると、柄つかを額で受け止めて見事にバランスを取ってみせた。

　ふざけた態度だが、彼の開けている間合いはちょうどぴったり、シャンクが最速で斬きりかかっても剣を取り身構えられるだろう距離だ。敵が焦あせって飛び込んでくればそれを迎むかえ撃つ、カイクの戦術だろう。

　頭の上に立てた剣を静止させたまま、カイクは流りゆう暢ちように続けた。

「神流といえばミアキス家だ。御お家いえ断絶と聞いてたけどな。さっきの男の話だと、そのへんの事情なんだろう。正教会が取りつぶしたはずの貴族がまだ生き長らえてるなら大問題だ。そんな情報なら、教会はいくらでも払ってくれる」

「お前が考えるのはそういうことだろうよ」

「そう言うなよ。ここでの仕事がどうも焦こげ臭くさくなってんのは分かるだろ？　あのグレイニンが成功しようと失敗しようと知ったことじゃないが、そろそろ鞍くら替がえも考えないとな。で、そうするからにはあいつが失敗してくれたほうが都合が良いわけだが……」

　カイクが顔を下ろすと、滑すべるように剣けんも落ちていく。彼はそれを爪つま先さきで受け止めた。今度は靴くつの上でバランスを取りながらこちらを見み据すえてくる。

「それがどうもお前が死ぬと、あいつ困るらしいんだわ」

「どうしてだ？」

「さあな。ただ、殺すなって言われたんだよ。だから殺す。悪いな」

　軽く蹴けり上げた剣を、カイクは摑つかみ取った。

　そのまま走って接近してくる。今までの身の軽さからすれば予想外でもないが、速い。

　さらにカイクは、剣のとどく間合いの外で床ゆかを蹴った。斜ななめ上に跳とんでさらに壁かべを蹴り、その反動で今度は逆側の壁へと目まぐるしく移動する。

　きっかり三歩、カイクは壁を駆かけた。そこでシャンクとすれ違ちがう。ただ駆け抜ぬけるのではない。刃やいばが一いつ閃せん、その斬ざん撃げきはシャンクの首を狙ねらっていた。

　人体は下方へは器用に、上方へは不器用に出来ている。高度を取って仕し掛かけてくるのは確かに合理的だが、こんな動きができるのはカイクならではだろう。シャンクはこちらから斬り返すのはあきらめ、身体からだを下げて剣をかわした。通り過ぎていったカイクを見送り、体を入れ替かえる。

　壁から飛び降りたカイクもまたすぐに振ふり返ってきた。今度は横へは跳ばず、真正面に躍おどりかかってくる。

　奇き襲しゆうの次は正せい攻こう法ほう。当然、そう来るだろう。シャンクはカイクの突つきをぎりぎりまで引きつけて後退した。そのまま反転して斬り返せば、攻撃のために身体を前に倒したカイクは回かい避ひできない。これも交差必殺の形である。

　だが、不運がすべてを台無しにした。引きつけて避よけたはずの切っ先が服を掠かすめていたらしい。カイクの剣がポケットを裂さいていた。中に入っていた赤い付け髭が飛び出る。

　空中を飛んでいった付け髭は、そのままカイクの手の中に転がり込んだ。

　途と端たん、シャンクの手から剣が消え失うせた。敵意ある手に触ふれられたため、ベロの魔ま法ほうが解けたのだ。

（なんだと？）

　武器を失っては反はん撃げきのしようもない。そのまま後あと退ずさりする。

　カイクもなにが起こったのか、よく分からなかったのだろう。目をぱちくりさせていたが。

「なるほど」

　付け髭を手に推知のつぶやきを発する。

　改めて剣を向けてくると、彼は言った。

「んじゃあ、どうやらこれで終わりだな」

　これではどうにもならない。返事も思いつかずにシャンクは徒手で待ち受けた。無刀取りなどというのは本当に最後の、捨て鉢ばちの手だが……

　カイクの背後で、青い輝かがやきが膨ふくれ上がった。

　いや、輝きとは違う。細かい粉のようなものが噴ふき出したというほうが正しいだろう。カイクの陰かげに隠れているため、それがなんなのかシャンクもすぐには分からなかった。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことでカイクも気づいていない。シャンクも見ていてすら、なんの反応もできなかった。

　青い光の中に人影が立ち上がる。ミーティーだった。輝いているのは彼女の背中に広がった、巨きよ大だいな蝶ちようの羽である。青い鱗りん粉ぷんが渦うず巻まき、そして視界を埋うめた。

　恐おそらく彼女は、高速で駆け抜けていったのだろう。背後からカイクを追い越こし、そしてシャンクとはすれ違って。

　振り向くとミーティーは剣を手にこちらを見ていた。瞳ひとみもまた羽と同じ青色に変化し、剣にはびっしりと青い蝶が留まっている。羽の形に集っていた鱗粉はそのまま霧む散さんした。

　ミーティーが発したのはグレイニンの声である。

「そいつを本当に殺してしまっては困るんだと言っただろう。まあこんなこともあろうかとこういった手も準備してあったことだし、これまでの働きは評価する。最後までご苦労だったね、カイク」

　カイクが絶ぜつ叫きようした。

　背中から血を噴ふん出しゆつさせ、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくが倒たおれる。背面を斜めに袈け裟さ斬ぎりされた深手である。彼が着ていたシャンクのマントも、剣もまた一いつ緒しよに両断されている。

　そして、

「この程度、殺さない程度にやってくれれば良いのだよ」

　言われて、シャンクは自分も既すでに斬られていると悟さとった。

　カイクごと一太た刀ちでやられたのだろう。シャンクは正面に、まったく同じ傷を負っていた。噴き出る鮮せん血けつもまた同様だった。致ち命めい傷しようであるのも変わらない。

（殺さない程度だと？）

　幸い即そく死しを免まぬかれたというだけで、この傷で死なないわけがない。

　昏こん倒とうしようとしたシャンクを、ミーティーは……というかどうやってか彼女を乗っ取っているらしいグレイニンは先と同じ素す早ばやさで進み出て、髪かみを摑んで受け止めた。

　意識は闇やみに消えようとしているのに、痛みと寒気がそれを許さない。グレイニンの声もまた、掘ほり進むように脳に分け入ってきて棘とげを立てる。
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「眠ねむるんじゃあない。君がどうにも煮にえ切らないようだから後押ししてやろうというのだ。あの猫ねこに正体を訊きけ。それだけで君の最大の望みが叶かなう。命も助けてやろう……」

（しくじった……まずい。ブリアン……）

　痛つう恨こんのうめきも、そして傷口の出血すらも。もはや勢いはなく、ただ漏もれ出るだけだった。







[image: 場面十三　シンシアルータの月光館　継承術儀式場]







　母がいなくなった日、シンシアルータはこの儀式場に保存の呪じゆ文もんをかけた。効果を永続のものとするため、自分が敵意ある誰だれかに触ふれられてもこの呪文が解けることのないよう、呪文の効果は月に捧ささげた。誰かが月に触れなければ呪文は解けない。こんなとんでもない借りを月に対して作ってしまえるのは、魔ま女じよの誓ちかいあってこそだ……魔法は無制限に魔女に報むくいなければならない。

　すべては、魔女ミンシストルがかけた不死秘法の痕こん跡せきを残しておくためだった。それ以来、この儀式場の中はまったく変化がない。正しくは、変化してもすぐ元にもどる。埃ほこりの一ひと粒つぶですら、誰かが吸い込めばそれがまた同じ場所に帰るのだ。

　儀式の跡あとから、必死に不死秘法を解かい析せきした日々を、シンシアルータはもちろん忘れていなかった。母の編み出した秘法のあまりの単純さに瞠どう目もくし、同時にあまりの複雑さに困こん惑わくした。母は歴代の魔女でも随ずい一いちの力を持っていただろうと確信した。娘むすめとしては誇ほこりに思い、シーカーとしては嫉しつ妬とに歯ぎしりした。

　やがて儀式場を解析するだけでは母の不死秘法は追えないことが分かった。そこにすべてが残されていたわけではなかったのだ。母の用いたムーンストーンは、術によって当然消費された。計算によれば小さな一ひと欠片かけらが残るはずだったがそれは部屋のどこにもない。術の余波で地上まで飛ばされてしまったというのが、シンシアルータの推論だった。

　儀式場はずっと変わらない……保存の効果とはまた別に、屋根のない天てん井じよういっぱいに広がる月の姿も。なにも変わっていなかった。

　今、シンシアルータは黒猫ブリアンの姿でその部屋に帰ってきた。

　変化という点では、この惨みじめな自分の姿ほど変わり果てたものはない。

　彼女の模も倣ほうした母の不死秘法が、魔女の呪のろいを引き起こした。もとより不死秘法の解析は不完全だったのだが、シンシアルータの失敗はそんなこととは関係のない、もっと根本的な問題を孕はらんでいた。

　実は、変化はもうひとつあった。これもかなり大きな変化だが、本質的にはどうでもいい類たぐいのことだ。

　儀式場の中央に黒い球体が浮ういている。見ただけで球体に質量がないのが分かる。それはただ影の塊かたまりだった。刺さすような冷気を放射している。球体からは凍こおった靄もやが滝たきのようにこぼれ、床ゆかに広がっている。

　それは死界の入り口だった。グレイニンが閉じこもっている結界だ。入ろうと思えば入るのは簡単だが、中の空間がどう繫つながっているかを知っているのは術者だけだ。グレイニンの認にん識しきの中でしか移動できない。というよりグレイニン本人ですら、目を閉じて半回転するだけで己おのれの立ち位置も見失ってしまうだろう。そうなれば彼も永久に出てこられない。まあ、そんな間ま抜ぬけなミスをするとも思えないし、どむーんまでもどって来られないのでは困る。

　球体の周りを死界の蝶が飛んでいる。蝶の複眼は、黒猫の姿を見たとしてもそれと分かる反応もないが。グレイニンの上じよう機き嫌げんな声こわ音ねが聞こえてきた。

「せっかくお越こしいただいたが、あなたに勝ち目はない……魔女にこんなことを言える日が来るとは思いもしなかったな。あの日まではね」

　シンシアルータは球体の前で、猫の前まえ脚あしを止めた。飛びかかるような姿勢で蝶を見つめる。

　蝶は不安定に羽ばたくだけだが、その奥にグレイニンの目笑を感じさせる。どれだけ侮ぶ辱じよくを察したとしても、猫に堕おちた魔女はただ見返すだけだった。力はとうに限度すれすれに底を突つきかけ、もはや戯たわむれにその蝶を落とす余よ裕ゆうはない。

　残りはたった一度。その一いち撃げきのため、言葉も無む駄だ遣づかいしたくない。これ以上魔女の誓いを濫らん用ようするのも危険過ぎる。

　対して、グレイニンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。まだ万全の力を残している。それはそうだろう。これまでなにもしていないに等しいのだから。

「そう、あの日だ。初めて魔女というものを見た時、驚おどろいたのを覚えている。伝説にいう魔女とは魔法にすべてを捧げ、完全に冷れい徹てつで、無む慈じ悲ひなものだったから」

　嘲あざけりに記き憶おくを喚かん起きされ、シンシアルータはわずかにうつむいた。

　それでもグレイニンは羞しゆう恥ちの思い出をまさぐるのを止めない。

「だがあなたは違ちがった。まるで怯おびえた迷子だった。あれだけの力を持ちながら、惑まどい、焦あせり、半はん狂きよう乱らんで、すっかり錯さく乱らんしていた」

　黒い球体の表面に、音を立てて稲いな妻ずまが走った。完全な球形だったものが歪ゆがみ、薄うすれ、またもどる。

　結界が解ける前兆である。準備を整えて時間稼かせぎも終わり、シンシアルータが回復して息を吹ふき返す前にグレイニン自ら出てこようというのだろう。

「わたしはあなたによってこの月光館に召しよう喚かんされた時、即そく座ざに死を覚かく悟ごした。魔女が力を使うのに理由も道理も必要ない。単に殺すために呼んだんだろうと。他ほかに思いつかなかったから。だがあなたがわたしを呼んだ理由ときたら……」

　球体の変化がさらに激しさを増した。稲光が床を焦こがすが、保存の呪文ですぐ直る。

「いやはや正気を疑った。とりわけ自分自身のね。あなたは新しい魔女を産むため、子種を得るためにわたしを呼んだという。まあ誰でも良かったんだろうがね。とりあえず見つかる範はん囲いで最も強力な術者を選んだのだろう」

　彼の話には推測も含ふくまれていたが、ほぼ正しかった。

　結界のぶれはまるで笑い転げているようにも見える。シンシアルータは猫ねこの歯を食いしばって言葉に耐たえた。

　蝶は間近で稲妻が弾はじける中を、器用に避さけて飛んでいる。グレイニンの声を伝えながら。

「わたしは勇気を振ふり絞しぼった。見返りを要求した。一時のこととはいえ夫となるのだから、あなたに相応ふさわしい美しい姿をくれと……まあ実は試したのだ。あなたがどういうつもりなのかを。呪じゆ文もんが効いた時、わたしはこれを千せん載ざい一いち遇ぐうの機会と確信した。なにしろ魔女の誓ちかいによれば、あなたはわたしに益する呪文などかけられないはずだからね」

　死界の入り口が消えた。

　無論、これで終わりではない。結界がなくなったということは、時間の問題で隠かくれていたものが現れるということだ。時間の軸じくが異なる死界と同調するのにしばらく間が開くのだろう。球体のあった場所に、蝶だけが飛んでいる。

「あなたは重傷に耐えてまでわたしに呪文をかけてくれた。容態を見て、呪文を要求できるのはせいぜいがあと一回だと思ったよ。だがまさか聞いてもらえるとはね。不死秘法をわたしにかけるとは。未完成だったのが残念だ」

　そのタイミングで蝶が二匹ひきに増えた。

　二匹が四匹、四匹が八匹と増えていき、最後には膨ぼう大だいな数の蝶が門を作った。花の塊を思わせるその門から、グレイニンが出現する。

　彼が儀ぎ式しき場の床ゆかに足を下ろすと、蝶たちは飛び散っていずこかに消えていった。残ったグレイニンは優ゆう雅がに一礼した。身体からだを起こして黒猫のシンシアルータを瞰かん下かする。

　姿を現してみれば声にあった嘲りに反して、彼の目は笑みの片へん鱗りんも残していなかった。

「おかげでわたしはこの館やかたにひとりで、百年も幽ゆう閉へいされた。この館も、館にある物もすべて魔女にしか従わない。命の危険すらあった。つらい時間だったよ」

「今は、つらかったなんて思っちゃいないだろう」

　グレイニンに向かってシンシアルータは告げた。彼はその逆境を利用して、今は勝利を確信している。

　彼自身、言われてそれを思い出したのかもしれない。笑い出した。声をあげてひとり大笑するその背後に、魔力結けつ晶しようシンシアルータが出現する。結晶は相変わらずなにも見ず、ただ真正面に焦しよう点てんを合わせている。

　さらに続けて、その横に巨きよ大だいな氷柱が現れた。シャンクが言っていた通り、中にどむーんが囚とらわれている。グレイニンが結界に隠していたものは、これですべてか……

　いや。まだある。シンシアルータが空間の微び動どうを肌はだで感じていると、グレイニンは静かに問うてきた。

「長い時間、いろいろ考えたが、これだけは分からなかった。教えてもらえないか。どうしてそこまでして子供など欲しかったのだ」

「母上といることしか幸せを知らなかったからだ」

　シンシアルータは即そく答とうした。彼女もまた考える時間はいくらでもあったのだ。分かったのは最近のことだったが。

　グレイニンはひとまず納なつ得とくしたらしい。それとも別に理解したいというほどでもなかったか。後者だろうと思わせるのは、彼がとんちんかんなことを言ってきたからだ。

「まあ、魔女は魔女にしか愛情を注げないだろうしな。だが今は違うという口ぶりだな」

「少し違うだけだ」

　言いながらシンシアルータが見つめていたのは、彼ではなくその背後にある氷柱、中にいるどむーんだった。魔力結晶は囚われて身動きもしない。それでも彼女は言葉を続けた。

「確かにぼくは愚おろかだった。手段と目的を履はき違えてた。母上がぼくにたくさん伝えてくれたのと同じくらい、楽しいことをもっと知ってからでなくちゃ、意味のないことだった」

「ふむ……？」

　空間の微動が終わった。結界が完全に解け、最後に現れたのは三人の秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくである。

　まずはミーティーだった。気を失っており、顔面からべちゃりと床に落下した。

　続いて、あのカイクとかいう男だった。だがなにがあったのか赤い付け髭ひげをつけている。人格はベロのものだろう。身体中、とにかく血まみれである。背中に傷を負っている。死んではいない。

　そしてシャンクである。

　これが一番ひどかった。肩かたから腹を裂さかれ、生きているとしても虫の息である。倒たおれ込んで血を撒まき散らし、弱々しく顔を上げてこちらを見た。

　一目見て分かるというものでもないが、シンシアルータは彼がグレイニンの魔ま法ほうで延命させられていると見破った。館にもどってからの彼の態度から、うすうす感じて恐おそれていた。グレイニンがシャンクをどう利用するつもりでいるか。

　もし、シャンクがそうしたらすべておしまいだ。彼の前で黒猫でいることはできなくなる。今まで黒猫の姿で誤ご魔ま化かしながら誓いに反してきたことも、すべて呪のろいとして押し寄せてくるだろう。

　あるいは、その前に彼を殺すしかない。

「さて」

　完かん璧ぺきな準備を揃そろえ、グレイニンが宣言した。

「そろそろわたしは望みを叶かなえたい。どうかな、諸君」

（お前はそんなこと、百年かけて考えたのか）

　シンシアルータは床に爪つめを立てた。
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　明らかに死ぬほどの傷を受けながら、死ぬどころか意識も途と切ぎれない。

　永えい劫ごうに続く苦しみか……と思いきや、自分でも意外ではあったが、シャンクはすぐに慣れた。とりあえず死なないようになっているらしいと知れば、不安も薄うすれる。とはいえ生せい殺さつ与よ奪だつの権をグレイニンに握にぎられたのは間ま違ちがいないし、彼が倒れているのは例の死界獄とやらだ。

　光が上から差しているのは分かるが、さっきほど明るくない。血が減って視覚が薄れているのかもしれない。

　疼うずく痛みに全身引きつり身動きもできないが、動けたところで役に立ちそうもない。頭も動かせないため視界は一定だった。目の前にはカイク・ウェインの死体がある。事切れてもう動かないはずの指先が、ぴくりと動き出した。

　錯さつ覚かくでなかったとしても、驚おどろく気力もない。シャンクはぼんやりと眺ながめていた。カイクがむっくり起き上がり、そしてうめき出す。

「ううむ。えらく血まみれぞな。なんぞ目を開けるたびに状じよう況きようが変化しとるが、今回のこれはかなり極きわめつけだのう」

（ベロ？）

　魔法使いの声である。カイクの身体からだはばたばた動き回ってから（傷がどんなかを確かめたのだろう。嫌いやなものでも見たような声が聞こえた）こちらをのぞき込んできた。秘儀盗賊は赤い付け髭をつけている。やはりベロが乗っ取っているようだ。

「なにしとるんぞい？」

「やられて、倒れて、へこんでる」

　声が出せるかどうか自信がなかったものの、音声ぎりぎりの掠かすれた息を吐はくことはできた。付け髭ベロはだいぶ聞き取りづらかったようだが、一応合が点てんした。

「なんぞ死にそうじゃのう。生命維い持じの魔法が解けたらお前さん、死ぬんじゃなかろうか」

「俺もそう思う」

　シャンクは同意して、話を相手に向けた。

「それで、そっちは？　カイクのことだけど」

　付け髭ベロは、付け髭を撫なでつけてうなずいてみせた。

「こやつ、最後の力で我が輩を着けたようじゃの。身体の所有権が我が輩はいに移って、まあなんとか生き長らえたようだが」

「なんかめちゃくちゃ便利だなぁ、お前」

　呆あきれ果てて嘆たん息そくする。

　ついでというわけでもないが訊たずねた。

「ミーティーは？」

「そこに転がっとるよ」

　シャンクの見えない位置にいるらしい。どこかにいるのは分かっていた。というのも、シャンクとカイクの身体をここまで運んだのはミーティーだったから。

　また気を失っているということは、もう支配する必要がないということでグレイニンがほったらかしにしたのか。ミーティー本人は倒たおれてからなにが起こったのか記き憶おくも残っていないに違いない。

　確かく認にんも終わって、やることがなくなった。グレイニンは姿も見せていない。

（どうすりゃいいんだ……）

　グレイニンの要求は変わっていない。彼がブリアンに正体を訊ねること。グレイニンの要求を拒きよ絶ぜつするなら、縮退の王なる化け物を倒す手段を別に探さないといけない。というかそんなこともできそうにない。グレイニンに逆らえば自分は死ぬだろう。

「なあ」

　それほど期待していたわけではないが、もしかしたら知っているかもしれないと望みをかけて、シャンクはつぶやいた。

「もし俺がブリアンに正体を訊きいたらどうなるのかな。なんでそんなのが重要なんだ」

　付け髭ひげベロは、死んでるくせに生き字引を自じ称しようし、大たい概がいどんなことでも答えてくれる。

　その情報がひどく間違っていることもままあるわけだが……今回、ベロは珍めずらしく質問に質問を返してきた。

「気になるんかいのう？」

「グレイニンに脅きよう迫はくされてる。しないと殺すと。あれだけ強力な魔法使いが、どうしてそんなこと俺にさせるためにいちいち手間をかけるんだ？」

「呪文より確実に敵を殺す手段があるのなら、そらそっちを使うだろうのう」

　珍しいといえば、付け髭がカイクの顔に浮うかばせている不安げな表情も、いつもの嬉き々きとして語る蘊うん蓄ちくとは違うようである。

「その質問が……お前さんがするその質問だけが、本当に確実にあの猫ねこを根絶させるからじゃよ。死のふりもまやかしも変身も通じんほど完かん璧ぺきに抹まつ殺さつする手段なのじゃ」

「なんで俺の質問なんだ」

「それは言えんのう」

　ベロはそれきり口をつぐんだ。気まずい沈ちん黙もくの流れる中、シャンクは胸の内まで冷え冷えと停まっていくのを感じていた。

　それを嫌きらって、また声をかける。

「なあ」

「なんぞいな」

「俺、魔法使いって連中は嫌いなんだ」

「知っとるよ」

「自分のためだけに好き勝手して、目的の邪じや魔まになろうとなるまいと他人を踏ふみにじる。どうしようもない連中だ」

「まあ、そんなもんではあるのう」

　あっさり認める付け髭に、シャンクは弱々しく笑みをこぼした。続ける。

「そんな魔法使いを犠ぎ牲せいにすれば、自分や自分の大切な人の命が助かるのなら、迷わずそうしようって、そう考えたっておかしくないかな」

「なんで人に訊くんぞい？」

　付け髭ベロは分からないようだった。シャンクにもよく分かっていたわけではないが。ただ正直に告げた。

「なんだか今の俺は、そういうふうに思えないからだよ」

　口に出したところで解決せずとも、心臓を鷲わし摑づかみにする寒気から多少は離はなれた気がする。

　また言うことがなくなってしまった。

　と。

「せっかくなので我が輩も、どうしても気になっとることがあってな。不死秘法についてなんだがな」

　今度の静せい寂じやくは付け髭が破る。

「グレイニンはおかしいと思うんじゃ」

「俺もそう思うよ」

　多分違う意味でだが、シャンクは言った。付け髭は自分の考え事に集中し出したのか、会話しているようで上の空に続ける。

「イモータルが可能性の段階を引き上げて超ちよう越えつを確たるものとする。確かに聞こえは良いが、良すぎて願望が入っとる気がしてならん。彼らが通常より高次の可能性の中にいるから、我が輩らは彼らに接せつ触しよくできんとな。それもあり得んことじゃないが」

　ぶつぶつと独り言のように言いながら、その場をぐるぐる回り出す。

「こちらからは触ふれず、彼らからは触れるのなら筋は通る。だがもっと酷こく薄はくに考えると……あれは関係ないから……ここもどうってことないのう……わけもなく物悲しい冬の日のあの思い出は一番関係ないからして」

　しばらく悩なやんでから、付け髭ベロは手を打った。が、すぐに顔を曇くもらせる。

「いやあ、でもなあ」

「なんだか分からないけど、なにが分かったんだよ」

　シャンクが促うながすと、ベロはもう動き回るのは止やめて、どっかと腰こしを下ろした。腕うで組ぐみして断言する。

「不死秘法は成し遂げ得ない。この世界に不死秘法はない。そういうことではないかの」

　今さらあんまりといえばあんまりなことを言い出す。

　いったん口にすると、その先は早かった。首をちょっと突つき出した姿勢で滔とう々とうと続ける。

「逆なんじゃ。イモータルが不死ということは、可能性は無限ではないということじゃ。不可能が存在するんだからの。不死秘法は可能性を広げるものではなく、不可能をもたらすものなんじゃないかのう。なんで今までこんなこと思い至らんかったのか。まあ、シーカーにはなかなかこう考えられんか」

　彼はかぶりを振ふって、悲しくため息をついた。

「不死秘法がひとつ生まれるたびに、魔法にひとつ不可能が生まれる。だって魔法は不死者に通じんのだからして。いつしか魔法がこのまま進歩を続け、すべての魔法が不死秘法となった時……まあそれが何千年先のことか知らんが、その時が来たら、つまり魔法はなにもできなくなる。いや魔法に限らんのう。不死秘法はあらゆる干かん渉しようを無効にするはずだからして。この世のすべてが不可能に満ちる。不死秘法は、無限だったはずの可能性をひとつひとつ不可能にすり替かえていく。これがガンバンワロウンの言葉の意味ではないかの。つまり不死秘法はこの世界に寿じゆ命みようを与あたえたのじゃ」

「…………」

　枝葉末節はともかく、話の本筋はよく分かった。

　シャンクが呆ぼう然ぜんと……まあそうするまでもなく動けないわけだが、目を丸くしているうちに、付け髭ひげベロはしみじみと言い足した。

「まあ仮にそれが真実として、それでもシーカーは不死秘法の探究を止めんじゃろうがな」

「どうして」

　付け髭は自明の理とばかりに答えてきた。

「魔法使いとしての進歩、つまり他ほかの魔法使いよりも強い力を持つこと、他人の力の及およばぬ強大な力を得ること。これを続ければ、必ず不死秘法に達するからじゃよ。強い力を持つことが魔法使いの目的である。よって、絶対に逃のがれられん」

　そんなことは馬ば鹿か馬鹿しい。とも言い返せず、シャンクはつぶやいた。

「ゴダードが同じこと言ってたよ」

　思い出す。

「剣けん客かくも、正教会も、木こりも、みんな同じか」

「そりゃ同じじゃよ。こうも言える。この世に住むすべての人間が豊かになることはできん。全員が王おう侯こう貴族のように暮らせば、あっという間に麦も家か畜ちくも燃料も食い尽つくしちまうだろう。みんなそんなこと分かっておっても、あえて貧しく暮らすことはできんのだ。豊かになることが生きる目的である限り」

　全部そっくり否定した上、それはどうにも逃れられないという。

　確かに残ざん酷こくな話ではある。返す言葉もなくシャンクは相手の言葉を待った。が。

　魔法使いはさらにそれをも否定してみせる。髭を撫なでつけながら。

「ま、無む駄だに悲観することはないわい。知ったからといって、知らなかった時となにが変わったわけでもあるまいし。どのみち、グレイニンの理論ではそうなるということに過ぎん。無数にある魔法使いのひとりが頭ん中でそう考えたってだけだわいな」

　すっかり弄もてあそばれたようなものだ。悪意もないくせに。実に魔法使いらしい……と感じながら、シャンクはまったく逆のことも考えていた。

「お前、魔法使いじゃないみたいだよな。ちょっと前から思ってたけど」

「我が輩はもう死んどるから、不死秘法の探究をしておらんしのう。みんな付け髭みたいに生きりゃいいのにと思うことはあるわい」

　と、そろそろ時間のようだった。

　あたりの闇やみが波打ち、ぶれてまたもどる。

　それを邪視して付け髭ベロがつぶやいた。

「牢ろう獄ごくが解けるようじゃのう」

「どうなるんだろうな、次は」

　シャンクの疑問に、ベロは気楽に言ってくる。

「我が輩が思うに、だいたいうまくいくんじゃないかのう」

　こんな状態でよくも言えたものだが、彼は本気でそう思っているらしい。崩ほう壊かいを始めた結界の中で、泰たい然ぜんとこんなことを言い添そえた。

「あの猫ねこは、このベロ様が知る中でも抜ぬけ出た使い手であるよ。頼たよりにしてもええんでないかい。お前さんもそろそろそれくらい分かる程度には、魔法使いのことを知ったじゃろ」

　それが正しかろうと、そうでなかったとしても。

　これで決着だ。
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「さて……そろそろわたしは望みを叶かなえたい。どうかな、諸君」

　グレイニンが宣言とともに、なにかの呪じゆ文もんを唱えたわけではない。

　致ち命めい的な武器を召しよう喚かんするでも、軍勢を生み出すでもない。彼はただ腕うでを振ふって指し示しただけだった。

　彼の狙ねらい、シンシアルータにはもう分かっていた。グレイニンが示したのはシャンクら三人。促うながすように目を輝かがやかせている。シャンクの命を握にぎり、質問を引き出すつもりだ。グレイニンを殺したり魔ま法ほうを封ふうじれば、長くかからずシャンクも死ぬだろう。あれだけの傷、猫の状態のシンシアルータには治せない。

　幸い、魔力結けつ晶しようのシンシアルータはなんの反応もしていない。より本物に成り代わるためなら、本物を殺すため動くはずである。前に襲おそいかかってきたのはそのためだろう。

　彼女の無表情をしばらく見やって、シンシアルータは察した。黒猫の姿でいる自分のことを、魔女と認にん識しきできないのかもしれない。

　これで勝機が増した。

　シャンクのほうはどうだ。

　シンシアルータは素す早ばやく彼を観察した。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは動く力もない。ただ目は開いているし、声を発するだけはできるよう、グレイニンが術を施ほどこしているはずだ。

　付け髭ひげベロが彼のすぐそばにいる。ベロはカイクとかいう秘儀盗賊の身体からだを乗っ取っているが、ろくな術が使えないのは分かっている。それこそ黒猫のこの姿よりも。まあ付け髭になった魔法使いなどに力を貸してくれる魔力がどれほどあるのかと考えれば、なんとも自ずと知れたものだが。

「さあ！」

　再び叫さけんだのはグレイニン。はっきりとシャンクを見み据すえている。

「分かっているだろう。秘儀盗賊よ、君と君の主のためだ。既すでに知っているわたしが問うても意味がないのでね」

「なあ、ブリアン」

　彼は寝ね転ころがったまま呼びかけてきた。

　思わず前まえ脚あしと後ろ脚を同時に突つき出し、後あと退ずさりもできない体勢で固まってしまった。危険に震ふるえる。問われれば終わりだ。彼が問う前に殺すしかない。

　殺せば勝ちは確定する。

　その後のことが思い浮うかぶ……

　きっと彼を殺せば今まで誓ちかいに反した罪の数々は、大半をなかったことにできるだろう。違い反はんのほとんどは彼のために犯おかしたのだから。そして今度はひとりで世界を彷徨さまよって、不死秘法を探す。魔法の根源に捧ささげられた魔女の呪のろいも、魔法を超こえたイモータルの力でなら解けるだろう。あるいは母も見つけられるかもしれない。

（ぼくには）

　そのすべてが。

（できない）

　急いで呪文を唱えようにも舌が動かない。やがてシャンクが声を吐はいた。

「俺は見たまんましか事情が分からないけど、大変みたいだな」

　動かないためよく分からないが、部屋の中を見み渡わたしたらしい。

「あいつ、言う通りにしないと俺を殺すってさ」

「シャンク……」

　震え声でシンシアルータはつぶやいた。彼がなにを言うつもりか、だんだん分かってきた。

　見るとベロは退たい屈くつそうに自分の肩かたを揉もんでいる。分かっていないのはグレイニンくらいのものだろう。

「俺もムカついてっから、早いとこぶっ飛ばせよ。できれば俺も生きてるうちがいいな。あいつの吠ほえ面づら見たいしな」

「貴様！」

　怒いかりの声とともに、グレイニンが伸のばしていた指を握り締しめる。

　それが解除だったのだろう。シャンクの身体が跳はね、押し潰つぶされるようなうめきを発するとそれで絶息した。

　それを見るが早いか、シンシアルータは駆かけ出した。儀ぎ式しき場を、グレイニンに向けて全速力で走っていく。

（まだ死ぬな！　すぐ片付く！）

　意識がないだろうシャンクに念じて、呪文を唱える。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　大きな術ではない。

　火を放つのでも、空気の渦うずを作るのでもない。そんなものならグレイニンにも通じないだろう。彼女が放ったのは、準備した術の解除だった。空間の穴に封じたものを取り出す。空間を閉じた鍵かぎを開ける、その呪文だった。

　魔力結晶シンシアルータのすぐ背後に、その穴が開く。黒々とした世界の隙すき間まだ。

　どさりと。穴から、全身の骨を粉々にされて息も絶え絶えの人間がこぼれ落ちる。だが生きている。この時のために、生かしたまま捕とらえておいたのだ。

　それに向かって、シンシアルータは声を張り上げた。

「エバーモゥ！　命を長らえたければ、その魔力結けつ晶しようを使うがいい。魔力結晶の名はシンシアルータ！」

　全身を砕くだかれた魔法使いが顔を上げる。魔神エルブダリモスの悪名の下、暗黒時代を席巻した高名なシーカーのひとり。エバーモゥである。

　折れて動くわけのない腕うでだが、彼はそれを魔力結晶シンシアルータへと向けた。

「馬ば鹿かな！　そんなことは……」

　慌あわてふためくグレイニンの横を、シンシアルータは駆け抜ぬけた。そのままどむーんの氷柱まで走り、立ち止まる。

　振ふり返れば魔力結晶を挟はさんで、グレイニンとエバーモゥが向き合っていた。シンシアルータはふたりへとけしかけた。

「奴に使わせたくなければ、お前が使うしかないな、グレイニン。どっちでもいい。使えば消費されるのは同じことだ」

　エバーモゥが蘇そ生せいすれば、エバーモゥはグレイニンを殺す。彼に騙だまされたおかげでこんな目に遭あったのだ。問答無用だろう。グレイニンの力はエバーモゥには敵うまい。

　その結果でも構わなかったのだが、グレイニンの決断は思いのほか早かった。魔力結晶の名を唱え、それを魔力として解放する。

　さしものエバーモゥも、これだけ多くの魔力を使ってまで放たれた攻こう撃げきにはひとたまりもなかった。炎ほのおを放つ蝶ちようの奔ほん流りゆうに食い尽つくされ、塵ちりも残さず滅ほろぼされる。

　巻き起こった突とつ風ぷうに、儀式場もまた散らかりを見せたが。保存の魔法でもどっていく。それが完全に再生してから、グレイニンはすっかり青ざめた顔をこちらに向けた。

「こうなれば確実でなくとも、己おのれの力を頼たのみにしよう」

　目線を一いつ瞬しゆん、魔力結晶シンシアルータの立っていた場所に泳がせる。エバーモゥと同様、そこにはなにも残っていないが。

「あなたを殺してから、また魔力結晶を集めてもう一度やり直せばいいだけのことだ。今のあなたにわたしを殺すだけの力はあるまい！　そんな魔力は」

「魔力結晶がある」

　シンシアルータは静かに告げた。氷柱に前脚をかける。

　グレイニンは一笑に付した。

「名前を知っていると？」

　言ってから、その可能性が絶無ではないと気づいたのだろう。笑みを消した。だが恐おそれるまでもないという態度は変わらない。

「まあそれで使えたからといって、呪われた姿でできる術などたかが知れている」

「誰だれが使うと言った」

　彼に言い返してからどむーんの姿を仰あおぎ見て、シンシアルータは声高に叫さけんだ。

「汝なんじに真の名を唱え、我は命じる！　ミンシストル！」

　瞬しゆん時じに氷柱が砕け散り、霧きりと化して文字通り霧む散さんした。

　その氷柱というのが、どれだけの魔力を注いでグレイニンの作った封ふう印いんだったのか分からないが。まったく関係なかった。どむーんは四し肢しを広げ、宙に浮ういたままその両手を見下ろした。丸い瞳ひとみに己の姿を、名前を思い出した自分を映す。

　その姿が変化していく。いや、成長していく。大人の……シンシアルータの知る母の姿へと。手足も伸びきり、完全なミンシストルとなって儀式場の床ゆかに降り立った。

　不死秘法をかけるその儀式の日。最後に見た時と同じように。

（やっぱり）

　半信半疑だったのではない。感づいた時から、ほとんど間ま違ちがいないと思っていた。

　疲ひ労ろうや苦痛とは違ちがう震ふるえに身体からだを揺ゆらし、シンシアルータは口を開いた。

「そうだ。どむーんが真ま似ねたのは儀式をした母上その人だ。幼い姿だったから今まで気づかなかった」

　母から目を離はなすのは勿もつ体たいないと思いながら、シンシアルータは大口を開けたグレイニンを直視した。これはこれで見ておこうと思ったのだ。もう二度と彼を見ることはないのだから。

「儀式で地上に飛ばされて、今までは真似ようにも情報が足りなかったんだろうけどね。だがこの月光館にはミンシストルの記き憶おくがいくらでも染しみついてる。特に、保存の呪じゆ文もんをかけられたこの部屋はね」

　儀式場を照らす月光。その光が強まったように思えた。魔力結晶ミンシストルは、なんにも起こっていないかのように、ふわりと身を翻ひるがえして儀式台の上に指を滑すべらせている。

　なにをしているのでもない。ただそこにいて、見るともなしに物を見ているだけだ。

「どうしたグレイニン。お前にも勝ち目がないわけじゃない。名前が分かったんだから使ってしまえばいい。だけど言っておくが、彼女はシンシアルータとは桁けたが違うぞ。なにしろ正しよう真しん正しよう銘めい、イモータルになろうという魔女だ……」

　真の名を呼べば魔力結晶は支配できる。最上質の魔力結晶であっても、グレイニンならば使用を拒きよ否ひされることもそうそうないだろうが。

　シンシアルータはさらになにか言おうとしたが、その相手がいなくなっていた。グレイニンはもうどこにもいなかった。

　彼が挑いどもうとした時には、もう全次元から排はい除じよされていたのだろう。ミンシストルは呪文も道具もなにも使わなかった。

　そこにいるのは決して本物などではなく魔力結晶だと分かっていても、シンシアルータは母の姿に見入った。ミンシストルは微笑ほほえんでみせる。

「まるで泣いているような顔。つらいことでもあるのですか」

　母の声でこう言った。むずかる子供に言うように。

「なにか、欲しいものでも？」

　魔女は魔女のためならば呪文を使える。どんなことでも願えるだろう。

　シンシアルータは、彼女の望むことを告げた。百年かけて考えた願い事を。
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　辺境はなにもなかったように風が季節の香かおりを運んでいた。

　人里に近づけば、ザネックロック壊かい滅めつの噂うわさや、それとは違う魔ま法ほう使いや別のなにかの噂話でもあるかもしれない。だが彼らが降り立った丘おかの上にはなにもなかった。まばらに咲さいた花から花へ、蜂はちが飛び移っている。

「花が足りましょうかー」

　野原を駆かけ回り、どこから出しているのか花びらをばらまくどむーんに追われるでもなく、蜜みつ蜂ばちの作業は実にマイペースだ。少し豪ごう華かな形に変形した付け髭ひげをつけて、どむーんはころころ転がるように走っていく。

「なんでどむーんは、ミンシストルの記憶を持ってこなかったのかな」

　すっかり傷のなくなった腹を、まだいまいち実感なく撫なでながら、シャンクはつぶやいた。

　グレイニンの最さい期ごについては意識を失って覚えていないものの、その後、魔女になったどむーんが彼の傷を治したり、縮退の王を呼び出して魔法の使用を禁じたりするのを見ていた。

　横目で見やると、彼の肩かたには黒くろ猫ねこが乗っている。ブリアンはくるりと尻尾しつぽを身体に巻き、座る姿勢でやはりどむーんを眺ながめていた。

「真ま似ねする人格の記き憶おくのないまま育ちすぎたんだろう。名前は欲しかったみたいだけど、どむーんのままでいたいんじゃないかな」

　結局のところ、どむーんはどむーんだ。魔力結けつ晶しようはなにかを真似ることはあっても、そのものになるわけではない。魔法についてベロの語っていたことも少し思い出し、シャンクは目をこすった。なにもかも全部夢だったのかとも思う。夜空を見上げても、どこかにあの月光館が見えることはない。

　恐おそらく今度のことは、誰だれにとってもそうではないか。皮肉ではないが皮肉に似た味を覚えて、シャンクは苦笑いした。正せい騎き士し団は今ごろザネックロックに着いて、首を傾かしげているのではなかろうか。滅ほろんだはずの町は無傷で、住民もなんともなくこの間までと同じ生活をしている。

　魔女ミンシストルの力を持ったどむーんに、ブリアンが矢や継つぎ早に〝お願い〟していくのをシャンクは黙だまって眺めていた。ミーティーやカイクなども今回の件に関するすべての記憶を消された上で適当に地上へ帰された。ブリアンは付け髭の脱だつ色しよくまでしてやっていた。その時だけどむーんの意思が少し混じったのか、付け髭は形が新しくなっていた。

　そういえばゴダードはどうなったのだろうと、シャンクは思い出した。彼の記憶も消しておいてもらえば面めん倒どうがなかったかもしれないが。まあいい。あの男は口外しないだろう。

　どむーんがあんまり駆け回るので、シャンクは少し追いかけようと何歩か進んだ。ブリアンは最後に彼の記憶も消すつもりなのだろうと、シャンクは思っていた。

　だがそうしなかった。

「お前は？」

　花を踏ふむ前に足を止め、シャンクは訊たずねた。

「母親に会ったら、呪のろいを解いてもらうんだって言ってたろう」

　その願い事も、ブリアンはしなかったのだ。

　黒猫が最後に言ったのは、みんなで帰ろうということだった。あの辺境に帰ろうと。

　ブリアンの返事は、その問いに答えたものか、まったく無関係なものか。聞いているシャンクにはどちらともつかなかった。

「ぼくが誰かと訊きかれればぼくは答える。あいつの言ったことは本当だ」

「ふうん……」

　他ほかに言い様もなく、相づちを打つ。猫は肩の上で身体からだを丸めたまま訊き返してきた。

「訊かないのか？」

「お前の正体？」

「うん」

「よく分からないんだ」

　シャンクはなんとはなしに手を上げて、黒猫の背中に触ふれた。こんなことはしたことがない（撫でると怒るからだ）が、今回だけはブリアンは気にしないようだった。

「お前の正体なら俺は知ってる気がする。知ってるのと違ちがう答えが返ってきても、ピンと来ないな」

「なんで違う答えが返ってくると思うんだ？」

「だってお前、自分で認めそうにないもの」

　少し迷ったが、話の成り行きで仕方なく思ったまま言うしかなかった。

「お前の正体は見たまんま、呪いにかかった間ま抜ぬけなシーカーだろ」

「…………」

　猫はしばし不ふ機き嫌げんに押し黙っていたものの、やはり少し根には持ったようだ。

「君だって、なにが達人だよ。役に立ったのなんて見たことない。ぼくがいなけりゃなんにもできないくせに」

「…………」

　それも見たまんま、その通りではあったため言い返せない。

　わりと、そんなものなのか。秘密などというものは。

「花粉粒りゆう子しびーむー」

　どむーんは一応手助けのつもりなのだろうが、手から黄色い花粉を噴ふん射しやして蜂を追い回している。

　しばらく近づかないほうが良いかもしれないと思い直し、シャンクは待つことにした。腕うでを組んで肌はだに風を感じる。空気の流れは魔法のようだ。どこから来るのか、誰が吹ふかせているのか、誰もいちいち気にしないが確かに吹いている。

　人をなだめたり、急せかしたり、時には凍こごえさせたりと。同じ風でも感じ方は誰も異なる。そんなところも似てるといえば似ている。

「もしも……」

　その風の中に、シャンクはつぶやいた。

「もし、俺たちの正体が互たがいに思ってるものと違うとして、なにも変わらないよな。一いつ緒しよにいる理由が変わるわけでもない」

「目を閉じて」

「え？」

　いきなりブリアンが言ってきたことに、シャンクは困こん惑わくして眉まゆ根ねを寄せた。

　黒猫は断固として繰くり返す。

「いいから。なにがあっても絶対に開けるなよ」

　シャンクはまぶたを下ろした。息まで止めろとは言われなかったがなんとなく息も詰つまる。

　呼吸をしなかったため、時間を計るものもない。まぶたの裏の暗くら闇やみには風のそよ吹く音だけが鳴り、自分が地面に立っているのも怪あやしく感じられる。

　肩かたに乗っていた猫ねこの重みが、少し変わったようだった。ずっしりした動物の重みから、軽く、誰だれかに手でも預けられた感かん触しよくに。なにかが身体に触れていった。風に似ているがもっと実体のあるものだ。長い髪かみ。そんな感じだ。

　頰ほおに触れたものがあった。強くではない。同時に、吐と息いきも感じた。何者かが唇くちびるで触れていった……

　いつまで目を閉じていればいいのか。それを聞いていなかった。まだしばらく静せい寂じやくに浸ひたってそろそろいいだろうという頃ころに目を開けると、別になにもなかった。猫も元のまま丸くなっている。どむーんが蜂はちの大群に追いかけられながら、花粉の噴射で対たい抗こうしているのは変化といえば変化か。

　黒猫は不機嫌面ではなく少し笑っていた。猫の表情は分かりにくいため、そう思えたのは声が澄すましていたからか。

「少しは変わるさ」

　そう言うブリアンに、シャンクは答えた。

「少しだけだろ」

「そうだよ。少しだけだ」

　どむーんと蜂の戦いは佳か境きようを迎むかえていたが、じきどむーんが飽あきたら終わるだろう。

[image: ]

　まだ東西南北どちらに向かえば人里かもよく分からなかったが、シャンクは適当に、気の向く空を見晴らした。

「まずは……帰ろうか。そろそろ納期だし、本当に呪いが解けたのかどうか見てこないと」

　手足を伸のばして深呼吸すれば胸が澄み渡わたる。

　今まで不自由だったわけでもないが、だがもう一段階、遠くへ行けるような気がする。

「その後はしばらく暇ひまをもらうかな。なんだか、これでようやく本当に出発点って気がする」

　当面はなにもないだろうが、歩いていればいずれまたやらねばならないことにも出くわすに違いない。

　それが少し楽しみでもあった。果てがあるようで果てのない、そんな旅の。







　あとがき







　というわけで、お楽しみいただけましたでしょうか。今回で最後の巻です。

　書き上げるのに、思ってたより時間かかってしまいました。すみません。

　約三年ですかー。

　とりあえずせっかくの最終巻なのですから、それらしい話を真ま面じ目めにしてみようじゃありませんかと。そう思っているのですが、思ってるだけで実行しないんですね。なんの話しましょう。エルカホンダムの話とかどうでしょう。機動戦士とかじゃないです。機動っていうか多分ほとんど動かないです。なのにラテン系です。凄すごいですよね。もう凄さが全然分からないですけど凄い気がします。




　まあこんなことばっかり考えてふらふら生きてます。

　あっちを見たりこっちを見たりしていると、身近なとこにも遠いとこにも面おも白しろいものがたくさんあって、この「余計なことを考える」っていうのがなかなかやめられません。でも実はかえってそれが余計なことだったりはしないのではないかなとか、そんなことも思うわけです。

　なんとなく、だいたいいつもそうやってお話を書いてる気がします。このシリーズも、やっぱりそうだったのかなぁと。




　そういえば今日（この文章書いてる今日ということですけど）はカレン・カーペンターの誕生日なんですね。じゃあせっかくだから今日の仕事ＢＧＭはカーペンターズにしようかな、普ふ段だん横文字の歌はあんまり聞かないんだけど昔、会社の先せん輩ぱいに「お前カーペンターズ聴きいてないなんて話にならんぞ」と猛もう烈れつに勧すすめられて買ったんだっけこのアルバム懐なつかしいなーなどと思いながら聞くわけですね。

　しばらくして、おかしいぞと気づいたりするのです。あれ？　これオリビア・ニュートン・ジョンじゃん。なにをどう間ま違ちがえたんだ俺。まいっか。みたいな。

　まあ改めてカーペンターズかけ直してですね。ゴルバチョフのことを考えている。そんな日です今日というのは。




　あとがきというか日記になってきてしまいましたが、なんでこんなことになってるかというと自分の誕生日でもあるからなのです。

　なんか嬉うれしくないですか、有名人と誕生日一いつ緒しよだと。三百六十五分の一で同じなので、誰だれでも誰かしら嬉しげな人と一緒になるのが良いところです。

　気になったのでちょっと調べてみると、他にもラリー・カールトンとか柳やな瀬せ尚なお紀きとか、当たり前ですがいろんな方々が一年周期でお生まれになっております。米よ内ない光みつ政まさなんて名前もあったりするんですね。アブデルアジズ・ブーテフリカ……はアルジェリアの大統領らしいですがさすがによく存じ上げません。アレクサンドル・オパーリンは旧ソヴィエトの生化学者で昔、生命の起源に関する仮説を提唱されたそうです。いやもうさっぱり分かりませんけど。

　わりと面白いのでみなさんも調べてみると良いのではないでしょうか。ずらっと並んだ名前、どれくらい知ってるか挑ちよう戦せんなんてのも面白いものです。




　さて、そろそろあとがきも終わりが近づいてきました。かけていたアルバムもそろそろ終わりです。

　読者の皆みな様さまには最後までおつきあいいただき、感謝いたしております。次はなにをしましょうかね。やっぱりふらふら考えてます。

　変な資料とかいろいろ取り寄せたり、あーこんなのも面白いかなーと別のこと考えてまた資料が増えたりして、部屋がどんどん散らかります。まあ気が向いたら片付けます。

　とりあえず、またひとつ歳としを取って、考えられることもまた一歩広がったらいいなぁなどと夢見つつ。

　それではまたいつか別の巻末でお会いできることを祈いのって。

　ありがとうございましたー。





秋田　禎信　　
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